

  [image: ]



  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    ドラゴンライズ　３　王宮と竜の嘘


    
      水市恵

    


    
      イラスト　０２９

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
    目次


    



     第一章　追走の理由


     第二章　魔道師の疑念


     第三章　最後の鉄槌


     第四章　轟く咆哮


     あとがき

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]



  
    


     第一章　追走の理由


    



    　夢を見ていた。


    　夢と自覚できる夢。


    　双そう剣士フレイクは、無人の街に立っていた。


    　強風に晒さらされている。真正面から吹き荒すさぶ逆風。目を開けていられない。風圧に押され、立っているだけでやっと。必死に踏みとどまるが、一歩も前進できない。


    　逃げるわけにはいかない。


    　風の向こうに、倒すべき敵がいる。


    　自分の背の後ろに、守るべき者がいる。


    「守るべき……？」


    　敵の声が、風に紛まぎれて聞こえる。


    「本当に守る価値はあるの……？　わざわざ自分の身体からだを張って、命を懸かけてまでさあ……。守り切ったところで何かいいことでもあるの……？」


    　問うのは少年の声。素朴な興味と呆あきれの感情が混じる。


    　愚問だ、とフレイクは思う。仲間を守るのは当然のことだ。共感しあった仲間と一緒にいること以上に優先すべきことなど、思いつかない。幼少の頃から天てん涯がい孤独に生きてきたフレイクが、ようやく見つけた生き甲が斐い。自分の命惜しさに逃げ出すくらいなら、命と引き替えに敵と相討ちに持ち込むつもりだ。その覚悟はできている。


    　そう答えようとするが、自分の声が聞こえない。風の音にかき消される。


    「竜はさあ、本来は孤独な生き物なんだよね……。他ほかの動物みたいに弱くないから、群れる必要もないし……。群れてたら自由じゃなくなるから、僕は嫌だなあ……。しかも、群れる相手が人間だなんて……。シェリーさんみたいに利用価値がある人ならともかく……」


    　独り言のように呟つぶやく敵。


    　そこに、別の声が重なる。今度は若い女の声。


    「竜と人間は違いすぎる。ちょっと考えれば、いえ、考えるまでもなくわかるでしょうに、あなたときたらまあ」


    　声は高慢に響く。フレイクを大きく見み下くだす位置から投げられる言葉。


    「どんなに頑張ったって、あなたには彼女を守れないのに」


    　唐とう突とつに、足あし下もとから濡ぬれた音が聞こえる。足の裏に奇妙な感覚が生じた。


    　気づかない間に、小さな肉片を踏んでいた。思わず足を上げて確認する。赤い肉が踏み潰つぶされて、ばらばらに散らばっている。フレイクの足にもこびりついており、粘っこく糸を引く。


    　まだ温かみが残っている。ついさっきまで生きていた何かの肉。


    　肉と血。


    「だって、大きさも強さも違いすぎるもの」


    　血ち溜だまりの中に、手の残ざん骸がいが浮かんでいた。五本の指がついた小さな右手が、手首の先だけになって落ちている。ついていたはずの腕は、もう存在しない。


    　肉体が、存在しない。


    　よく知っていた誰かの人格が。


    　今の今までフレイクが身を盾たてにして守っていた生命が、足あし下もとで散っていた。


    　取り返しのつかない喪そう失しつ。


    　その意味を理解して、フレイクは硬直する。


    　風の音が消え、敵の女の哄こう笑しようだけが聞こえる。


    



    「もう！　そんな寝ね言ごと言ってないで早く起きてよフレイクさん！　朝ですよ朝ですよ朝ですよー！　あーさーでーすーよおー！」


    　聞き慣れた女の声が聞こえる。必死に名前を呼ぶ声。夢の中に割って入り、フレイクは我われに返って跳はね起きた。


    　見知らぬ部屋のベッドの上。一見すると民家の寝室のようだ。窓から日差しが差し込んできていて明るい。
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    　ベッドのそばに魔ま道どう師アイ・グライドがいた。戦闘ギルド「グライズ」で二年を共にしてきた仲間。驚きで一瞬目を見開き、その後、笑顔になってフレイクの手を両手で包むように握る。


    「起きた！　よかったあー！　フレイクさん、大丈夫？　痛みはない？　お腹なか減ってない？　あ、それより先に耳は聞こえてる？」


    「うん、聞こえてる。だから耳元で叫ばなくても大丈夫だぞ、アイ」


    「それは何より！」


    　フレイクは瞬まばたきして改めてアイを見る。長い髪がところどころ乱れており、目の下には隈くまができている。喜びを表現しつつも、それ以上に疲労感が濃い表情だった。治ち癒ゆ魔術を得意とするアイのことだ。フレイクの治療に尽力していたことが容易に見て取れる。


    　アイがちゃんと生きている。


    　そのことを確認し、フレイクは胸を撫なで下ろす。


    　脳裏に残る不吉な夢の残像を、振り払う。


    「……にしても、ここはどこだ？」


    「僕の自宅ですよ」


    　この部屋にはもうひとり、若い男がいた。隅の椅い子すに腰掛けている、長身痩そう躯くの男。足を組んだ楽な姿勢で座り、フレイクの質問に答える。


    「手て狭ぜまで恐縮ですが、治療院がまともに機能していませんから、こちらをお貸しした次第です」


    　男の顔を見、また、傍かたわらの壁に矢や筒づつと大弓が立てかけてあるのを確認し、フレイクは思い出す。弓きゆう術じゆつ士ハナティア。都市ナリスタンで最有力の戦士で、フレイクたちがナリスタンに入って真っ先に訪ねた人物だった。


    　ナリスタンは竜の襲撃に遭あって、ハナティアたちの応戦もむなしく壊かい滅めつ状態に追い込まれていた。略奪目的ではなく、フレイクたちの進路を阻はばむためだけの強襲。その際にハナティアは負傷し、右腕には包帯を巻かれたままだった。


    　中位以下の竜であれば、ハナティアたちで十分対処できたはずだが、現れたのは二匹の高位竜。劫ごう火か竜と陰いん風ぷう竜だった。


    　その後、フレイクたちは陰風竜と直接対たい峙じした。結果をよく覚えていない。剣を陰風竜の胸に突き刺した手て応ごたえだけは残っているが、勝利に歓喜した記憶はない。


    　身体からだのあちこちに微かすかな痛みを覚え、フレイクは察する。


    「そうか……。俺は負けたのか」


    「いえ、あれは引き分けでしょう。フレイクさんはその場に倒れましたが、風の竜も傷を癒いやすために立ち去りましたから」


    「でも、フレイクさん、無理して動いちゃダメだよ!?　骨がちゃんとくっつくまでは絶対安静！」


    　ハナティアとアイの反応を見て、フレイクは自分の身体を確認する。両足が分厚い包帯で固定されていた。


    「そうだった。骨が折れたんだったな」


    　フレイクは構わず身を起こして立ち上がろうとする。


    「言ってるそばから……！」


    　アイがフレイクを押さえようとするが、フレイクはその手を片手で制した。


    「心配するなよ。もうくっついてる」


    　ベッドを出て直立するフレイク。自ら包帯を解ほどいて、身体からだを曲げ伸ばしして具合を確かめた。軽く飛び跳はねてみて、アイに健在を主張する。


    「本当に何ともないの……？」


    「俺の頑丈さと回復力はよく知ってるだろ？　あと、アイは自分の治ち癒ゆ魔術にもっと自信を持てよ」


    　恐きよう々きようと尋たずねるアイに、フレイクは強がって笑う。実際のところ、身体にわずかに痛みが残っているが、それを申し出ることはしない。いつまでもここに留とどまっているわけにはいかない。


    「もっと早く起こしてくれりゃよかったのに……。今から行ってノラとの合流に間に合うか？」


    　グライズの長ちよう、剣士ノラ・グライドは別行動をとっている。ここにいるアイの実姉。竜を攪かく乱らんするために一時的に二ふた手てに別れ、王おう都と手前の都市ルゴルーで落ち合う手はずだった。


    　アイは力なく首を振る。


    「お姉ちゃんとの合流は、諦あきらめた。フレイクさんが万全でないまま進んじゃいけないし……」


    「だからもう万全だって」


    「今の時点ではそうかもしれないけど、昨日からずっと大変だったんだから。骨があちこち砕けてて、あんなフレイクさんを馬車に乗せて移動するなんて、絶対無理だったもの」


    「……昨日から？　ちょっと待て、今はいつだ？」


    　フレイクは慌あわてて窓の前に立つ。太陽が低い。昼の日差しと思っていたが、朝日のようだった。


    「あの風の竜と戦ったのは昨日よ。フレイクさんは昨日の昼間から今日の朝まで、ずっと寝てたの」


    「マジかよ……！」


    　すでに旅程六日目を迎えていた。今日の昼にはルゴルーに到着している予定だったが、残り数時間。どんなに足の速い馬を駆ったところで間に合わない。


    「私たちが到着しなければ、お姉ちゃんは私たちを置いて王都に向かう。そう約束してたから、私たちが無理して行かなくても大丈夫。お姉ちゃんさえ無事なら、任務は達成できる」


    　グライズは結けつ界かい術師の卵、カーネスの護送任務を請うけ負っている。カーネスはノラに預けてあり、フレイクとアイは囮おとりとして動いていた。その結果、待ち構えていた陰いん風ぷう竜に手傷を負わせ、一定の成果を上げたと言える。


    　だが、


    「……それでいいのかよ、アイ」


    　フレイクは険しい視線をアイに向けて、まくし立てる。


    「ノラが無事かどうかわからないだろ!?　ノラのことが心配じゃないのか!?　ノラはノラでウォーフィアと一戦交えたはず！　しかも、シェリーが敵だって話が本当なら、圧倒的に不利だ！　戦って勝ったとしても、俺たちみたいに傷を負ってる可能性は高い！　俺たちが駆けつけないでいったいどうする──」


    「私だって心配に決まってるじゃない！」


    　アイが珍しく声を張り上げた。


    　フレイクを即座に黙らせる迫力。


    　肩を小刻みに震わせながら、潤んだ瞳ひとみでフレイクを見つめる。


    「それは、心配だよ……。でも、しょうがないじゃない。私たちは動けなかった。今から行ったって間に合わない。戦いはとっくに終わってるはずだもん。後はお姉ちゃんを信じるしかない」


    「…………」


    　フレイクはアイの表情から悔かい恨こんと諦てい念ねんを読みとった。


    　二ふた手てに別れるのを提案したのはアイだった。カーネスの行方を劫ごう火か竜ウォーフィアに知られないための策だったが、竜はふたつの分かれ道の両方を塞ふさいでいた。結果的に、ノラはアイとフレイクの援護を受けずに戦闘を強しいられることになった。


    　提案しなければよかった、と後悔している。


    　そして、敵の動きを読み違えた結果を、重大に受け止めている。


    　仲間を思いやる性しよう根ねなだけに、アイは大いに落ち込んでいる。


    　フレイクは、どう声をかけていいかわからない。


    　が。


    　ずっと黙って会話を聞いていたハナティアが口を開く。


    「ノラさんとの合流は、まだ可能でしょう。もちろん、ノラさんが生きていれば、という前提は必要ですが」


    　唐とう突とつな言葉に、アイとフレイクは反射的に振り向いた。


    「……ハナティアさん、この街には早馬よりも速い移動手段があるんですか？」


    「この街には、そんなものはありません。と言うより、どの街でだって馬が一番速いでしょう。馬より速い召しよう喚かん獣を喚よび出せば、話は少し違ってくるかもしれませんが」


    「……ユニコーンのほうが速いですが、それでも差は知れています」


    　召喚獣の特性については、召喚術師でもあるアイが一番詳しい。ハナティアの講釈を聞くまでもない。


    「ハナティアさん、もったいつけないでくれ。何かあるなら、教えてほしい」


    　懇願するフレイクに対し、ハナティアは軽く言う。


    「何のことはないでしょう。あなたが飛べばいい。アイさんを背中に乗せて」


    「な……!?」


    　フレイクは驚き、思わず声を漏もらす。


    　ハナティアの指摘は正しい。


    　竜人であるフレイクが竜形態に戻れば、高位竜、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルとなる。風を推進力にする陰いん風ぷう竜には及ばないが、それでもかなりの速度が出ることは間違いない。地形の影響を受けず、直線距離を最速で進むことができる。


    　だが、そんな指摘が可能なのは、フレイクの正体を知っている者だけだ。


    「ってことは、ハナティアさん、気づいたんだな」


    「……やっぱりそうでしたか」


    　ハナティアは小さく頷うなずいて言った。


    　昨日の戦闘を間近で見た者は誰もいない。周辺の住民は避難しており、何も見ていない。竜人形態のフレイクが竜形態になったところも、再び竜人形態に戻ったところも、誰も目撃していない。ハナティアも例外ではないが、戦闘前後の状況から察せられないほど鈍にぶくはない。


    「竜が、紛まぎれもなく二匹見えましたからね。一匹は敵としても、もう一匹がどこから来たのか、少し考えればわかります」


    「あんた、それ、誰かに言って……！」


    「ああ、大丈夫です。誰にも言ってません。今の今まで確信は持てませんでしたし」


    　フレイクは自分の正体をアイ以外の人間には秘ひ匿とくしている。人類と竜は真まっ向こうから対立する種族で、人間と共生する竜など例がない。仮に周囲に知れ渡ったら、特に、ギルドの長ちようのノラに知れたら、この関係は破は綻たんするだろう。


    「アイさんは、なかなか言げん質ちをくれませんでしたけど、フレイクさんは正直ですね」


    「正直なもんかよ。二年間ずっと隠してきたんだ」


    　フレイクは天を仰ぐ。直接戦闘した相手である陰風竜に見抜かれたのは、ある意味仕方がないと諦あきらめていたが、ハナティアにまでばれるとは。


    「こんなに短期間に、立て続けに見抜かれるなんてなー」


    「僕としては逆に、よく今まで隠してこられたと感心しますけど……」


    　ハナティアは苦笑する。押さえ気味に、いたずらっぽく笑う。


    　それを見て、フレイクは一応安あん堵どする。


    　あからさまな敵意は向けられていない。


    　敵視されてはいない。


    「俺が怖くはないか？」


    「怖いですよ、それは、もう」


    　ハナティアは軽く肩を竦すくめて両手を上げる。呆あきれ混じりの降伏の動作。余裕のある表情を、フレイクは訝いぶかしむ。


    「……なあ、アイ。もしかして今、俺って馬ば鹿かにされてるか？」


    「そ、そんなことはないと思うけど……」


    　アイはハナティアの表情をおずおずと窺うかがう。


    「いや、失礼しました。決してフレイクさんを軽かろんじているわけではありません。この場であなたがその気になれば、僕なんかはひと捻ひねりだ。いや、この街が今度こそ壊かい滅めつしてしまう。そのくらいのことはわかっています」


    「それがわかっていて、なぜ笑う？」


    「あなたにそのつもりが全くないと、実感したからです」


    　ハナティアは笑うのを止やめて、フレイクを見み据すえる。


    「僕は、幼少の頃から弓きゆう術じゆつの鍛たん錬れんを重ねてきました。戦士として活動を始めてからは、何十匹となく竜を射い殺ころしてきました。僕だけじゃない。数多くの人間が竜を殺すために武器を作り、腕を磨き、戦いに身を投じています。本来、僕はあなたに憎しみを抱いだかなきゃいけないはず、今すぐにでもあなたを攻撃しなきゃいけないはずなんです」


    　剣けん呑のんな言葉に反応してフレイクは身構えた。ハナティアは意に介する様子もなく続ける。


    「なのに、あなたにはまったく毒気がない。人間であるアイさんと仲良く会話し、僕に対しても友好的だ。僕から情報が漏もれるのが怖いのであれば、ここで僕を殺せばいいのに、そうしようともしない。これまで竜と戦ってきた僕たちはいったい何だったんだろうと、正直、拍ひよう子し抜けしてしまいました」


    「……まあ、俺は竜の中でも変わり者だからな」


    「変わり者でよかったです。もしもあなたが普通の、つまり、害意のある竜なら、僕はここであなたを射殺すつもりでしたから。勝ち目がどの程度のものか、わかりませんけど」


    　ハナティアの傍かたわらの大弓と矢は、無む造ぞう作さに立てかけてあるように見せて、一瞬で射撃体勢に入れるように計算された位置に置かれていた。


    「戦わずに済んだという安心で、思わず笑ってしまったんです」


    「宿を提供してくれたのは、俺の性格を見極めるためだったか」


    「ご明察です。試すような真ま似ねをして、すみません」


    　回答を聞き、フレイクはつかつかとハナティアに歩み寄る。神妙な表情で、ハナティアの真正面に立った。


    「フレイクさん、いったい何する気？」


    　不ふ穏おんな空気を感じてアイが声をかける。ハナティアも弓に手を伸ばしかけた。フレイクの怒りを買ってしまったかという危き惧ぐからの行動だったが、それは的まと外れだった。


    「人間の流儀では、こうするのが正しいんだったか」


    　フレイクはその場で、唐とう突とつに深ふか々ぶかと頭を下げた。直角よりも深く、必要以上に低いお辞じ儀ぎ。あまりの丁てい寧ねいさにハナティアは戸と惑まどう。フレイクの行動の意図を読めずに尋たずねた。


    「ど、どういうつもりですか、フレイクさん」


    「俺の性格など問わずに、寝てる間に殺すこともできただろうに、わざわざ見極めてもらったわけだからな。それについては礼をしたい」


    　竜と人間の溝は深い。


    　言語は通じるが、和解交渉など行おこなわれた試しがない。竜は人命を奪い、人間は自衛のために竜と戦う。竜によって同どう胞ほうを喪うしなった人間は、特に強い憎ぞう悪おを竜に向けている。フレイクは、その最たる例であるノラをずっと見てきて、人間の感情の深さを身に染しみてわかっている。


    　ハナティアだって、竜族にいい印象を抱いだいているわけがない。街を竜に破壊されたばかりで、むしろ怒ど気きは高まっているはずだ。


    　それを度外視しての措そ置ちに、フレイクは心から感謝する。


    「顔を上げてくださいよ、フレイクさん。急ぐんでしょう？」


    　ハナティアは優しく促うながす。


    「竜形態になって飛べば、昼までにはルゴルーに到着するはずです。もちろん、この場で竜形態になられては困りますから、人目につかない場所までご案内しましょう。他ほかの住民があなたを見たら、誤解して攻撃するかもしれませんし」


    「何から何まで、すまない」


    「いいえ。あの風の竜を撃退してくださって、僕の溜りゆう飲いんは下がったんです。お礼を言うのはこちらですよ」


    「いや……、まだだな」


    　フレイクは呟つぶやくように言う。


    「あの根ね暗くら野郎は、回復したらまた俺たちを、人間の街を襲うだろう」


    　そうはさせない、と心の中で誓う。


    　ハナティアのためにも、この都市の敵かたきをとる。


    　名も知らぬ風の竜に、今度は勝利する。


    　そして、劫ごう火か竜ウォーフィアと決着をつける。


    　もちろん、この時点でフレイクに二匹の生死はわかるはずもないが、戦う覚悟を決めて、遙はるか東へと思いを馳はせる。


    



    　　　＊


    



    　都市ナリスタンの南方、山脈を越えたところに都市ガルズムがある。竜の襲撃を受けて荒廃した街並みの中で、剣士ノラ・グライドは立ち尽くしていた。


    　劫ごう火か竜ウォーフィアを退しりぞけた喜びなど、微み塵じんもない。


    　護衛していた結けつ界かい術師の卵、カーネス・オルコットを奪われた。


    　移動に使っていたユニコーンも失った。


    　しかし、物理的な喪そう失しつ以上に、精神的な痛手があった。


    「シェリー……」


    　ついさっきまで味方と思っていた少女の名を呼ぶ。


    　シェリー・モットレイ。


    　道中、グライズに協力を申し出た親切な魔ま道どう師。人ひと懐なつっこく、子ども好きで、指導がうまく、天てん真しん爛らん漫まんな少女。


    　だと思っていたが、実態は大きく違った。


    　信用して同行させたが、ノラは大きく見誤っていた。


    「お前が竜と通じていたなんてな……」


    　シェリーは王おう都とへの強い恨うらみを隠し持ち、王都崩壊のために竜と手を組んでいた。劫火竜ウォーフィアと予あらかじめ打ち合わせした上で、カーネスを連れ去ったのだった。


    　ノラは虚うつろな目で遠く東を見ている。


    「で、どうするんだ？」


    　ノラの後ろから大男がひとり歩み寄った。身長二メートルを超える筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの巨漢。並び立つと、ただでさえ小柄なノラがさらに小さく見える。煤すすに汚れた服はところどころ裂け、拳こぶしを包んでいた装そう甲こうも外れており、褐かつ色しよくの皮ひ膚ふが露あらわになっている。


    　拳けん闘とう士マッケルガー。都市ガルズム最強の戦士が、ノラの意向を伺うかがう。


    「おい、ノラ」


    「ああ……」


    「どうするんだと聞いてるんだが？」


    「ああ……」


    　マッケルガーは苛いら立だちを見せ、ノラの正面に回り込んだ。


    「ノラ・グライド!!」


    　至近距離からの一いつ喝かつ。マッケルガーの怒りの形ぎよう相そうに、ノラは我われに返った。目の焦点をマッケルガーに合わせる。


    「いいか、ノラ。お前の気持ちはわからんでもない。あの少女を護衛するのが任務だったんだろ？　任務に失敗したら確かに落ち込む。自分の判断の誤りを嘆くのは自然なことだ。俺だって、この街がこんなことになって、ついさっきまで落ち込んでたよ。だが、お前はまだ失敗したとは決まっていない！　俺と違って、まだ取り返せるだろうが！　お前がしっかりしてないでどうするんだ！」


    「……そうだな。その通りだ」


    　ノラは頷うなずき、息をひとつ吐はいて切り替えた。唇を結び、表情を引き締めた。


    　人々を守るのが剣士の使命。尊敬する父もそれに殉じゆんじた。敵が竜だろうと人間だろうと、それは変わらない。自分の失策があろうとなかろうと、やるべきことはひとつだ。


    「取り返す。取り戻す。カーネスの力を利用させたりなんかしない」


    「その意気だ！」


    　マッケルガーが笑顔になり、ノラの背中を力強く叩たたく。ノラは驚きで一瞬跳はねたが、すぐに平静を取り戻す。


    「さしあたっては、馬が必要だ」


    　ここまでの移動は、召しよう喚かん呪じゆ文もんで喚よび出したユニコーンに頼っていた。魔ま道どう師であるシェリーが去り、妹のアイとも別行動。ノラ自身は剣士であり、召喚呪文を使えるはずもない。


    「マッケルガー。あなたの仲間に召喚術師はいるか？　あるいは、普通の馬でもいいんだが。できれば、力を貸してほしい」


    「できれば？　できるに決まっている。むしろ、俺が力を貸したいくらいだ」


    　マッケルガーは不敵な笑みを見せる。


    「お前についていけば、敵かたき討ちの機会が得られそうじゃないか。なあ？」


    　都市ガルズムを滅ぼした二匹の竜に鉄てつ拳けんを喰くらわせるべく、マッケルガーは同行を申し出た。拒む理由などあるはずもない。一瞬だけ躊ちゆう躇ちよを覚えたが、マッケルガーが竜人ではないことは、これまでの経緯から明らかだった。


    



    　マッケルガーとノラは仲間を集めるために、街を早足で歩いた。


    　ガルズムの人々の多くは避難のために都市から離れていたが、マッケルガーの戦闘ギルドの面々は、都市内で行方不明者捜索や瓦が礫れき除去などの業務にあたっていたため、さほど時間をかけずに見つけることができた。


    　聞くところによると、竜との戦闘で重傷を負い、行動不能となった戦士も数多くいたようだが、大半は無理をせず退しりぞき、事なきを得ていた。


    　当然、故郷ガルズムの復興を優先したいという戦士がほとんどだった。マッケルガーの要請に応じるどころか、マッケルガーも復興活動に加わるべきだと声を上げる者もいた。


    　それはそれでもっともな話ではあったが、ノラが自分の任務が結けつ界かい術師の護送であることを明かすと、何人かが考えを変えた。現状を放置すれば王おう都とまで崩壊する。よそ者のノラの言葉を信じない者も少なからずいたが、王都に親族や友人を持つ者、また竜との再戦を望む血けつ気き盛んな者など、五名が要請に応じた。


    　幸い、そのうち召喚呪文を扱える魔道師が二名おり、移動手段も整った。


    「早速、発たとう」


    　マッケルガーの合図とともに、魔ま道どう師たちがユニコーンを召しよう喚かんする。全員が騎き乗じようできるように、ひとりにつき一頭。都合七頭。


    　召喚呪じゆ文もんが唱えられていくのを隣で聞いて、ノラは彼らの力量を推測した。魔術については素しろ人うとのノラだが、アイと比較することはできる。呪文の詠えい唱しよう速度や、地面に描かれる召喚陣の輝き方から判断するに、腕前はアイには及ばない。名高いマッケルガーの仲間だけに、平均以上の実力は備えているが、最高峰とまでは言えない。


    　もちろん、ノラはその事実を口には出さない。自分の故郷のことを擲なげうってまでノラを手伝ってくれる魔道師に対して、不満など言えるわけがない。普段はつっけんどんに言いたいことを言うノラだが、立場は弁わきまえていた。


    「さて」


    　ユニコーンが七頭召喚されて、マッケルガーがそのうちの一頭に跨またがった。巨体に押されて、ユニコーンの背中が波打つように沈んだ。小さく呻うめきながら辛かろうじて持ちこたえたが、膝ひざが震えている。


    「むう……、軟弱な奴やつだ」


    「いや、マッケルガー。ユニコーンを責めるのは酷こくだろう。あなたの体重を支えるのは一大事業だ」


    　憮ぶ然ぜんとするマッケルガーに対して、ノラは冷や汗をかきながら進言する。
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    「速度は落ちるだろうが、象ぞうか犀さいの類たぐいを召しよう喚かんしたほうが……」


    「なあに、問題ない。俺が重力操作グラベトリーブを常時発動すれば済む話だ」


    　マッケルガーがそう言うと、ユニコーンの背にかかる負荷が激減した。落ち込んでいた背中がまっすぐになり、膝ひざの震えも止まる。


    　重力操作グラベトリーブ。


    　多くの戦士が身につけている魔術のひとつで、自分にかかる重力を軽減したり増大させたりするものだ。軽減して跳躍すれば空を舞う竜にも届き、増大させて竜めがけて落下すれば攻撃の威力が増す。


    　マッケルガーは今、自分にかかる重力を一割程ほどにまで減少させていた。巨漢の男が常人どころか、子どもよりも身軽になっている。


    　重力操作グラベトリーブはノラも習得しており、戦闘中の他ほか、重い物を運搬する際などに重宝しているが、もともと体重の軽いノラのこと、このような活用方法を思いついたことはなかった。


    　感心しつつも、ノラは心配する。


    「常時発動させては、疲労するのでは？」


    　人間の体内に魔力は無む尽じん蔵ぞうにあるわけではない。短時間の戦闘中の使用ならともかく、これからの移動は長時間になる。何時間かけてシェリーに追いつくかもわからない。


    　だが、マッケルガーは意に介さず、手た綱づなを操あやつりユニコーンを歩ませる。


    「俺は持久力には自信がある。それこそ、腕力や技の練度よりもな」


    　マッケルガーはかつて、高位竜である地ち殻かく竜グルヴァーダと半日以上戦い続けたことがある。重力操作グラベトリーブだけでなく、装そう甲こうの質量を増大させる拳骨拡張エライトーンを使い続けながらの戦闘。肉体的な疲労は酷ひどく、動きが鈍にぶったところでグルヴァーダの打撃を受けて重傷を負ったが、魔力だけは最後まで尽きなかった。


    　マッケルガーは経験をもとに、自らの力量を正確に把握している。


    「この程度の軽めの重力操作グラベトリーブなら、半日どころか、丸一日でも保もつさ」


    「……丸一日で追いつければいいのだがな」


    　シェリーが去ってから、優ゆうに三十分は経過している。


    　ノラは楽観しない。


    



    　　　＊


    



    　魔ま道どう師シェリー・モットレイはユニコーンを駆って街道を急いでいた。都市ガルズムを去り、ルゴルーを、また、その先にある王おう都とを目指す。小柄で細腕のシェリーだが、ユニコーンの力強い走りを易やす々やすと制御している。召喚獣の気性を完かん璧ぺきに把握した乗りこなし。まだ十代でありながら、召喚術師としての腕は一級品だった。


    　手た綱づなを操あやつるシェリーの背後、ユニコーンの尻しりのあたりに密着するように、布で包まれた何かが括くくりつけてある。人間の子どもほどの大きさの何か。


    　事情を知らない第三者からは荷物にしか見えないが、中身はそのものずばり、六歳くらいの少女だった。逃走できないように全身を縄なわで縛られ、うつ伏せの姿勢で拘束されている。今は魔術によって眠らされており、ユニコーンが走る振動でも目覚めない。


    　少女の名はカーネス・オルコット。


    　結けつ界かい術師の卵である。


    　竜の侵入を阻はばむ対竜結界の使い手のことを結界術師と呼ぶ。魔術の一種ではあるが、世に無数にいる魔ま道どう師が努力して身につけられるものではない。突然変異的に才能を授さずかった者だけが扱える魔術。極ごく稀まれにしか生まれない才能の持ち主たちが、大陸じゅうから王おう都とに集められ、王都防衛の任務に就つく。辺境の村に生まれた者であっても例外はなく、最高の待遇で王都に迎えられる。


    　カーネスも、そのひとり。


    　王宮警備隊の命めいによって、秘密裏に王都へ向かう途中だったが、シェリーが拉ら致ちに成功して今に至る。


    　今、カーネスの姿は布で隠され、口には縄の猿ぐつわが嚙かまされている。移動中、周囲の人々に目撃されたり、カーネスに大声で助けを求めたりされては面倒なため、シェリーが拵こしらえたものだ。何かの拍ひよう子しにカーネスが目覚めても、問題は生しようじない。


    　ただでさえ、シェリーという十代の少女がユニコーンを駆っているだけでも目立つ。仮に、不審に思われ警けい吏りなどに制止されたとしても、強引に振り切るだけの実力は備えているが、そんな雑事に魔力や体力を割さくことはしたくない。


    　これから、シェリーは王都を攻める。


    　王都の中ちゆう枢すう、王族の住まう王宮を破壊するのだ。


    　かつて王宮で結界術師として活動していたシェリーにとって、古巣とも言える地。


    　当然、その警備の手厚さは重々わかっている。


    　王都には治ち安あん維い持じのために軍が常駐しており、有ゆう事じの際は幾いく千せんもの兵が出動するが、これは前座に過ぎず、シェリーにとってたいした障害ではない。


    　問題は、王宮内部。


    　王宮を守るのは少数精鋭の王宮警備隊。彼らはひとりひとりが軍の兵よりも遙はるかに格上だ。大陸最強の剣士ハロルド・ガーティスを筆頭に、伝説的な戦士や魔道師たちが王宮の要所に待ち構えている。


    　かつて、自らもそこに名を連ねていたシェリーとは言え、単独での攻略はまず不可能。


    　協力者が必要になってくる。


    「もう来てますかね？」


    　そう呟つぶやきながら、シェリーはルゴルーの手前で進路を変えた。街道から逸それて、人ひと気けのない岩場に踏み入る。


    　予あらかじめ定めておいた、協力者との合流場所。


    　その岩陰には、すでに人影があった。


    「どうも……、待ってたよ、シェリーさん……」


    　暗い声で呼びかけたのは、岩にもたれて座る少年。


    　しかし、ただの少年ではないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。


    　足を投げ出し、手で胸を押さえている。呼吸は荒く、血走った目を見開きながら、必死に痛みに耐える。


    　衣服はつけていない。全裸である。


    　追い剝はぎにでも遭あって痛めつけられたかのような格好だが、そうではない。彼が戦った相手は戦闘の専門職、竜すらも狩る戦士だ。並の人間では太た刀ち打ちできるはずもない。シェリーはそのことを重々承知しているが、この様ざまは想定外だった。


    「まさか負けたのですか？　アイさんと、双そう剣士さんに」


    　シェリーは目を丸くした。少年の負傷の深さに驚き呆あきれ、責めるような口調で言う。


    「高位竜ともあろう方が、都市を全滅させる力を持った陰いん風ぷう竜さんが、たった人間ふたりに敗やぶれるなんて、まさかそんな……」


    「向こうは、人間、ふたりなんかじゃ、なかったよ……」


    　陰風竜と呼ばれた少年は苦しげに言葉を切りながら答える。


    　少年は人間ではない。竜人形態となり、人間の姿に扮ふんした竜である。


    　陰風竜シェルグーヴ。


    　シェリーは、敵対種族である竜と手を結んでいた。


    　竜に対して親愛の情を持っているわけではないが、利害が一致したので連携を約束したのだった。


    　シェリーは怪け訝げんに思って眉まゆを顰ひそめる。


    「どういうことですか？　アイさんと双剣士さんで、正しよう真しん正しよう銘めいおふたりのはずですが」


    「双剣士のほうは、僕と同じだったよ……。人間じゃなくて、竜人だった……」


    　一瞬、シェリーの脳は理解を拒んだ。慎重にシェルグーヴの言葉を脳内で咀そ嚼しやくし、遅れて驚いた。


    「なっ!?　なんと！　今何と言いましたか!?　それは本当に本当ですか!?」


    　シェリーの二度目の驚きに、シェルグーヴは頷うなずきながら補足する。


    「僕の目の前で変異したよ……。氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルって名乗ってた……。この傷は、氷の剣で貫つらぬかれた……」


    　シェリーは暫しばし呆ぼう然ぜんとする。たった一日とはいえ、シェリーは双剣士フレイクと行動を共にした身。気づけなかったのは不覚だった。


    「地力は僕のほうが上だったけどね……。後ちょっとのところで、向こうの捨て身の攻撃をもらっちゃった……」


    「高位竜同士の戦いなら、致し方ないというところですか」


    　相あい槌づちを打ちながら、戦闘ギルド、グライズのずば抜けた実績を改めて振り返る。


    　卓たく越えつした剣士グレー・グライドと魔ま道どう師サラ・グライドが死去してから丸二年、娘姉し妹まいのノラとアイも優まさるとも劣らない活躍を見せている。血統からして当たり前とも解釈できるが、ふたりは年齢的にまだ発展途上のはず。竜人の助力があったからこそ、竜とここまで戦えたと考えると合が点てんがいく。


    「ところで、シェリーさん……。言わないと伝わらないかな……？　早いところ治ち癒ゆ魔術をお願いしたいんだけど……？」


    「ああ！　失礼しました！　すぐに取りかかります！」


    　シェリーは慌あわてて駆け寄り、手のひらに魔力を集中させた。魔術の発動と同時に手が輝きだす。シェルグーヴの胸に翳かざして、肉体の修復を速める。


    　竜自身にも再生能力があり、四肢がちぎれようとも半日か一日あれば元通りになるが、その時間を悠ゆう長ちように過ごせるほどの余裕はない。彼らは今、追われている。


    「カーネスさんは拉ら致ちできたの……？」


    「ええ。あのユニコーンの背中に括くくりつけてあるのがそうです。今は、私の催眠魔術で眠ってもらっています」


    「便利な魔術があるんだね……」


    「元々は医療用の魔術なんですけどね……。抵抗力のある大人には効ききにくいですが、子どもならすっと眠ってくれますよ？　いい夢を見せてあげておけば、大人おとなしくしてくれます」


    「ふうん、夢の内容までいじれるんだ……。えっと、それはそれとして……」


    　シェルグーヴは脱線話を止める。


    「カーネスさんがいるのに、ウォーフィアがいないということは……？　もしかして、ウォーフィアを犠ぎ牲せいにしてカーネスさんを連れてきた、って感じなの……？」


    「いえ、私がカーネスちゃんを拉致して逃げ、ウォーフィアさんはノラさんと戦うという運びになったのですが……。いつまで経たっても追いついてこないということは、考えたくないですが、ウォーフィアさんも負けた可能性があります」


    「つまり、ノラさんが追いかけてくるわけだ……」


    　予定ではウォーフィアはすぐに合流するはずだったが、あまりにも遅い。戦闘が長引いているのか、あるいは、敗やぶれて死んだかのいずれかだろう。


    「ということは、僕が回復したら、すぐ王おう都とに飛ぶことになるのかな……？　僕の飛行速度なら、まず間違いなく逃げきれるだろうし……」


    「悪くない考えですけど、しかし、シェルグーヴさん、ウォーフィアさんの敵かたきを取りたいとは思わないのですか？」


    「別に……。僕は単に竜りゆう王おう様のご尊そん顔がんを拝おがんでみたいだけだし……」


    　人間や他ほかの動物とは違い、竜同士の仲間意識は薄い。種族としての利益など眼中になく、個体としての利益を優先する。シェリーも予あらかじめわかっていたことではあったが、シェルグーヴの淡泊さを見て改めて実感した。


    「それとも、シェリーさんはウォーフィアがいなくなって悲しいの……？　人間の感情ってそういうものなのかな……？」


    「別に悲しくはありませんが、痛手ではあります。王おう都とを攻めるにあたって使える竜さんがシェルグーヴさんだけというのは、正直に言ってかなり不安ですね」


    「本当に正直だよね、シェリーさんって……。普通、面と向かってそんなことを言う人間はいないと思うよ……」


    「そうですか？」


    「だって……、それって僕に対して『弱い』って言ってるのも同然でしょう……？　あと、『使える竜』っていうのも、かなり上からの物言いだしね……。僕だからよかったけど、他の竜なら怒りでシェリーさんを殺してるかもよ……？」


    「それはどうでしょうかね」


    　急速に、シェリーの視線が冷たくなる。


    　殺気ではないが、棘とげのように尖とがった感情がシェルグーヴに向けられた。


    「数十匹がかりならともかくとしても、単体の竜にやられるような使い手に見えますか？」


    　その言葉に、シェルグーヴは一瞬身震いする。


    　シェリーの全身から膨大な魔力が発され、周囲を威圧し始めた。岩場ごとシェルグーヴを圧殺できるほどの存在感。治ち癒ゆを受けながらも、生きた心地がしない。


    　高位竜ですら、シェリーにとって脅きよう威いにはならない。


    「悪かったよ……。失言だった……」


    　シェルグーヴが謝ると、魔力の奔ほん流りゆうが収まった。


    　シェリーは笑顔になって言う。


    「ご理解いただけて何よりでした！　まあ、話を戻しますけど、あの程度のことで怒ってしまうような頭の悪い竜さんでしたら、そもそもこの計画に乗ることもないでしょうから、どっちにしろ私が危うくなることはありませぬ」


    「逆じゃないかな……。頭がよかったら、むしろ王都を攻めようなんて思わないでしょう……。僕だって、あんまり頭がいいって自覚はないし……。単に、僕たちの祖先に興味があるだけ、変わり者の竜ってだけで……」


    「でも、勝算は大いにあります」


    「でも同時に、かなり不安なんでしょう……？」


    「ですから、やはりウォーフィアさんの様子を探りましょう」


    　シェリーは治ち癒ゆ魔術の発動の手を休めず、シェルグーヴに告げる。


    　いや、命じる。


    「この傷が治ったら別行動です。私は王おう都とに向かいますが、シェルグーヴさんはこの近辺で待ち伏せておいてください。もしウォーフィアさんに会えたら連れてきていただきたく。王都の直前、例の地点でまた落ち合いましょう」


    「面倒だけど、まあ、しょうがないか……。ウォーフィアと役割分担できなくなるほうが面倒そうだし……」


    　シェルグーヴは気けだるい表情のままで了承した。シェリーはそれを受けて付け加える。


    「で、ノラさんを見つけたら、足止めをお願いします。私を追えなくなるように、戦意を挫くじいていただければと」


    「つまり、襲えってことでいいのかな……？」


    「ええ」


    「手加減なし、殺しちゃってもいいんだよね……？　カーネスさんはこっちの手に落ちてるわけだし……」


    　シェルグーヴの視線がシェリーの顔に刺さる。質問というよりは、当然シェリーが頷うなずくものと思っての確認だった。


    　シェリーは目を閉じ、呼吸を整えて答える。


    「もちろんです」


    　ノラに対して、同情はしない。


    　敬意など払わないし、手心も加えない。


    　胸中で自分にそう言い聞かせ、シェリーは再び目を開ける。


    　何の混じり気もない、決意に満ちた眼光がシェルグーヴに向けられた。


    



    　　　＊


    



    　ノラとマッケルガーの一団は、ガルズムを出て東へと駆ける。すでにシェリーが走り去った街道。待ち伏せされる可能性は考慮したが、最速、最短距離で進むことを優先し、迂う回かいはしない。


    　馬車は使わず、七名がそれぞれユニコーンに跨またがっている。先頭はノラとマッケルガー。二列目に魔ま道どう師二名、その後に戦士三名が続く。竜に襲われた場合を想定し、前方から来ようが後方から来ようが、支援役である魔道師を戦士たちが庇かばえる隊形だった。


    「シェリー・モットレイといったか、あの少女」


    　走りながら、マッケルガーがノラに話しかけた。


    「王おう都との結けつ界かいを破ると言っていたが、具体的にはどうするつもりなんだ？」


    「あやふやな推測しかできないが……」


    　ノラは前を向いたまま答える。結界術は有名な魔術ではあるが、使い手が極めて少ないため、ノラにとってもマッケルガーにとっても縁遠い。思いつく攻略法は限られてくる。


    「王都にいる結界術師を全員倒せば、結界は消えるだろうな」


    「ははは！　それは確かにそうだろう！　だがノラ、そんなことを易やす々やすと許すほど、王宮の警備はぬるいと思うか？」


    「わかっている。普通に考えて、結界術師の護衛のために王宮警備隊の最精鋭の戦士が常駐しているだろうし、結界術師たち自身も相当な使い手だろう」


    「シェリー自身が元王宮の結界術師だから、結界術師同士の対決か。一対一の実力は互角かもしれんが、それじゃ到とう底てい足りんよな。王宮の結界術師が何人いるか知らんが、ひとりで全員倒せるとは思えん」


    「厳密には、ひとりではなく、ふたりだがな」


    「？　話が見えん。シェリーは竜を味方につけているという話か？　だが、竜は王宮どころか、そもそも王都に入ることすらできんだろう」


    「カーネスだ」


    　連れ去られたカーネスも結界術の使い手だ。シェリーがわざわざカーネスを拉ら致ちしたところをみると、カーネスが何か重要な役目を担になっているはずだ。


    「ふむ……。だが、あの年齢でまともに魔術を操あやつれるのか？　結界術は扱えるとしても、他ほかの魔術はどうなんだ？」


    「…………」


    　マッケルガーの指摘に、ノラは沈黙する。


    　カーネスは魔術の訓練を受けたことがない。唐とう突とつに才能を発現させて、王都に召集されただけだ。後で王宮警備隊が直じき々じきに英才教育を施ほどこし、その結果としてシェリーと同等の能力を身につける可能性はあるが、現時点では何もできない子どもだ。


    「足手まといにしかならんと、俺は思うがなあ。あとはせいぜい人質になるくらいか」


    「カーネスの命を盾たてにして、どこまでの取引ができるか……」


    　ノラは考えを巡めぐらせるが、無む謀ぼうだという結論に落ち着く。カーネスは確かに貴重な結界術師の卵だろうが、他の結界術師たちはそれ以上に貴重な存在のはずだ。交渉が成り立つとは考えにくい。


    「無茶だな」


    　マッケルガーも同じ意見だった。


    「王都への恨うらみが強すぎて、冷静に考えられなくなっているのかもしれん。竜と手を組んだところを見ても、正気の沙さ汰たではない。いつ自分が食われるか、わかったもんじゃないぞ」


    「……そうなる前に追いつかないとな」


    　ノラは唇を嚙かむ。


    　カーネスを取り戻すのはもちろんのこと、シェリーに対して何か言ってやらなければ気が済まない。


    　竜によって家族を奪われたという共通する過去を持つのに、ノラの憎しみは竜へ、シェリーの憎しみは王おう都とへと向かった。


    　シェリーの生き様ざまは、とても肯定できない。


    　肯定してしまえば、ノラのこれまでの人生が根底から揺らいでしまう。


    　ガルズムではシェリーの剣けん幕まくに押されて何も言えなかったが、今度は気を強く持つ。追いつき、真っ向から対峙し、シェリーの目を覚まさせなくてはならない。


    　が。


    「追いつくより先に、一匹片づけねばならないようだ」


    　最初に気づいたのは、ノラだった。


    　遅れてマッケルガーと部下たちも察知し、左斜め前方、上空を見上げる。


    　天高く舞う竜の姿が、近づいてきていた。

  



  
    


     第二章　魔道師の疑念


    



    　荒野には穴が無数に穿うがたれていた。


    　穴の直径は十メートル近く。巨木の幹をそのまま突き刺したかのような跡が、大地のそこここに深く刻まれている。穴と穴の間隔は最低でも百メートル以上離れているが、位置は不規則で、計画性の欠片かけらもない。深さもまちまちで、数メートルにとどまるものもあれば、数百メートルに達するものもある。


    　夕刻。空の端が赤く染まり始めた。日が刻々と低くなるが、この地には何かの影が映るようなことはない。


    　影を作るような物体は存在しない。


    　聳そびえる木も、都市の外壁も、行き交う馬車も、ここにはない。


    　申し訳程度に生はえている雑草と、そこに集う小型の鳥と虫の姿が辛かろうじて見て取れるのみ。低く唸うなる風の音だけがこの空間を支配する。


    　都市ガルズムの遙はるか南東に位置する、名もなき荒野。


    　街道からも離れたこの土地が拓ひらけているのも、無数の穴があるのも、人の手によるものではない。


    　この地に棲すむ、竜によるものである。


    　地ち殻かく竜グルヴァーダ。


    　世に無数に生息する竜族の中でも、千匹に一匹の力を持つ高位竜。グルヴァーダも高位竜として、人類や他ほかの竜たちとの争いに負けず、この地を自らの縄張りとして手しゆ中ちゆうに収めている。


    　半世紀前にグルヴァーダが現れるまでは、この荒野にも木々が生おい茂っていた。他の大部分の土地と同じように、森林地帯だった。


    　グルヴァーダは森の真ん中の地面に、深く穴を掘って棲み着き、その周辺の栄養分を根こそぎ食らった。地中に棲む小動物や虫を飲み込み、鉱物をかじり、土そのものまで貪むさぼった。食うべきものが足りなくなったと見るや、巣穴を移し、また同じことを繰り返す。この五十年間で木々は死に絶え、荒野は広がり続けている。


    　地殻竜グルヴァーダが、この荒野における絶対の王。


    　極ごく稀まれに、王を排除せんとする勢力もやってくるが、そのいずれも退しりぞけてきた。野心過剰で身の程ほど知らずな中位竜を叩たたき潰つぶした。人類の戦士集団を薙なぎ払い、追い払った。


    　侵入者は、例外なく排除する。


    　だから、今度も同じだ、とグルヴァーダは思った。


    　巣穴の真上の空を、ひとつの影が高々と舞うのが見えた。


    　翼つばさで飛行していたが、鳥ではない。丸い頭部と、細長い四肢を持つ生物。背に生やした翼を動かし、ぎこちなく飛んでいた。軌き道どうはふらついており、ときおり急激に失速しては持ち直している。いつ落下してもおかしくない。飛ぶのが不ふ得え手てなグルヴァーダでさえ、失笑を禁じ得ないほど危うげな飛行だった。


    　身体からだの形状は人間に似ているが、人間には翼つばさは生はえない。


    　あの形状になれる生物は、竜以外にいない。


    　変身能力を発揮し、竜人形態となっている竜。翼だけを部分的に竜形態に戻せば、あの形になる。グルヴァーダ自身も変身できるので、その程度のことは造ぞう作さなく理解できる。もっとも、変身する必要を感じたことは微み塵じんもない。単に、知識として備わっているだけだ。


    　飛行のおぼつかなさから、幼年期の竜だと推測できる。その戦力は、高位竜の前では塵ちりにも等しい。


    　当然、外敵は排除するのみ。


    　グルヴァーダは巣穴から這はい出るために、逞たくましい前脚あしを緩かん慢まんに、しかし力強く動かす。穴の側面に爪つめを突き刺し、自らの巨体を一歩一歩持ち上げていく。


    　数日ぶりに地上に出たグルヴァーダ。砂色の鱗うろこが露あらわになる。体長二十メートルを超える竜の影が大地に伸び、巣穴の跡を数個呑のみ込む。動きの余波で、あたりに土つち埃ぼこりが舞って漂ただよった。


    　グルヴァーダは空に目を向ける。哀れな竜人はぎこちなく翼を動かし続けていたが、ついに力尽きた。失速から立ち直れず、空高くから垂直に落下。柔らかな着地ではなく、顔面から地面に激突した。低い音が響き、竜人の身体は三度ほど跳はねて止まった。


    　うつ伏せで、動かない。身じろぎすらせず倒れている。


    　どうやら、この地を攻めてきたというよりも、迷い込んだというほうが正しいらしい。グルヴァーダが戦う必要すらなかったようだ。落下の衝撃で絶命したか、グルヴァーダは確認のため歩み寄る。


    　大きな影が竜人の身体に覆おおい被かぶさる。竜人形態の竜は、竜形態の竜から見れば小さい。前脚の爪で摘つまんで、握り潰つぶすことも容た易やすい。


    　グルヴァーダは頭の位置を下げて、竜人の身体を観察した。全身を覆うのは竜の鱗ではなく、人間の肌のようだった。手や足の指、長い髪の毛の一本一本まで、人間の形を再現している。ここまで高度な変身が可能なのは、中位以上の竜に限られる。


    　どうやら命はあるようで、荒い呼吸が聞こえてくる。鼻を近づけて匂においをかぐと、新たな事実が判明した。


    「……雌めすか」


    　思わず笑みがこぼれた。雄おすの竜なら殺すか追い払うだけだが、雌となると別の選択肢が浮上する。思し案あんしながら、グルヴァーダは呼びかける。


    「おい、お前、喋しやべれるか？」


    　竜人の身体に爪つま先さきで軽く触れるグルヴァーダ。力を入れすぎないように、慎重に背中を撫なでた。


    　竜人の翼つばさが反応して小さく震えた。やがて、うつ伏せになっていた顔が動く。横を向き、グルヴァーダのほうを向いた。


    「う……ぅ……」


    　掠かすれた微かすかな呻うめき声。案あんの定じよう、雌めすの声だった。


    　グルヴァーダは竜人の顔を見る。若い人間の女を模した顔で、造形は整っているが、それを忘れさせるほどの傷が刻まれていた。


    　両目が血ち塗まみれになっている。


    　傷を負ってから時間が経たっているようで、血は既すでに乾いて変色している。滴したたり落ちた跡が、血の涙となって固まっていた。


    「ここは……、どこかしら？　……追っ手は来ていない？」


    　見えにくそうに目を細めて周囲を気にする竜人。それを見たグルヴァーダは苦笑して尋たずねる。


    「おいおい、どうした？　連れと痴ち話わ喧げん嘩かでもしたか？　ん？」


    　わざとらしく首を傾かしげる。


    　雌の竜人は顔を上げてグルヴァーダを睨にらむ。右目は閉ざされたままだが、傷ついた左目の瞳ひとみが燃えるように輝いて強い敵意を向ける。


    「おお、怖い、怖ぁい」


    　グルヴァーダは余裕をもって応じた。手負いの、しかも雌の竜から凄すごまれたところで、絶対の王が動じるはずがない。


    　はずがないのに。


    　一瞬で、肝きもが冷えた。


    　雌の竜人の手が閃ひらめき、グルヴァーダに迫る。小さかったその左腕が変形し、竜形態の前脚あしになった。身体からだと不釣り合いな巨大化。グルヴァーダが反応する暇ひまもなく、下顎あごに鋭い爪つめが食い込む。


    「ぐっ……!?」


    　尋じん常じようでない握力で摑つかまれ、グルヴァーダの顔が苦痛に歪ゆがむ。振り解ほどくよりも先に竜人がさらに動く。右前脚も竜形態に戻し、グルヴァーダの口こう腔こうに突っ込んだ。すかさず舌を握って力任せに引き出す。


    　グルヴァーダは痛みに我われを忘れた。反射的に手加減抜きで攻撃に移る。幸い、敵は依い然ぜんとして竜人形態。竜の巨体で抗あらがえば圧倒的に有利だ。


    　右前脚を天高く持ち上げ、眼前に振り下ろす。竜人の頭部を真上から砕くはずの一撃。


    　だが、寸前で弾はじかれた。竜人の尻しりから尾が生はえて、グルヴァーダの脚よりも速く鞭むちのように旋せん回かいしていた。同時に、舌を握る力が増す。会話を封じられたグルヴァーダは、言葉にならぬ声で悶もだえる。口の中に痛みと血の味が満ちる。


    　もはや忍耐の限度。グルヴァーダは上体を素早く起こして後脚あしだけで立った。頭部も持ち上がり、竜人が空に引っ張り上げられる。グルヴァーダは頭を激しく動かし、遠心力で竜人を振り落としにかかった。足音で荒野に地響きがこだまする。


    　何度目かの振動で、舌を握る力が消えた。竜人を振り解ほどけたと感じ、グルヴァーダは安あん堵どして動きを止める。竜人がどこに落ちたかを確認しようと地面を見るが、どこにもその姿は見当たらない。


    　死角となった、真上に気配。


    　グルヴァーダが見上げたと同時に、背中に強い衝撃が加わった。背骨にまで響く巨大な質量。立っていられず、グルヴァーダは前脚を地について屈した。


    　竜人は空中に放り出された一瞬で竜形態に変化し、真の姿を顕けん現げんさせていた。


    　高位竜であるグルヴァーダと同格、いや、それ以上の巨体。


    　グルヴァーダは抵抗できない。前脚の爪つめが背中に食い込んでおり、翼つばさを動かすことができない。加えて、呼気がグルヴァーダの頭部にかかっている。少しでも動けば至近距離で息い吹ぶきを放つという、無言の脅きよう迫はく。もはや完全に詰んでいた。


    　最初は、油断していた。


    　なりを見て侮あなどっていた。


    　だが、その認識は大きく間違っていた。


    　今日ここに来たのは迷子ではなく、紛まぎれもなく敵。それも、高位竜であるグルヴァーダを超える力を備えた敵だった。


    「……縄張りなら、くれてやる」


    　グルヴァーダは敗北を認め、縋すがるように言った。竜の機嫌次第では、命が助かるかもしれない。


    　竜は、おかしそうに小さく笑う。


    「縄張り？　そんなもののために戦ってたの、あなた？」


    　呆あきれたのか、哀れんだのか、その声こわ色いろはグルヴァーダを高みから見み下くだしたものだった。


    「私はねえ、こんな小さな土地のために争ったりはしない。もっと大きなものが目の前にあるんだから」


    「……この荒野が小さい、だと？」


    「ええ、それはもう」


    「聞き捨てならん話だ。この荒野よりでかい土地など、どこにある？」


    「この大陸、そのものよ」


    　グルヴァーダの問いに、雌めすの竜は涼しげに言い放った。


    「人類を排除してしまいさえすれば、この大陸全土が我がもの、竜のものになる。それを思えば、どこそこの森や山を奪ったり取り返したりって、馬ば鹿かみたいだと思わない？」


    「おい雌めす、正気か？　人類は無数に生息してるぞ？　お前一匹でどうにかできるとでも思ってんのか？」


    　グルヴァーダは戦いくさを恐れないが、人類の都市を攻めることはほとんどない。人間ひとりひとりは無力だが、群れをなすと高位竜ですら狩れる軍勢となる。


    　だが、高位竜を超える竜も存在する。


    「確かに、私の力にも限りはある。でも、竜りゆう王おう様が復活するとしたら、どう？」


    　竜王。


    　遙はるか昔に人類によって王おう都とに封印された、竜族最大最強の存在。全すべての竜族の祖先で、不ふ老ろう長ちよう寿じゆとされている巨大竜。仮に封印から解かれてその力を振るえば、大陸の形勢は一変するだろう。


    　だが、それは遠い過去のもの、おとぎ話のようなものでしかない。封印されたまま、数百年という永ながきを生き続けていると聞くが、一いつ切さいの行動を封じられている以上、死んでいるも同然。そんなものに頼るなど、どうかしているとしか言いようがない。


    　第一、高位竜の力をもってしても、王都を攻略するのは不可能だ。戦闘力をいくら磨こうが、何匹がかりで挑いどもうが、外壁に触れることすら叶かなわない。


    「雌よ、お前は王都の対竜結けつ界かいを知ってて言ってるのか？」


    「もちろんよ。結界を排除する手だてはできてるわ」


    　さらりと、常識外のことを述べる雌の竜。


    「話を聞いてくれないかしら？　あなたに協力してもらいたいの。手始めに、ここがどこなのかを教えなさい。ご覧のとおり、今の私は目があまり見えないから」


    　視界不良という枷かせを負いながらグルヴァーダに圧勝したこの竜の名は、劫ごう火か竜ウォーフィア。


    　彼女は王都を目指していた。


    



    　　　＊


    



    　竜を見上げて、ノラは最初、劫火竜ウォーフィアが戻ってきたのかと思ったが、そうではなかった。鱗うろこの色や全身の大きさが明らかに違う。遠くからであろうと、両親の敵かたきを見誤ることはない。


    　となれば、ウォーフィアの仲間の竜だろうか。陰いん風ぷう竜シェルグーヴの存在に関しては、マッケルガーやウォーフィアから聞いていたが、しかし、その線でもない。高位竜よりも一回り以上小さな体格で、おそらくは中位竜だ。


    　ウォーフィアが低位や中位の竜を手下に加えることがあるのを、ノラはよく知っていた。二年前、ウォーフィアは二十匹の竜を引き連れてノラたちの街を襲ったし、数日前は酸竜、毒竜、雷竜の三匹がウォーフィアの意に従ってカーネスを奪いにきた。


    　またしても、中位竜を手て懐なずけたのか。


    　あるいは、ウォーフィアとは無関係の竜なのかもしれないが、ノラはそれを探るつもりはない。進行の妨さまたげになるのは同じことだ。


    「どちらにしろ、竜は一匹残らず殺す……」


    　間合いの遙はるか外、遠い空に向けて殺気を放ちながら呟つぶやく。


    　だが、その殺気は横合いからマッケルガーに遮さえぎられた。


    「おい、ノラ・グライド。威勢がいいのは結構だが、今、お前がすべきことは本当にそれか？」


    　マッケルガーの問いかけに、ノラは空を睨にらんだまま即答する。


    「竜を倒す。邪魔者を排除する。何ら間違っていないと思うが？」


    「違うだろう。お前はシェリーを追うのだろう？」


    「だから、そのためにも戦わなければ……」


    「戦闘は俺たちのギルドが引き受けると言っているんだ」


    　マッケルガーの強い語調に引っ張られ、ノラはようやく隣を見た。


    　不敵な笑みを浮かべる、歴戦の拳けん闘とう士。


    　竜の出現に対して微み塵じんの動揺も見せない、頼もしい表情がそこにはあった。


    「こんなところで無む為いに時間を費やすわけにもいくまい。ノラはさっさと先に行け」


    「いいのか？　私のために、そんな……」


    「お前のためではないぞ。人類のためだ」


    　マッケルガーは力強く告げる。


    「それに、ガルズムのためでもある。あれがウォーフィアの一味かどうだか知らないが、仮に無関係の竜だったら、このままいくとガルズムに着いてしまう。みすみす見み逃のがすわけにはいかん。街を守るのは俺の仕事だ」


    「……痛み入る」


    「何、すぐに追いつく。中位竜一匹程度、俺たち六人がかりで臨めば、すぐに片づくからな」


    　マッケルガーは部下に合図し、ユニコーンの速度を落とさせた。自らも減速し、竜を待ち構える。


    　ノラは単独で前に出て駆ける。竜が飛行の軌き道どうを変える様子はない。ノラを狙ねらっているわけではなく、都市ガルズムに向けてまっすぐ進んでいるようだった。


    「ウォーフィアの配下ではなかったか……」


    　ひとり呟いて、ノラは道を急ぐ。


    



    　ノラの後ろ姿を見送って、マッケルガーは改めて空を仰ぎ見た。


    　目を細めて竜の姿を凝ぎよう視しする。鱗うろこが陽光を照り返して、鈍にぶく輝いたのが見えた。


    「やはり中位竜で、属性は……金属系か？」


    「鉄竜と思われます、ボス」


    　部下の魔ま道どう師のひとり、キャルレが進言した。


    　二十代半なかばの、細い眼め鏡がねをかけた女性。地味なローブを身に纏まとい、飾り気は少ない。硬い表情をマッケルガーに向けているが、竜との戦闘を前に緊張したり動揺したり、あるいは感情が高ぶったりしているわけではない。感情表現が乏しく、常に表情が変わらないのがキャルレの特徴だった。


    　キャルレは魔力を自らの眼鏡に通かよわせた。視力を強化し、敵をより詳細に分析していく。


    「全長は約十三・六メートル。一般的な中位竜の範はん疇ちゆう内ですが、属性が金属ですから重量は重いと考えられます。通常より大きな浮力を得る必要があり、案あんの定じよう、翼つばさの長さと幅は平均を一割程度上回っています。眼球運動や呼吸は正常で、心身健康。四肢は前後ともに右のほうが僅わずかに発達しており、おそらく右利きき。右前脚あしの爪つめ付近の鱗うろこに細かな傷が見て取れますが、表面が擦こすれた程度のごく浅いものですから、わざわざ付け入るべき隙すきとは言えません。戦闘によって生じたものではなく、捕食時についたものと考えるのが」


    「あー、了解。要するに『普通の鉄竜』ということでいいな？」


    　マッケルガーは拳こぶしに装そう甲こうを装着しながら、報告を遮さえぎった。


    「大たい過かありません、ボス」


    　キャルレは無表情で応じる。


    　マッケルガーは日頃から、キャルレのきめ細やかな報告に助けられつつも、その細かさにいささか面倒さも感じていた。戦闘のための必要最低限の情報さえ頭に入れば、それでいい。キャルレの情報は必要以上だった。内容を端たん的てきにまとめるように何度か指導したが、なかなか是ぜ正せいされない。


    　だが、話の長さに目をつぶりさえすれば、キャルレは参さん謀ぼうとしても魔道師としてもガルズム随ずい一いちの存在だった。


    「鉄竜ということさえわかればいい。戦術はあれでいく」


    　マッケルガーは五人の部下全員に伝達する。


    「鉄竜の接近を待ってから、ゼタとボンドとケリーは空中に展開！　クーゼンは三人を援護！　キャルレは雷狐グロムクスを連続召しよう喚かんしながらここで俺と待機！　以上！」


    「了解！」


    　全員が声を上げて応じて空を睨にらんだ。すでにユニコーンから降りており、武器も整えて臨りん戦せん態勢をとる。


    　鉄竜は悠ゆう然ぜんと空を泳ぎ、彼らの真上を素通りしようとしていた。ノラにも、マッケルガーたちにも目をくれない。旅行者や行商人を襲うつもりは最初からなく、目的はあくまで都市ガルズムのようだ。


    　壊かい滅めつ状態にある、ガルズムを支配しにいくつもりか。


    「今だ！」


    「おう！」


    　マッケルガーの合図とともに、槍そう術じゆつ士のゼタ、剣士のボンドとケリーが膝ひざを撓たわめ、跳躍した。同時に重力操作グラベトリーブを発動。自身にかかる重力を軽減し、身長の数倍の高さまで舞う。鉄竜のいる高さにまでは到とう底てい及ばないが、彼らの足場となる召しよう喚かん獣を、魔ま道どう師クーゼンが召喚する。


    「絶対に奴やつを通すな！　一刻も早く片づけてノラを追うぞ！」


    　マッケルガーの声が空に響く。


    



    　　　＊


    



    　氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルは雲の上を飛行する。


    　竜人形態ではなく、竜本来の姿を解放しての移動。巨大な翼つばさを水平に広げ、力強く空を搔かく。氷白色の鱗うろこが日の光を受けて煌きらめいた。


    　雲は切れ切れにしか存在しないが、できる限り雲が多いところを選んで飛ぶ。下から人間に目撃されて要いらぬ混乱を招かないようにするための配慮だ。


    　上には、ただ深く蒼あおい空と太陽だけがある。


    「頭痛は収まったか？」
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    　ゴーヴェドルはアイに尋たずねた。アイはゴーヴェドルの頭の真後ろ、首に跨またがっている。風をできる限り避けるために姿勢を低く保つが、それでもなお避けきれない。被かぶっていたフードはいとも簡単にめくれてしまい、長い髪は激しく靡なびいていた。


    「……何とかね」


    　アイは左手で頭を押さえながら答えた。右手は手た綱づなから離さない。


    「それにしても、フレイクさんは凄すごいね。これだけ気圧が変わっても平気だなんて」


    「まあ、そりゃあ、竜だから」


    　ゴーヴェドルは言葉に申し訳なさを滲にじませる。


    「人間の感覚器官のことを考えてなくて、悪かった」


    「ううん。私もうっかりしてた」


    　顚てん末まつは単純だ。遅れを取り戻すべく、ゴーヴェドルはかなりの速度で上空に到達して東を目指したが、耐性のないアイの身体からだには大きな負担になった。そのことに気づいて慌あわてて高度を落とし、アイの回復を待った。その後、アイの感覚を徐々に慣らしながら雲の上に戻ったのだった。


    「高いね……」


    　アイは下を見て、感慨深げに呟つぶやく。


    　雲の切れ間に陸が見え隠れしている。雄大な森の木々が、粒りゆう子しのように小さく見える。深い緑色が細い線で区切られており、そこが街道なのだと目星がつく。人や馬や馬車の姿は見えない。そこに何かがいるのかどうかも判断できない。目を凝こらしたところで、この高さからでは何もかもが一緒くただ。


    「フレイクさんって、こんな景色をずっと見てたんだね……。竜だった頃は」


    「今も昔も竜だけど、そうだな。俺の住すみ処かは山の上だったから」


    　ゴーヴェドルは過去を思い返す。


    　低温の気候を好む氷属性の竜にとって、高山はいい根ね城じろだった。巣穴で寝起きし、外に這はい出て万年雪を踏みしめ、山林で獣けものを狩り、時折、思い出したように麓ふもとを眺めた。


    　平原に広がる、人間の都市が見えた。外壁の中に、微細な建物が立ち並んでいた。蟻ありの歩みのように、馬車らしきものが出入りするのが目に入った。ひとりひとりの姿は見えなかったが、中ではそれこそ無数の人間が密集して暮らしていた。


    　関わることはないと思っていた。近づけば争いになるので、ずっと遠くから眺めるだけだった。


    　こうして人間を乗せて飛ぶことになるとは、思っていなかった。


    　四日前にノラを乗せたのが初めてで、今日は二度目だった。


    「アイはもしかして、この標高から景色を眺めるのは初めてか？」


    「うん。だから正直に言うと、ちょっと怖い」


    「……何でだ？」


    「ん？」


    「いや、何が怖いのか、俺にはちょっとわからないんだけど」


    「あ、そっかー。フレイクさんは怖くないんだ、この高さ」


    　アイは納得したようだが、ゴーヴェドルには実感が湧わかない。


    「高いのが怖いのか？」


    「フレイクさん。人間はね、こういうところに来ると、落ちるかもしれないって思うものなのよ」


    「……ああ」


    　ゴーヴェドルもようやく理解した。


    　人間には翼つばさがないのだ。空を飛ぶことなどできない。


    　重力操作グラベトリーブの魔術を扱い空中に留とどまれる人間もいるにはいるが、アイは扱えないし、仮に扱えたとしても、それは飛行ではない。つい先日も、ノラが重力操作グラベトリーブを発動中によそ見をして、高所から落下したところだ。


    「わかってるはずなのに、すっかり抜け落ちてた。自分が飛んじまうと、飛べるのが当たり前と思っちまって」


    　自己嫌けん悪おとともに呟つぶやく。


    　二年も一緒に暮らしていたのに。


    　いや。


    　二年しか一緒に暮らしていない、と言うべきなのだろうか。


    　ふと、今朝見た夢が甦よみがえってくる。


    



    　──どんなに頑張ったって、あなたには彼女を守れないのに。


    　──だって、大きさも強さも違いすぎるもの。


    



    　気を配らないと、あの夢が現実になりかねない。


    　人間は竜とは違う。


    　小さく、軽く、強きよう靱じんな鱗うろこを持たず、高熱や冷気に耐えられず、息い吹ぶきを吐けず、爪つめや牙きばが未発達で、自力では飛べず、気圧の些さ細さいな変化で失調する。


    　ちょっとした不注意で、人は死んでしまう。


    「でも、フレイクさん、気にしないで速度出していいからね？　私は手た綱づなを放さないし、万一落ちたとしても、落下中に召しよう喚かん呪じゆ文もんで何とかするから」


    「おいおい、俺が助けるに決まってるだろ。空中でアイを拾うくらいのことはできる」


    「そお？　フレイクさんって鈍感だから、私が落ちても気づかないんじゃないかって思うんだけど」


    「う……、いや、絶対に気づく！　絶対に！」


    「あはは。じゃあ、頼りにしとく」


    　アイはいたずらっぽく笑う。


    　余裕のある場面ではないはずなのに、笑う。


    　その気丈さを見て取って、ゴーヴェドルは翼つばさにより強く力を込めた。


    



    　　　＊


    



    　鉄竜の巨体が、空から地に降り立った。


    　いや、地に降り立たざるを得なかった。


    　槍そう術じゆつ士ゼタと剣士ボンドとケリーの攻撃により、鉄竜の両翼よくは破壊されていた。右翼にはゼタの連続突きの跡が残り、貫通しているものだけで五か所の傷がある。左翼は数こそ少ないが、付け根付近に切れ込みが生じている。ボンドの斬ざん撃げきによる裂傷。左翼はその傷の部分からだらりと垂たれており、力が通っていない。翼として機能しないどころか、鉄竜にとってお荷物になっていた。


    　翼以外の箇所はほとんど無傷。鉄竜の鱗うろこの強度からして剣や槍やりで傷をつけるのは至し難なんの業わざだった。しかし、それはマッケルガーたちの作戦どおりでもある。ケリーが素早く動いて鉄竜を攪かく乱らんし、その隙すきにゼタとボンドは翼を集中的に攻撃した。まずは竜の動きを止めて地上戦に持ち込むという算段で、理に適かなっている。


    　無数に飛び交う召しよう喚かん獣を足場にして、空中を駆けながら戦った三人の戦士。彼らもすでに着地していたが、今は遙はるか遠く後こう衛えいに退しりぞいている。魔ま道どう師クーゼンによる治療を受け、空中戦の最中に負った傷を癒いやす。


    　前ぜん衛えいはマッケルガー。中ちゆう衛えいには魔道師キャルレが立ち、前衛を支援する。マッケルガーの指示どおり、すでに十五匹の雷狐グロムクスを召喚しており、今なお追加召喚のために呪じゆ文もんを唱え続けている。


    「しかし、あれだけの高さから落下しておいてほとんど無傷とは、やるなあ、鉄竜よ」


    　マッケルガーが鷹おう揚ように呼びかけた。鉄竜から二十メートルほど距離をおいて対たい峙じ。お互い、直接の打撃が届く間合いではない。


    「俺は拳けん闘とう士マッケルガーだ。お前さんを葬ほうむり去る前に、名を聞いておこう」


    「はあ？」


    　鉄竜が鼻で笑う。視線がマッケルガーに刺さる。


    「俺を地面に引きずり込んだのが、そんなに嬉うれしいか？　調子に乗っちゃってるのか？　ああ？　この程度で粋いきがって偉そうな口利きいちゃってまあ、おめでたい頭だなあ、拳闘士さんよお？」


    　見上げる高さから投げ落とされる言葉。人間としてはずば抜けて大きいマッケルガーの体格も、竜から見れば大差はない。物理的にも精神的にも、鉄竜は見み下くだしている。


    「俺は急いでるんだが？　さっさと行かねえと他ほかの竜に先を越されちまうんだが？　お前ら、俺の翼つばさに何傷つけてくれてんの？」


    「そうか、急いでたのか」


    　マッケルガーは鉄竜の口振りから推測を働かせた。やはり、鉄竜の目的は都市ガルズム。壊かい滅めつの[image: ]うわさを聞きつけて飛来してきたのだ。劫ごう火か竜と陰いん風ぷう竜が去ったため、近辺はどの竜の縄張りにもなっていない。そこにつけ込もうとしているようだ。


    　血けつ気き盛んな鉄竜の苛いら立だちを、しかしマッケルガーは受け流す。


    「気が合うなあ。実は俺たちも急いでいるんだ」


    「ああ？　お前何言ってんの？　訳わかんねえんだが？　お前らの方が喧けん嘩かふっかけてきたんだが？　お互い急いでるんなら、何事もなくすれ違えば済む話なんだが？」


    「いや、そうはいかんな」


    　マッケルガーは腰を僅わずかに落として構えた。


    　力を溜ためて、告げる。


    「俺たちは、お前を倒すのを急いでいるんでな！」


    　マッケルガーは駆け出した。巨体に似合わず風を切り、迅じん速そくに間合いを詰める。突きの予備動作のために、装そう甲こうに包まれた右の拳こぶしを引いた。


    　鉄竜は委い細さい構わない。左前脚あしを街道に突き刺し、思い切り跳はね上げた。爪つめが石いし畳だたみを破壊して、無数のつぶてが空中に舞う。マッケルガーの上下左右、どこへ跳んでも回避不能の個数と速度だった。


    　マッケルガーは逃げず、また、防御姿勢もとらなかった。


    　ただ、まっすぐに右拳を繰り出し、つぶてを殴なぐる。


    「ぬうううん！」


    　風が唸うなった。マッケルガーの渾こん身しんの一撃により、正面のつぶてが消え去る。拳に弾はじかれ、あるいは風圧に押され、すべてが跳ね返された。鉄竜は片目をつぶり、降りかかる破片を避ける。


    　マッケルガーは止まらない。軽く跳躍し、鉄竜の振り終えた左前脚の関節に着地。そのまま駆け上がり、鉄竜の肩のところで身体からだを捻ひねった。


    　再び、右拳を引き、


    「拳骨拡張エライトーン！」


    　魔術を発動させた。一瞬にして拳の装甲が巨大化。マッケルガー自身の体格に匹ひつ敵てきする金かな槌づちとなり、そのまま繰り出された。鉄竜の頭部とも同程度の大きさの凶器。左側頭部に激突し、金属音が響く。衝撃をまともに受けて、鉄竜の顔が完全に右を向いた。


    　反作用でマッケルガーの身体からだは宙に浮く。鉄竜はそこに狙ねらいを定める。すぐさま頭を戻してマッケルガーに向け、息を吸い込んだ。


    　竜の息い吹ぶきを発射する前触れ。


    　鉄竜の息吹は沸ふつ騰とうして液体になった鉄だ。超高熱で発される鉄は、自らの身体も少々蝕むしばむが、人体を確実に焼き尽くす。


    「迂う闊かつだったなあ、拳けん闘とう士！」


    　鉄竜は勝利宣言とともに息吹を吐き出そうとしたが、それは叶かなわなかった。驚きによる硬直。宙に浮いたはずのマッケルガーの姿が消失していた。


    　マッケルガーは重力操作グラベトリーブで自らの重みを増して、落下速度を上げて早々に着地。すぐさま重力と装そう甲こうの質量を戻して、鉄竜の死角となる後脚あしのほうへ走っていた。


    　鉄竜は尾で打ち払おうとするが、再び身体が動かない。今度は驚きではなく、電撃による硬直。マッケルガーに注意を向けている間に、雷狐グロムクスが周囲を取り囲んでいた。狐きつねの尾から細い雷かみなりが射出され、鱗うろこに通電する。


    「うざいんだが！」


    　鉄竜が荒れる。真正面にいた雷狐グロムクスに嚙かみつき、後脚で別の雷狐グロムクスを踏みつけた。命を散らした雷狐グロムクスたちは光の粒へと還元されて、召しよう喚かんされる前にいた異世界へと還かえっていく。


    　マッケルガーに回り込まれて苦戦する鉄竜だが、ここで方針を転換する。先に、魔ま道どう師キャルレを倒す。キャルレを生かしておいては、雷狐グロムクスが際限なく出現して煩はん雑ざつになるためだ。


    　痺しびれが抜けて前方に突撃せんとする鉄竜。轟とどろく足音に負けないように、マッケルガーが声を張り上げる。


    「おい、おい、おおい！　お前の相手はこっちだぞお!?」


    「ああん？　知ったこっちゃないんだが？」


    　鉄竜は見向きもせずに答えて歩ほを進めようとしたが、またしても誤算。思うように動けない。


    「な……、なんだあ!?」


    　後脚がもつれている。痺れは消えているはずなのに、力が入らない。右後脚と左後脚が、何者かに接着されたように離れなくなっていた。


    　それに気を取られていたところに、再びマッケルガーの打撃が加わる。


    　マッケルガーは鉄竜の背中に飛び乗り、思い切り助走をつけて頭部へと向かった。首のところで踏み切って跳躍し、鉄てつ槌ついを後頭部に叩たたき込んだ。


    　鉄竜は痛みに耐えた。他ほかの中位竜であれば、この打撃で首の骨が折れていたかもしれないが、鉄の鱗の強度であれば持ちこたえられる。


    　だが、反撃のために前脚を動かす頃には、すでにマッケルガーはその場を離れている。かわりに、鉄竜の頭部に雷狐グロムクスが飛びかかる。狐の尾が撫なでたところに、軽い痺れが再び発生する。


    「ざけんな！」


    　鉄竜は頭の動きだけで雷狐グロムクスを振り払い、地面に叩たたき落とす。


    　その間に、マッケルガーはキャルレのところに戻っていた。雷狐グロムクスの群れがふたりの周囲を守る。


    　鉄竜は憤ふん怒ぬの表情でがなり立てる。思考は完全に沸ふつ騰とうしていた。


    「お前ら、もうただじゃ済まさん！　この俺をここまで虚こ仮けにした人間に生きている資格なんかねえ！　今すぐお前らを……」


    「おい、鉄竜よ」


    　マッケルガーが涼しげに遮さえぎる。その表情には余裕の笑みさえ浮かんでいる。雷狐グロムクスの尾の後ろに隠れるように屈かがんでいる。


    「お前の後脚あしが絡からまっている理由を知りたくないか？」


    「ああん!?　どうでもいいんだが!?　痺しびれはいずれ消えるからなあ！　言っとくがお前の拳こぶしなんざたいして怖くもねえ！　覚悟してやがれ！」


    　冷静さを失った鉄竜だったが、自分の言葉の不自然さには気づいていた。痺れではないことは自分でも理解している。雷竜の雷撃ならばともかく、小さな雷狐グロムクス程度の攻撃で長時間痺れが抜けないわけがない。だが、それ以外の理由を思いつけなかった。


    　そして、思いつく前に戦闘は終わる。


    「ならば教える必要もなし、と」


    　マッケルガーは右拳を前に突き出していた。その拳は雷狐グロムクスの尾の中に突っ込まれている。装そう甲こうが毛に覆おおわれて帯電していた。逆の手からはすでに装甲が外され、素す手でになっている。


    　時機を見計らい、マッケルガーは叫ぶ。


    「拳骨拡張エライトーン！」


    　同時に、装甲の肘ひじにある留め具を外した。


    　装甲は勢いよく射出された。マッケルガーの腕から抜けて、一直線に鉄竜に向かう。まるで弓きゆう術じゆつ士の矢のような速度で、巨大な金かな槌づちが飛ひ翔しようする。


    　唐とう突とつな飛び道具に、鉄竜は意表を突かれた。息い吹ぶきで打ち落とすのは間に合いそうもない。回避しようとして、とっさに首を捩ねじった。


    　が。


    「な──曲がっ──」


    　金槌は意思を持ったかのように飛ぶ。鉄竜の頭部を正確に追つい尾びして、顎あごの下を打ち抜いた。勢いがついた一撃は、マッケルガー自身の突きよりも遙はるかに重い。竜の顔が上を仰ぎ、同時に硬い破は砕さい音が鳴った。首の骨はあっけなく折れ、神経も切断された。


    　いかに鱗うろこが強きよう靱じんであろうとも、内部にあるのは肉と骨。一定以上の力を加えれば折れる。


    　鉄竜フェルヴビスは、名乗ることなく絶命した。


    　巨体から力が失われ、その場に崩れ落ちた。轟ごう音おんがあたりに響き、地面を軽く震わせる。


    　マッケルガーの部下たちが歓声を上げた。拳を突き上げて喜ぶ。


    　空中戦で三人が軽傷を負った以外に損害はない。完勝だった。


    「みんな、よく頑張った！」


    　晴れやかな表情で部下を労ねぎらうマッケルガー。小走りに鉄竜のほうに駆けていき、射出した装そう甲こうを回収に向かう。


    　それについていくキャルレ。ひとりだけ表情を変えずに、マッケルガーに声をかける。


    「前から気になっていたのですが、ボス」


    「ん？　何だ、キャルレ？」


    「この戦術を使っていてなお、拳けん闘とう士と名乗っていいのでしょうか？」


    　鉄竜の後脚あしがもつれたこと。


    　マッケルガーの装甲が飛ひ翔しようしたこと。


    　そのいずれもが雷狐グロムクスの能力によるものである。


    　雷狐グロムクスの尾は、触れた部分に極細の繊せん維いを残していく。繊維の一本一本が帯電しており、本体から離れても数時間の間、電気を発し続ける。決して、竜を痺しびれさせるほどの強さではないが、鉄竜が相手であればそれで十分だった。


    　キャルレの指示で動いた雷狐グロムクスたちは、鉄竜の身体からだに繊維を纏まとわせた。


    　金属の身体を持つ鉄竜。適切な方向に電流を流せば、その鱗うろこは磁力を帯びることになる。


    　片方の後脚を磁石にするだけで、逆側の脚が磁力によって吸い寄せられ、歩くことすら困難になった。


    　マッケルガーの装甲にも同様に磁力を帯びさせた。こちらは鉄竜よりも強力な磁力。たっぷりと時間をかけて磁力を強め、最大に達したところで解き放った。同じく磁力を帯びていた鉄竜の身体に引き寄せられる。回避したところで、磁力を消さない限り逃げきれない。


    　金属系の竜を効率よく倒すために、マッケルガーが多用する得意戦術だった。


    　竜を倒した今もなお磁力は生きているが、繊維を切断すれば磁力は失われるため、装甲も回収できる。


    「この戦術は分類上どう呼称すべきかわかりませんが、投とう石せき手しゆあたりになるのでしょうか。いずれにせよ、拳闘士のものではないと愚ぐ考こうしますが」


    「いいんだよ。俺は拳闘士だ」


    　マッケルガーは平然と嘯うそぶく。


    「拳闘士と名乗って、そう振る舞っていれば、敵は拳こぶしだけを警戒するだろう？　別の攻撃で意表を突けば、効果は高まる」


    　マッケルガーは蹴けり技も投げ技も関節技も修練している。常用しないというだけで、剣や槍やりや斧おのだって扱えないわけではない。


    「万能戦士と名乗るのは、さすがに俺も抵抗があるしな。わざわざ正直に申告する必要もあるまい」


    「その……、戦術の幅広さを市民に周知すれば、ボスの評価も高まるのではないかと思うのですが」


    「周知したら、竜にも情報が漏もれてしまう。警戒されて作戦が通用しなくなっては困る。わかってくれるかな、キャルレ。俺のことを考えてくれるのはありがたいが、俺にとっては名声なんかよりも、竜を倒すことのほうが大事なんだ」


    　拳けん闘とう士は鉄竜の死体の前で語る。


    　高位竜に惨ざん敗ぱいした記憶も新しい今、マッケルガーの勝利への渇かつ望ぼうは強い。


    　あんな屈くつ辱じよくを二度と味わわないためなら、何でもする。


    　日頃から噓うそをつき続け、自分の技を誇れなくなるくらいのことは、安い代償だった。


    　キャルレはしばらくマッケルガーを見つめてから「理解しました」と小さく応じた。表情こそ変わらなかったが、納得した様子だった。


    



    　　　＊


    



    　ノラはシェリーを発見できずにいた。


    　マッケルガーたちと別れて単独行を始めて以降、街道沿いにいくつかの宿しゆく駅えきがあったので、管理人や宿泊者に聞き込みを行おこなった。ユニコーンに乗った少女が立ち寄らなかったか。あるいは、通り過ぎなかったか。もしも万が一、滞在しているようなことがあれば、そこで取り押さえることもできると考えていた。


    　だが、シェリーは当然、対策を講こうじていた。


    　シェリーはどの宿駅にも立ち寄ることもなく通過し、途中からは街道から外れて道なき道を進んでいた。最初の宿駅でこそ辛かろうじて目撃情報が得られたが、それ以降、シェリーとカーネスを見た者はいなかった。


    　都市ルゴルーまで数時間の道のりを残したところ。夕暮れ時になって、聞き込みの最中にマッケルガーたちが追いついてきた。


    「鉄竜はたいしたことなかったよ」


    　マッケルガーは笑顔で報告したが、心の底から喜んでいたわけではなかった。シェリーの行方をつかめなかったノラの表情は沈痛で、とても喜べる雰囲気ではない。


    　日が落ちて、あたりを暗くら闇やみが覆おおう。


    　こうなっては、これ以上進むことはできない。王おう都とに近づいてきているとはいえ、街道に照明が整備されているわけではない。何も見えない闇の中を馬で進むのは自殺行為だ。転倒の危険が極めて高い上に、夜行性の獣けものの餌え食じきになる可能性も高まる。さらに言えば、仮にシェリーに近づいたところで、見えないのでは気づくことさえできないかもしれない。


    「ここに泊まるしかあるまい」


    　なおも強引に進もうとしたノラだったが、マッケルガーの言葉に渋々従った。


    　追跡の熱意は、明日に持ち越す。


    　食事と入浴を終えて部屋に入る。女性であるノラとキャルレは相部屋になった。


    　ノラは自分の故郷、都市コーグスにてマッケルガーの[image: ]うわさは耳にしていたが、その部下に関してはほとんど知識がなかった。キャルレの名前を聞くのも今日が初めてのことで、当然、初対面だ。


    　自分よりも年上で、おそらく二十代半ば。眼め鏡がねをかけていて知的な印象を与える女性だった。表情があまり変化せず、口数も少ない。


    　ともすれば無ぶ愛あい想そうにも感じられたが、今のノラにとってはありがたかった。カーネスを奪われたこと、シェリーを追い切れなかったことでノラの気持ちは沈んでいたが、あまり気き遣づかわれるとかえって息苦しい。身内であるアイからなら話は別だが、初対面の他人から優しさを向けられると、ノラは申し訳なく感じてしまう。


    　ノラはシェリーたちの話題を避けて話しかける。


    「昼間のこと、改めて礼を言いたい。マッケルガーは楽だったと言ってくれたが、あれが方ほう便べんだというのは私にもわかる」


    「いえ、お気遣いなく。私たちはほとんど無傷でしたから」


    　キャルレは無表情のまま答える。


    「ボスにとっても私にとっても、楽な戦いでした。昨日の二匹の高位竜に比べれば」


    　二匹の高位竜。


    　都市ガルズムを蹂じゆう躙りんした、劫ごう火か竜と陰いん風ぷう竜のことだ。


    「そうか……。考えてみれば、あなたも、それに、他ほかの戦士たちもみんな、昨日の襲撃を潜くぐり抜けてきたわけか……」


    「ええ」


    「その……、心しん中ちゆうお察しする。そして、重ねて礼を言いたい。街が大変な状況にある中で、こうして力を貸してもらえて……」


    「街があんなことになったのは、私たちの力不足のせいです。それについて、ノラさんが罪悪感を抱いだく必要はないように思し料りようします」


    「…………」


    　言いたいことを呑のみ込むノラ。二年前、ウォーフィアに敗やぶれたノラの両親も、力不足だったということになるのだろうか。


    「それに、力を貸すという意味では、ノラさんのご尽力こそ称たたえられるべきかと。本来、王宮警備隊が果たすべきだった仕事を、進んで引き継がれたとか」


    「結局、失敗してしまったわけだがな」


    　ノラは自じ嘲ちよう気味に言う。


    　こうなった以上、ノラが事態を回復するのは不可能。これからすべきなのはカーネスの奪還ではなく、王宮への報告だ。カーネスを奪われたことと、敵の数や能力を王宮に速やかに知らせなければならない。身を隠したシェリーを少人数で捜すのは困難で、王宮警備隊や常駐軍を動員せざるを得ないだろう。


    「王宮が全力を尽くせばすぐに発見できるのだろうが、それまでにカーネスの身に危険がないかどうかが心配だな……」


    「ずいぶんと王宮の力を買われているのですね、ノラさんは」


    「ん？　どういう意味だ？」


    「いえ、王宮の力をもってしても発見できない、ということもあり得るかと」


    「それはないだろう。だって、ハロルド様が署名された任務だぞ？」


    　王宮警備隊隊長、ハロルド・ガーティス。


    　名門ガーティス家の出身。精鋭たちを指揮する立場にあり、また、個人としても大陸が誇る最高の剣士である。竜討とう伐ばつの戦歴は群ぐんを抜いており、大陸じゅうの戦士たちの尊敬を一身に集める存在だ。ノラも例外ではなく、戦士として強い憧あこがれを抱いだいている。


    「当初の護衛任務は理由あって少人数だったが、この事態ならば多数の兵が動員されるに違いない。ハロルド様が的確に指揮すれば、すぐに発見できるはずだ」


    「ハロルド・ガーティス閣かつ下かの能力には疑問を持ちませんが、閣下の指揮が存分に発揮されるかどうかは不明です。個人的な意見になりますが、私は王宮のことをそれほど信頼していません」


    「なぜだ？　特に問題があるようには思えないが……。王おう都とが混乱したとか、大陸の統治で失策があったとか、そんな話は聞いたことがないが、何かあるのか？」


    「王宮内部の権力争いが激化しているという話を頻ひん繁ぱんに耳にしています」


    　キャルレの指摘に、ノラはきょとんとする。


    　そんな話は初耳だった。


    「ノラさんの街は遠方ですから、[image: ]うわさが届いていないのかもしれませんが、王宮内部ではよくあることのようです。王族への不ふ敬けいや反逆はさすがにありませんが、貴族の家系同士での政争ですね。ガーティス家も含めて、彼らの足の引っ張りあいは日にち常じよう茶さ飯はん事じだと聞きます。一族の者を昇進させるために、他ほかの家の者の醜しゆう聞ぶんを吹ふい聴ちようするであるとか、酷ひどいときには暗殺まであるとか」


    「そんな……」


    「ハロルド・ガーティス閣下ご自身も、警備隊隊長に就任する前に暗殺者に狙ねらわれたそうです。幸い未遂に終わりましたが、ガーティス家と敵対する一族の仕し業わざでしょうね。自分の家系から警備隊隊長を輩はい出しゆつしようという野心。誰も大っぴらには言いませんが、王宮内部はその種の醜みにくい争いに満ちています」


    　キャルレはつまらなさそうに言い終えた。ノラは呆あきれて溜ため息いきを吐つく。


    「人類同士で争っているだなんて……。それも、王宮内部でだと……？」


    　ノラが戦士として相手にするのは、ほとんどが竜。極ごく稀まれに人間と戦うこともあるが、それは盗賊などの罪人を取り押さえる場合に限る。いずれも、市民に害なす者を排除するという意味を持つ。


    　王宮には、それとは別種の戦いが存在していた。


    　ノラがこれまで考えもしなかった、諍いさかい。


    　金銭や地位を名誉を求めるのが悪いというわけではない。多くの戦士は自分の腕を磨き、竜を撃退することによってそれらを手にしている。ノラだってその中の一員として文句を言うつもりはない。


    　だが、同どう胞ほうを殺してまで、地位を欲しがるのは論外だ。


    「有力な戦士たちを陥おとしいれ、あまつさえ殺すだなんて、王宮の、人類の力が弱まるだけじゃないか……！」


    「ノラさんの仰おつしゃるとおりです。だからこそ、私は危き惧ぐしています。王宮が今回のような有ゆう事じに、どこまで対応できるのか」


    　いかにハロルドが的確に指揮をとったとしても、部下の戦士たちがそのとおりに動くとは限らない。ハロルドを追い落とすために、あえて反抗するような者もいるかもしれない。


    「しかし、結けつ界かい術師の身柄が懸かかってるんだ。そんな足の引っ張り合いで結界術師を失ったら、彼ら自身が困るじゃないか」


    「ええ。まったくそのとおりなのですが、それを弁わきまえていない者もいるということです。断定はできません」


    「……キャルレ、あなたは王おう都とに何か恨うらみでも？」


    　キャルレの表情は移ろわないが、言葉からは容易に感情が読み取れた。


    　王都を蔑さげすむような物言いに気づかないほど、ノラは鈍感ではない。


    　ノラの指摘を受け、キャルレは頷うなずく。


    「王宮の大陸統治がもっと的確だったなら、ガルズムはあんなことにならなかったはずです」


    　キャルレは珍しく唇を嚙かんだ。


    「王宮警備隊の戦士たちは、全員が王宮内部の警備に当たっています。結界があって竜が現れず、盗ぬすっ人ともほとんど侵入しない王宮内部にいるのです。彼らは念のため、万が一のためにそこにいるだけに過ぎません。彼らのような優秀な戦士たちが私たちの街に何人かいるだけで、昨夜の戦闘の結果は違ったものになったはずです。あんな惨さん状じようは避けられたかもしれない。そう思うと悔しいのです」


    　地方都市には、有力な戦士が少ない。前提条件として、訓練の環境に恵まれ、上質な武器を入手できる裕福な都市でないと、そもそも戦士は育ちにくい。


    　また、仮に育ったとしても、実力と名声が高まれば、王宮がそれを聞きつけて招しよう聘へいしてしまう。戦士たちは豊かな生活を求めて、王おう都とに移り住んでしまうのだ。


    　人材の一極集中。


    　結けつ界かい術師が各地から集められるのと同様に、戦士たちもまた王都に集つどう。


    　その結果、他の都市の防衛戦力は慢性的に不足している。


    「……気を悪くされてしまったら、すみません。就寝しましょう。明日も早いことですし」


    　キャルレは唐とう突とつに話を打ち切った。


    　引き止める余裕などなかった。


    　自分の町や村を守りたい、そのために王の治世に物言いをつけたいというキャルレの姿勢は、シェリーのものとよく似ているという事実に、否いや応おうなく気づいてしまった。


    　キャルレとシェリーの違いは、ただ、我慢できたかどうかの差でしかない。


    　キャルレは自分を抑え、シェリーは実力行使に走った。


    　一歩間違えれば、キャルレだって、シェリーと同じように反逆を企たくらんでいたかもしれない。


    　シェリーに追いついたときに、本当に戦えるだろうか。


    　王都を守るために、シェリーをためらいなく斬きることができるだろうか。


    　ノラの心の一角に不安が広がっていた。

  



  
    


     第三章　最後の鉄槌


    



    　都市ルゴルーの西に位置する岩場にて、シェルグーヴは待ち続けていた。竜人形態を維持して、岩壁にもたれて座っている。


    　すでに日は落ちており、空は黒い。雲の切れ間から辛かろうじて月明かりと星明かりが得られ、周囲がぼんやりと確認できる。夜風の唸うなりの中に虫の声が混じって聞こえてくる。


    　ウォーフィアは来なかった。


    　ノラ・グライドも来なかった。


    　日中は街道に貼はり付くようにして人々の往来を見ていたが、ノラの姿はなかった。ノラの人相を伝聞でしか知らないシェルグーヴではあったが、見落としたという可能性はない。大半はルゴルーからガルズムに救援物資を運ぶ馬車のようで、逆方向の動きはほとんどなかった。ガルズムの住民はもっと手近なところに避難したか、あるいは救命作業のために留とどまったのだろう。ノラが他ほかの馬車などに紛まぎれて移動するのは不可能だ。


    　夜の闇やみが広がってからは、誰も通らない。


    　この時刻になっても現れないということは、ウォーフィアは敗北したのだろう。思わしくない事態ではあったが、シェルグーヴはその事実を淡々と受け入れる。同じく高位竜である自らが危うく死にかけたのだ。ウォーフィアが同様の目に遭あったとしても驚かない。


    　おそらくは明日の日中、ノラがやってくるだろう。


    　ノラを蹴け散ちらす役目がシェルグーヴに回ってきた。


    「面倒だなあ……」


    　本心から呟つぶやく。


    　戦闘における実力には自信を持っているが、ウォーフィアを倒した剣士が相手となると、その自信も揺らぐ。


    　姿を晒さらして堂々と挑いどむのは危険だ。


    　高位竜が人間相手にこんなことを考えるのは情けないと自分でも思うが、策を講こうじ、隙すきを突き、一撃でケリをつけるべきだ。


    　有う無むを言わさぬ先制攻撃で、ノラの命を絶つ。


    「ふう……」


    　溜ため息いきをひとつ吐つく。


    　竜人形態のままだが、少し力を入れた息。新しい風が夜風をかき消して吹き、風圧が遠くの岩壁まで届いた。竜形態になって放てば、同格の竜の巨体をも吹き飛ばす威力の息い吹ぶきとなる。これを出会い頭がしらに、至近距離で浴びせるのが手っとり早いだろう。


    　そう思っていたところに、


    「おい、お前」


    　聞き覚えのない男の声。


    　上から声をかけられたので、反射的に見上げた。


    　シェルグーヴがもたれている岩壁の上から、覗のぞき込む人影があった。


    　どうしてこんなところに人間がいるのだろう、と不思議に思った。返事に困り、様子を見る。


    　人影がまた口を開いた。


    「その溜ため息いき。お前、陰いん風ぷう竜シェルグーヴだな？」


    　的確に名を言い当てられた。竜人形態で、人間と見分けのつかない姿をしているのに、正体がばれている。


    「溜息で言い当てられると、微妙な気分になるね……」


    「何か言ったか？」


    「いや、別に……。そう、僕はシェルグーヴだけど、君は……？」


    　もしかすると、昨日滅ぼしたガルズムやナリスタンの住人かもしれない。復ふく讐しゆうにでもきたのかと勘ぐったが、それは的まと外れだった。


    「地ち殻かく竜グルヴァーダだ。ウォーフィアという雌めすの竜から頼みを受けて、お前のことを捜していた」


    「……へえ。ウォーフィアの奴やつ、僕以外にも竜を仲間にしてたんだね……。全然知らなかったや……」


    「いや、俺はついさっき声をかけられたばかりなんだがな」


    「あっ、そうなんだ……。あれ……？　じゃあ、まだ生きてるってこと……？」


    「そのことだが」


    　グルヴァーダは改まった口調で言う。


    「ウォーフィアから伝言を預かってきた」


    「……それはそれは、ご苦労様です」


    「ウォーフィアは予定どおり、都市ガルズムで人間の戦士たちと交戦した。シェリーがカーネスを奪って逃げたところまでは順調だったが、ウォーフィア自身は戦闘で目に傷を負ったため撤てつ退たいした。人間の戦士たちは健在と思われる。その後、シェリーが無事かどうかは不明、とのことだ」


    「ああ、シェリーさんには僕が今日会ったから、大丈夫……。そっか、なるほど、負けたけど死ななかったわけだね、納得した……」


    　シェルグーヴは小さく頷うなずく。


    「でもさ、生きてるなら自分もこっちに来ればいいのにと思うけど……。わざわざ君みたいな代役を立てなくても……」


    「ウォーフィアは、まずは視力回復に努めるらしいぞ？　今の状態で合流しても、戦力にならないという判断のようだ」


    「あ、そう……。それなら仕方ないか……。ウォーフィアも災難だなあ……。ちょっと同情しとく……。でも、視力回復ねえ……？　どうするつもりなのか具体的に想像がつかないや……」


    「手始めに近辺にいる魔ま道どう師を騙だますか脅おどすかするとか言ってたな。一応、見えにくいだけで、まったく見えないわけではないらしいから、その辺の魔道師を捕まえるくらいなら、できなくもないだろ」


    「視神経を治せるほど有力な魔道師なんて、そう簡単に見つかるかなあ……」


    　シェルグーヴは疑問を呈した。彼が知る中で最高の魔道師はシェリーだが、おそらくはシェリーでも不可能だ。シェリーのように万能の人材ではなく、治ち癒ゆ魔術に特化して極めた人材が必要だろう。


    「ま、期待するだけしておくとして、今後のことを考えなきゃ……」


    　シェリーとの打ち合わせでは、ウォーフィアが来たら一緒にシェリーのところへ向かう、ノラが来たら足止めをする、という取り決めしかしていなかった。そのどちらでもない場合があり得るなど、考えていなかったのだ。


    「待つべきか、シェリーさんのところに行くべきか……。うーん、でもシェリーさんが今の話を聞いたら、ウォーフィア抜きで王おう都とを攻め始める可能性が高いか……。面倒だなあ……」


    　シェルグーヴは再びぼやく。王都侵攻にあたって、シェルグーヴに求められる役割が増えることを憂ゆう慮りよしての嘆きだった。


    　対照的に、グルヴァーダは肩を震わせた。低い、押し殺した声で笑う。


    「ふふ……、面倒、か」


    「何がおかしいの……？」


    「いや、王都を破壊しよう、そして竜りゆう王おうを復活させようだなんていう途と轍てつもない企たくらみのことを、面倒と表現するところがな。できて当たり前の雑事のように言うもんだから、思わず笑ってしまった」


    「実際に王宮に攻め込むのは、シェリーさんとかに任せるんだけどね……。僕らは王都には入れないから、外で囮おとりになる予定……。僕ら二匹で暴れるつもりだったんだけど、ウォーフィアがいなくなると、王宮の警戒の目が僕だけに向くことになるからねえ……。それはちょっと面倒だな、って意味で言ったんだ……」


    「それでも、王都の兵力は地方都市の比ではあるまい」


    　そう言うと、グルヴァーダは軽く踏み切って、岩壁から飛び降りた。膝ひざを曲げてシェルグーヴの隣に着地。背中を丸めてしゃがみ、横からシェルグーヴの顔を覗のぞき込む。


    「場合によっては、大陸最強のハロルド・ガーティスと戦う羽目になるかもしれんわけだが、その覚悟はあるのか？」


    「高位竜二匹で臨めば大丈夫と思ってたんだけどね……。あ、もしかして、君がウォーフィアの代わりになってくれたりするの？」


    「まさか。俺がそんな殊しゆ勝しような奴やつに見えるか？」


    「だよねえ……」


    　シェルグーヴと違い、グルヴァーダは竜りゆう王おう復活を心の底から信じているわけでも、望んでいるわけでもなさそうだ。ウォーフィアのことを気き遣づかっているのも言葉だけで、心底からの態度ではない。何か、別の意図を感じる。


    　シェルグーヴは遠慮なく疑念の目を向ける。


    「……君の思おも惑わくが見えないなあ」


    「そう訝いぶかしむな。わかった。俺の望みを言おう」


    　グルヴァーダは受け流すように笑った。


    「ウォーフィアの話では、都市ガルズムでの戦闘で、剣士ノラ・グライドと拳けん闘とう士マッケルガーが結けつ託たくしたらしい。ウォーフィアはこのふたりの連係攻撃を受けて敗やぶれた。俺はこいつらが一緒になってシェリーを追う可能性が高いと踏んだ」


    「……だから？」


    「マッケルガーの奴とは、ちょっとした因いん縁ねんがあってな。だから、お前はシェリーのところに行けばいい。この場は俺が引き受ける」


    　唇に、残忍な笑みが刻まれる。


    「マッケルガーは、俺が叩たたき潰つぶす」


    



    　　　＊


    



    　翌朝一番に、ノラたちは宿しゆく駅えきを出発した。


    　森ではなく、平原地帯を走る街道。天気は昨日までとうって変わり、空は灰色の雲で覆おおい尽くされているが、まだ雨が降っていないのが救いだった。


    　当然、豪雨だろうと強風だろうと、どんな荒天でも進む所存ではあるが、雨が降れば馬速が落ちるのは避けられない。条件がいいうちに進めるだけ進もうという思いで、ノラはユニコーンを急がせる。昨日と同じ隊形、先頭をノラとマッケルガーが並走する。


    「しかし、雨が降るなら、一昨日降ってほしかったもんだ」


    　馬上のマッケルガーが空を見てぼやく。一瞬、ノラはその言葉の意味を摑つかみ損ねたが、少し考えたら思い当たった。


    　都市ガルズムが襲われた日。ウォーフィアの火炎が街に広がっていくのを、マッケルガーは止めることができなかった。


    　雨が降っていれば、犠ぎ牲せいは抑えられたかもしれない。


    　ノラは「そうだな」と返し、付け加える。


    「二年前にも、降っていてほしかった」


    「ああ……」


    　ウォーフィアに故郷を破壊されたのは、ノラもマッケルガーも同じだった。


    「ところで、ノラ。二年前のことを聞いてもいいか？　触れてほしくない話題であれば遠慮するが」


    「大丈夫だ。答えられるものは答えよう」


    「二年前は、ノラも戦ったのか？」


    「……いや。私は、逃げただけだ。剣士として訓練は受けていたが、父や母は戦わせてくれなかった。中途半端な戦力は足手まといということだったんだろうな」


    「正直、今のお前を見ていると信じられんがな。あと一歩でウォーフィアを倒せるところまで来たんだ。たいした成長ぶりじゃないか」


    「あの日から猛烈に鍛たん錬れんを重ねたし、年齢的に成長期でもあったしな。でも、まだまだだよ。まだ父には到とう底てい及ばない。昨日はウォーフィアの油断と、あなたの助けがあったからこその勝利だった」


    「よせよ。大したことはしていない」


    「謙けん遜そんしなくていい。あなたは自分の力を誇っていい。その資格はあるはずだ」


    「それは、俺がウォーフィアとシェルグーヴを討とう伐ばつできてからにするよ」


    　ノラはマッケルガーを見た。巨漢の横顔は精せい悍かんで、目には決意の光が宿っていた。


    「しかし、成長期。そうだよな、成長期なんだよな」


    「……何か？」


    「いや、こうして話していると、年齢のことをすっかり忘れてしまう。お前と俺、年齢差は親子と言ってもおかしくないくらいだろう？」


    「私の態度が大きいのが気に入らないか？」


    「それは構わんよ。ただ、お前を見て眩まぶしく思った。末すえ恐ろしいと思った。それだけのことだ」


    「そう持ち上げられると、照れくさいな……」


    　ノラはほんの少し俯うつむく。自分よりも格上だと思っていた、名高い拳けん闘とう士マッケルガーからここまでの言葉を貰もらうと面おも映はゆい。


    「だが、マッケルガー。今回、あなたと私は仲間同士だが、競争相手でもあることを忘れないでいただきたい」


    「わかってるよ。同じ標的、ウォーフィアを狙ねらう者同士ということだろう？」


    「私は、あなたよりも二年も早くから、その思いを抱いだいて生きてきた。誰かがウォーフィアを倒すなら、それは人類にとって幸福な出来事だと思うが、できればその役は私が担にないたい。私がウォーフィアに止とどめを刺しても、悪く思うなよ？」


    「言うじゃないか。まあ、気持ちはよくわかる。俺も、ウォーフィア以外にも何匹かそういう相手がいるからな。お互い、恨うらみっこなしだ」


    　ノラとマッケルガーは目を合わせ、不敵に微笑ほほえんだ。


    　まだ出会って丸一日経たったかどうかという程度なのに、ノラは不思議な共感を覚えていた。戦う者同士、また、剣と拳こぶしという違いはあれど、同程度まで極めた者同士として、連帯意識を持っていた。


    　だが、その視線の交換は数秒で終わる。


    「ボス、前方を」


    　すぐ後ろを走る、魔ま道どう師キャルレが言葉を差し挟はさんできた。


    「何だ、キャルレ」


    　マッケルガーとノラが反応して前を向く。


    　向いた途端に、息を呑のんだ。


    　遙はるか数百メートル先に、異変が生じていた。


    　草原の草が徐々に薄くなり、岩場へと変へん貌ぼうしていく狭はざ間まの地帯。緩ゆるやかな下りの勾こう配ばいで、先々まで見通せる。


    　その街道上に岩石が落ちていた。


    　遠目なので小さく見えるが、しかし、街道の端から端を塞ふさいでなお有り余る大きさ。岩場から数十人がかりで運ばれてきたかのような巨大さの、薄い黄おう土ど色の岩だった。


    　その周辺に、人が倒れている。


    　見える範囲だけで、五人ほど。


    　礼儀正しく横になっているのではなく、仰あお向むけであったりうつ伏せであったり、姿勢はばらばらで統一感はない。


    　ただ、全員がおそらく絶命しているという点は共通している。


    　血の色が街道に散っている。首や腕や足があり得ない方向に曲がっている者もいる。武器が転がっているところを見ると、おそらく全員が戦士だったのだろう。


    　だが、敗北したのだ。


    　マッケルガーは手た綱づなを操あやつり、ユニコーンの足を止めさせた。


    　ノラも、またマッケルガーの部下たちもそれに倣ならう。


    　全員がユニコーンから降りて街道に立ち尽くした。


    　曇どん天てんの下もと、眼前の風景に呆あきれ返り、苛いら立だちを露あらわにする。


    「マッケルガー」


    　ノラは隣にいるマッケルガーに声をかける。状況から目を離さないまま、つっけんどんな口調だった。


    「何だ、ノラ」


    「私はこの道を通るのは初めてなんだが、あなたはどうなんだ？」


    「俺はガルズム在住だ。当然、この道は何度も通っていてよく知っている」


    「では、あれは何だ？　この街道ではああいう現象は普通なのか？　惨さん状じようの原因は、あの岩のように見えるのだが？」


    「ノラ、よく見ろ。あれは岩ではない」


    　マッケルガーが指を差す。


    　言われてノラが観察すると、岩石から四肢と尾が生はえているのが見てとれた。紛まぎれもなく竜の脚あしと尾の形。


    「あれは、竜だ。地ち殻かく竜グルヴァーダだ」


    「知っている竜なのか？」


    　ノラの質問には、マッケルガーではなくキャルレが応じた。


    「私たちのギルドと五年前に一度、交戦した竜です。その際はグルヴァーダの本来の住すみ処か、荒野が舞台でした。グルヴァーダの行動範囲はその荒野と周辺に限られていたはずで、なぜ今現在このように街道に現れたかは不明です。縄張りを広げるための動きの一環なのか、本格的に移り住むつもりなのか、あるいは今回の結けつ界かい術師の件に絡からんでいるのか、グルヴァーダ自身から聞き出すのが賢明でしょう」


    　無表情のまま説明が続く。


    「五年前の戦闘時に私が計測したところ、全長二十二・六メートルでした。高位竜です。地殻竜と名乗っているのですが、属性の分類は難しいところでして、金属系と土系の中間というのが的確と思われます」


    「複合属性か」


    「おそらくは、両親の竜の属性を受け継いだのでしょう。鱗うろこの表面は土系に近く、砂や土に似た色をしています。他ほかの竜と比べて決して硬いわけではなく、むしろ軟らかいくらいですが、柔軟性を持っていて衝撃を受け止める仕組みになっています。ボスが殴おう打だで幾いく度どとなく打撃を与えましたが、あまり有効ではありませんでした」


    「相性が悪かったな、俺とグルヴァーダとでは」


    　マッケルガーがキャルレの分析を認めた。


    「一方、刀剣や槍やりによる攻撃は一応は刺さりますが、鱗は分厚く、多層構造になっています。内側に金属や岩石の層があるようでして、そこで食い止められます。ここにいるゼタたちも含めて、剣士、槍そう術じゆつ士、重じゆう斧ふ士が合計七人いましたが、半日かけてもグルヴァーダから出血させることは遂にできませんでした」


    「全体で何人で挑いどんだんだ？」


    「後方支援も含めて二十名でした。三名が犠ぎ牲せいになっています」


    　二十名のうち死者三名。高位竜が相手ということを考えれば上出来なのかもしれないが、マッケルガーの指揮下でも死者を出さざるを得ないという点に、ノラはやりきれない思いを抱いだく。


    「彼らの武器を戦闘後に確認したところ、激しく損傷していました。付着していた金属片は主に鋼はがね。竜りゆう鋼こう製の武器と硬度は互角ですが、質量の差でグルヴァーダが優位に立つことになります」


    「となれば、鱗うろこのないところ、眼球や口こう腔こう内部を狙ねらうしかないか……」


    「当然、五年前にそれも試みましたが、グルヴァーダの防御をかい潜くぐることはできませんでした」


    「でも、やるしかない」


    　ノラは決然と言い放ったが、マッケルガーは頭を搔かく。


    「大きく迂う回かいするという手もあると思うが……」


    「しかし、向こうもすでにこちらを認識しているようですよ、ボス」


    　キャルレは視力を強化して、グルヴァーダの眼球運動まで分析して告げた。地に伏すようにして背中を丸めているが、横目で確実にマッケルガーたちの姿を捉とらえている。


    「おそらく、グルヴァーダも五年前のことは覚えているでしょう。ボスとの再戦を望んでいるのではないかと。こちらが迂回すれば、追跡してくる可能性が高いです」


    「確かに、好戦的な竜だったな……」


    　マッケルガーは息を吐はいて、決断する。


    「昨日と同じでいいな、ノラ・グライド？　俺たちが奴やつの気を引くから、お前はその隙すきに走れ」


    「いや、今回は私も戦わざるを得ないだろう。昨日、あなたたちに竜を任せたのは、中位竜だったからだ。今回は高位竜だし、五年前のことを考えると勝算も薄い」


    「だが、お前、任務は……!?」


    　マッケルガーが言いかけたとき、グルヴァーダが起き上がった。


    　痺しびれを切らせたか、首を掲かかげて四肢を伸ばし、その巨体を誇示した。周囲に吹き上がる膨大な粉ふん塵じん。視界が急に悪くなる。


    　砂すな煙けむりの中を、一歩、また一歩と近づいてくる。飛行が苦手なグルヴァーダが、自分の脚あしで着実に前進し、足音を轟とどろかせる。


    「ガルズムでの戦闘でもそうだったが、あなたはいつも自分を捨て石にしたがる」


    　ノラは自じ嘲ちよう気味に笑う。


    「ようやく、私の妹の気持ちがわかった気がするよ。私もよく無茶をやらかして妹に叱しかられるのだが、なるほど道理だ。命を投げ出されても、嬉うれしくはない。申し訳なく思うだけだ。そんな重い気持ちを背負っていては、走れない」


    「合理的な選択とは思えんぞ？」


    「捨て石志望のあなたに言われたくはない」


    　ノラは即座に言い返す。


    「問題はない。奴を瞬殺すれば、何も問題はない」


    「……半日かかって引き分けに終わった俺の立場がなくなるな」


    　マッケルガーは、もはや強く反対しない。


    　グルヴァーダが接近しており、議論の猶ゆう予よはなくなっていた。


    



    　マッケルガーの指示で、ボンドとケリーの剣士ふたりが先陣を切って左右に展開した。草原の斜面を迅じん速そくに駆け下りていく。


    　迫るグルヴァーダを挟きよう撃げきする位置関係。巨体の真横に差し掛かった瞬間、息を合わせてふたり同時に跳躍した。まず狙ねらうのは、やはりグルヴァーダの背中の上、翼つばさだ。いかに飛行が苦手な個体とはいえ、翼を見み逃のがしてやる理由はない。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　水平に振りかぶった長剣が膨張。両者とも、自身の身長に匹ひつ敵てきする長さにまで剣を巨大化させて斬きりかかる。


    　縦方向の斬ざん撃げきではないため重力操作グラベトリーブによる威力増大効果は薄いが、それでも遠心力によって勢いは十分。風を伴ともなって閃ひらめく。


    　狙いどおりグルヴァーダの翼を捉とらえたが、鈍にぶい音とともに弾はじかれた。ボンドもケリーも攻撃を受けたわけではないのに、衝撃で体勢を崩しながらの着地になった。


    　翼は鱗うろこではなく膜になっており、竜の身体からだのうち最も脆もろい箇所のひとつだが、その翼でさえ鋼はがねの強度を誇る。高位竜たる所以ゆえんだった。


    　ふたりは刀身の質量を戻し、身軽になって反撃に備えるが、グルヴァーダはボンドとケリーには目もくれない。防御も回避も反撃さえも必要ないとばかりに、前進を続けていく。


    「やっぱり来てたか、マッケルガー。嬉うれしいぜ」


    　声が届く距離になって、グルヴァーダは速度を緩ゆるめ、マッケルガーに親しげに呼びかける。


    「あのときは世話になったなあ」


    「ふん。ボンドとケリーには挨あい拶さつなしか。彼らも当時参戦していたんだが」


    「お前が一番手て応ごたえがあったからな。あと、そっちのちっこいのがノラ・グライドか？　聞いたぜ？　ウォーフィアに押し勝ったんだってなあ。ガキみたいななりをしているくせに、侮あなどれないもんだ」


    　ノラが怒りで目を見開く。気迫を漲みなぎらせて告げる。


    「貴様……！　ちっこいのとか、ガキみたいとか、二度と言うんじゃない……！」


    「落ち着け、ノラ。それよりも重要なことがあるだろうが」


    　マッケルガーは窘なだめつつ言った。


    「昨日の鉄竜と違って、こいつはウォーフィアの話に乗ってきたようだ」


    「……なるほど」


    　指摘を受けて、ノラは状況に思いを巡めぐらせる。


    　さきほど話に出た、マッケルガーを囮おとりにしてノラが抜け出る作戦は、グルヴァーダには通用しない。ウォーフィアから指示を受けているのであれば、ノラを優先的に追跡するはずだ。


    「ならばやはり、瞬殺するしかあるまい！」


    　ノラの声を合図にしたかのように、ボンドとケリーが再発進。今度は翼つばさではなく、グルヴァーダの足あし下もと、全身の体重を支える後脚あしを狙ねらいにいく。


    　当然、後脚は多層構造の鱗うろこと発達した筋肉に守られており、切断は望むべくもない。


    　彼らの狙いはグルヴァーダの爪つめ。地面を踏みしめている爪つま先さきだった。少しでも損傷を与え、機動力を殺そぐ算段だ。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　巨大化させた剣を大上段から叩たたきつける一撃。


    　爪は剣と大地に挟はさまれ巨大な圧力に晒さらされたが、しかし無傷。硬質な音を響かせて斬ざん撃げきを防ぎきっていた。ふたりの剣士の両腕に痺しびれが走る。


    　竜の爪は鱗と違って、多層構造になっていない。翼と同じく、竜が損傷しやすい部位なのだが、ここも通用しない。


    　グルヴァーダは足下の剣士の姿を一いち瞥べつ。鼻で笑いながら告げる。


    「確かお前たち、前回も同じことやっただろ？　前に通用しなかったものが、どうして今通用すると思ったんだ？　無理なものは無理に決まってるだろ？」


    　それは、ボンドとケリーの五年間の成長を完全否定する言葉だった。剣士として経験を積み、マッケルガーの指揮で多くの中位竜を葬ほうむってきたふたり。刀身拡張エライトーンと重力操作グラベトリーブにも磨きをかけてきたつもりだったが、高位竜相手には遙はるか及ばない。


    「雑ざ魚こは死んでおけ！」


    　グルヴァーダは左後脚を持ち上げ、ケリーを踏みつけにかかる。ケリーは慌あわてて剣の質量を戻し、後方に跳躍。一瞬遅れて、グルヴァーダの脚が荒々しく踏み下ろされた。


    　低い音が響き、脚は草原にめり込む。


    　何の工夫もない踏みつけ攻撃だが、竜の体重があればそれだけで脅きよう威い。いかに装そう甲こうが頑丈だろうと、装甲ごと全身が破壊されてしまう。


    　続いて右後脚がボンドに向けて蹴けり出されるが、すでにボンドは間合いの外に退避していた。ボンドに届いたのは風圧だけだが、質量の巨大さに背せ筋すじが冷える。


    　グルヴァーダが後方に気を取られている隙すきに、他ほかの戦士たちも始動していた。


    　槍そう術じゆつ士のゼタが特攻。依い然ぜん、地についたままのグルヴァーダの前脚に向かって駆け、連撃を放つ。


    「穂先拡張エライトーン！」


    　ゼタの槍やりの先端が、竜の左前脚の足首に向かって伸びる。速度の乗った一撃目の刺し突とつ。ゼタは足を止めて二撃目、三撃目と次々に繰り出した。目にも留まらぬ連続の突き。金属音が間断なく鳴る。


    　槍やりは鱗うろこの金属の層に阻はばまれ、貫通はしない。しかし、確実に鱗の表面を削り、痛みを蓄積していく。


    「で？　それがどうした？」


    　グルヴァーダは逆の脚あし、右前脚をおもむろに持ち上げていく。ゼタに気づかれないように、左前脚ではなく、右前脚を静かに動かし振りかぶった。このまま虫を払うように叩たたくだけで、槍そう術じゆつ士ゼタは一瞬で肉にく塊かいと化すだろう。


    　五年前も、同様にして戦士がひとり葬ほうむられた。その光景が忠実になぞられていく。


    　だが、マッケルガーはそれを狙ねらっていた。


    「その動きは読んでいた！」


    　マッケルガーが高々と跳躍した。重力操作グラベトリーブで、巨体に似合わず軽やかに滞たい空くう。十メートルの高さまで跳び、掲かかげられたグルヴァーダの前脚に両手で組みついた。


    　大きく実った果実のように、マッケルガーはしっかりと前脚を摑つかみ、木にぶら下がるような体勢をとった。


    　すかさず、重力操作グラベトリーブで自分にかかる重力を増す。


    「何!?」


    　グルヴァーダの意思に反し、前脚はゼタのほうではなく、真下に振り下ろされた。マッケルガーの重みに負け、引っ張られたのだ。


    　着地するまでの僅わずかな時間で、マッケルガーは身体からだを捻ひねった。


    「おおおおおお！」


    　背負い投げへの移行。


    　人間が竜の巨体を投げ飛ばすという偉業は、普通の戦士には不可能だ。自分を遙はるかに上回る重量のものを動かすためには、重力操作グラベトリーブで自分の重みを何十倍、何百倍にも増し、落下速度も高めなければならない。関門はふたつあり、重力操作グラベトリーブをその水準まで極めることがひとつ。もうひとつは、落下の衝撃に耐えることだ。魔術と肉体、どちらが欠けても、この大技は成立しない。


    　だが、マッケルガーは双方を満たし、これまで幾いく度どとなくやってのけている。都市ガルズムを襲った低位や中位の竜は、背中から地面に打ちつけられ、自分の体重に負けて全身の骨を折って絶命した。


    　高位竜を投げたことはない。五年前は、このグルヴァーダの猛威を前にして試すことすらできなかった。キャルレの分析で、当時のマッケルガーの力量ではグルヴァーダの体重を持ち上げられないと出たからだ。


    　今、マッケルガーはキャルレの分析を聞くことなしに勝負に打って出た。失敗すれば間違いなく反撃を喰くらうことになるが、早期に決着させるための、一いちか八ばちかの賭かけだ。


    　この五年で進化した実力を、ぶっつけ本番で試す。


    　轟ごう音おんとともに着地し、その勢いのまま投げる！


    「ぐぅっ……！」


    　苦く悶もんの声を上げたのは、マッケルガーとグルヴァーダで同時だった。


    　マッケルガーは両足から着地して、その衝撃にも姿勢を揺るがすことはなかったが、グルヴァーダの巨体は持ち上がらない。前脚あしを引っ張ることはできても、全身は城壁のように堅固に立ったままだ。


    　代わりに、音が響いた。


    　何かが軋きしんだような音。


    　何かが砕け、弾はじけ飛んだような音。


    　グルヴァーダが痛そうに目を細めた。


    　脚が引っ張られたことで、鱗うろこが損傷したか、骨が折れたか外れたか。


    　マッケルガーは、思う。


    　高位竜を相手に、十分な戦果かもしれないと思う。


    　マッケルガーの身体からだから力が抜けた。着地時に耐えた痛みと、竜を投げようとして酷こく使しした筋肉の疲れが、全身を蝕むしばむ。


    「こんな大技があったとはな……。褒ほめておこう、マッケルガーよ。だが、残念ながらお前の負けだ！」


    　グルヴァーダは当然、マッケルガーを叩たたき潰つぶしにかかる。


    　右前脚は使えなくなったが、左前脚は生きている。素早く閃ひらめかせ、回避が遅れていた槍そう術じゆつ士のゼタを打ち払った。ゼタは槍やりを盾たてにして受けたが、後方に吹き飛ばされる。背中を強く打ちつけ、高く弾はずんだ。


    　左前脚はそのままの勢いで円運動し、マッケルガーの身体に爪つめが迫る。


    　一瞬の出来事だが、マッケルガーの視界には緩かん慢まんに映る。


    　脳内で、紙芝しば居いのように処理されていく。


    　動けないまま、死を覚悟したが、


    「出いでよ！　岩石兵カーザ・アスカー！」


    　魔ま道どう師の声が割り込んだ。


    　グルヴァーダの脚の軌き道どう上に召しよう喚かん陣が出現。地面に複雑な文もん様ようの光こう輪りんが描かれ、そこから岩石の柱がせり出した。


    　竜には及ばないが、体長十メートル近い巨体の岩石兵カーザ・アスカーだ。マッケルガーを守る壁となって立ちはだかる。


    　部下のクーゼンとキャルレが、ふたりがかりで召喚呪じゆ文もんを完成させていた。


    「邪魔をするな！」


    　グルヴァーダが苛いら立だちを込めて叫ぶ。


    　当然、地力はグルヴァーダのほうが圧倒的に上。竜の一撃を正面から受け、岩石兵カーザ・アスカーの全身にひび割れが走ったが、しかし、岩石兵カーザ・アスカーはグルヴァーダの脚あしを受け止めていた。


    　マッケルガーが逃げるまでの、時間稼ぎ。


    　そして、


    「死んで詫わびろ、ウォーフィアに与くみしたことを！」


    　ノラが跳ぶ踏み台として機能する。


    　垂直に近い岩石兵カーザ・アスカーの身体からだを、階段でも上るかのように駆け上がり、頭頂部で踏み切って跳躍。グルヴァーダの顔面めがけて跳んだ。グルヴァーダの両前脚は封じられている。頭を守るものは何もない。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　剣の切っ先を上げ、巨大化させた。その大きさは同じ剣士であるボンドやケリーのものを遙はるかに上回る。三メートルを優ゆうに超える長さにまで達して突き出される。


    「いけええ、ノラあああ！」


    　無事に離脱を終えたマッケルガーの叫びが響く。


    　ノラの狙ねらいはグルヴァーダの口こう腔こう。鱗うろこに守られていない口の中に剣を突き入れ、脳のう髄ずいを貫つらぬく、はずだった。


    「惜しかった、なあ！」


    「なっ──!?」


    　グルヴァーダの目が愉ゆ悦えつに輝いた。


    　剣はグルヴァーダの牙きばに嚙かまれ、受け止められていた。


    　完全な静止状態。ノラは剣を突くことも引くこともできない。


    　突きの速度は十分だった。どこにも非の打ち所はなかった。中位竜であれば確実に致命傷となっていた一撃はしかし、高位竜の卓たく越えつした反射神経と高強度の牙とで防がれたのだ。


    　戦士たちは、愕がく然ぜんとする。


    　剣の柄つかにぶら下がる形となったノラだが、他ほかの誰も助けに動けない。全員が行動を終えた直後だ。魔ま道どう師たちの召しよう喚かん獣の追加召喚にも時間がかかる。マッケルガーを助けられたのと同じことは、もう起きない。


    　こうなっては剣を手放して逃げるほかないが、ノラは驚きで硬直してしまっていた。とっさに行動に移せない。


    「あぁ……」


    　ノラには未来が見えた。


    　グルヴァーダは頭を振ってノラを地面に叩たたき落とし、すかさず踏みにじるだろう。


    　その未来が現実になるより一瞬早く、


    「行って！　鋼鳥スタリダー！」


    　誰かの声が、ノラの耳に入る。


    　自分の真上を何かが素早く通過する気配。


    　見れば、グルヴァーダの左の眼球に異変。鋼はがねの鳥の嘴くちばしが突き刺さっていた。


    「ぐおおおおおおお＊＊＊お＊＊お!?」


    　痛みで口を開けるグルヴァーダ。岩石兵カーザ・アスカーを振り解ほどき、左前脚あしで目を押さえ、鋼鳥スタリダーを摑つかむ。


    　ノラは解放されて落下した。剣の質量を戻して着地する。硬直から回復して、グルヴァーダの間合いから跳び退のいた。


    　あの鋼鳥スタリダーは。さっきの声は──


    「お姉ちゃん！」


    「大丈夫か、ノラ!?」


    　ノラは声に反応した。


    　グルヴァーダの背後、遙はるか遠くからユニコーンが駆けてくる。


    　その背には魔ま道どう師アイ・グライドと、双そう剣士フレイクが騎き乗じようしていた。


    



    　　　＊


    



    　急いで飛んだ甲か斐いあって、フレイクとアイは予定よりも早く都市ルゴルーに到着していた。すぐさま、落ち合うと取り決めていた場所を確認したが、ノラとカーネスの姿はない。


    　フレイクとアイの決断は早かった。


    　ふたりはルゴルーを出て、ガルズムへの道を行った。


    　王おう都ととは逆方向の道。


    　もちろん、目的はノラとカーネスの安否を確かめるためだ。


    　シェルグーヴの話で、ノラはウォーフィアとシェリーを相手取ることになったと聞いていた。カーネスは戦力として期待できず、ノラは孤立することになる。いかにノラの腕前をもってしても、これ以上ない窮きゆう地ちのはずだった。


    　今、この場にたどり着いて、フレイクは危機感を抱いだくと同時に安あん堵どした。


    　ノラはまだ生きている。


    　生きて戦っている。


    　ウォーフィアに敗北したわけではないことを知って、安心した。


    　だが、今戦闘中の竜も高位竜だ。フレイクはグルヴァーダの名乗りを聞いていないが、聞くまでもなく、その巨体を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜん。危機的状況には変わりない。ふたりは急いで近づく。


    　ノラの剣がグルヴァーダの顎あごに囚とらわれたところで、アイは召しよう喚かん呪じゆ文もんを詠えい唱しよう。鋼鳥スタリダーを放ち、竜の顔面を襲わせた。


    　グルヴァーダが痛がった隙すきに、ノラは無事に着地する。


    　フレイクはユニコーンから降りた。フレイクは馬の類たぐいをひとりで乗りこなせないので、アイの後ろに乗っていたのだが、ここまで近づけば自分の足で走ったほうが速い。竜人としての筋力を十じゆう全ぜんに発揮して駆ける。


    　相手が高位竜であることを考えると、フレイクも本来の姿、竜形態で戦いたいところではある。それでようやく互角と言える。


    　だが、ノラや、他ほかの人間に形態変化を見せるわけにはいかない。


    　フレイクの頭に懊おう悩のうが過よぎる。


    　自分が竜であることを明かすわけにはいかないが、かといって、力を温存したままで仲間が死ぬようなことがあれば、フレイクは後悔してもしきれないだろう。


    「おおおおおおおお！」


    　迷いを強引に振り払うように叫び、フレイクは双そう剣けんでグルヴァーダの尾に斬きりかかった。グルヴァーダの意識を後方に向けて、ノラが体勢を整えるのを助ける。


    　剣は砂色の鱗うろこの表面を削ったが、肉を裂いた手て応ごたえはない。刃やいばは筋肉に届かなかった。鱗の内部の金属の層は、フレイクが斬れるほど柔やわではない。


    　グルヴァーダが首だけ振り向き、フレイクを睨にらむ。


    「こいつらの仲間か！」


    　丸太のようなグルヴァーダの尾が激しく波打ち、草原を叩たたいて砂すな埃ぼこりを上げた。フレイクを撃退すべく、尾による打撃攻撃。極太の鞭むちがフレイクを襲う。


    「死んでおけ！」


    「ふざけんなっ！」


    　フレイクは悪あく態たいをつきながらかい潜くぐる。前屈かがみになったフレイクの頭上を、グルヴァーダの尾が通過した。


    　空から振ぶりの勢いに引きずられ、グルヴァーダの身体からだが流れる。


    　フレイクは、グルヴァーダの顔面に向けて短剣を投げ上げた。


    　狙ねらうは右目。先ほどのマッケルガーとの攻防により、グルヴァーダは右前脚あしを負傷していて防御できない。何とか身を捩よじって回避しようとするが、右目の目め尻じりを掠かすめた。


    　危うく両目の視力を失うところだったという恐怖。ウォーフィアのことを否いや応おうなく思い出すこととなり、グルヴァーダの集中力が殺そがれる。


    「小僧よ、ただで済むと思うな！」


    　グルヴァーダが声を上げるが、戦士たちはそこにつけ込む。


    　ノラとボンドとケリー、三人の剣士の刃がグルヴァーダの足あし下もとに迫る。


    「刀身拡張エライトーン！」


    　それぞれが前脚と後脚に次々と刃を浴びせる。


    　フレイクの斬ざん撃げきと同様、いずれも鱗うろこで弾はじかれているものの、その衝撃は小刻みな振動となって伝でん播ぱし、確実にグルヴァーダの肉体に浸透していく。裂傷を作るまでには到とう底てい足りないが、鈍にぶい打だ撲ぼくが積み重なる。


    　剣士たちはグルヴァーダからの反撃が来る前に、間合いから離脱。


    　グルヴァーダの気を散らす。


    「お、の、れ……」


    　グルヴァーダの瞳ひとみが怒りと苛いら立だちとに染まる。


    　地を這はう虫にも等しい人間たちに翻ほん弄ろうされる屈くつ辱じよく。五年前にも味わったものだが、竜としての威厳が崩れていくのを感じる。


    　このとき、グルヴァーダの意識からマッケルガーのことが抜け落ちていた。


    　竜から見れば小さいものの、同じ人間の中ではずば抜けた巨漢であるマッケルガー。その存在感は嫌でも目に付くはずだが、気づけば大地からその姿が消えていた。草原で、身を隠す場所などどこにもない。


    「どこへ行った……？　マッケルガーはどこへ行った!?」


    　グルヴァーダの狼ろう狽ばいに、誰も答えない。グルヴァーダの部下である戦士たちは事前にわかっていたが、教えるはずもない。飛び入り参戦したフレイクも、作戦の意図を察して黙る。


    　マッケルガーは遙はるか上空、高度三百メートルの位置に滞たい空くうしていた。


    　キャルレが召しよう喚かんした大隼フアルケクスの背に直立する拳けん闘とう士。本来、大隼フアルケクスにマッケルガーの体重を支える力などあるはずもないが、マッケルガーの重力操作グラベトリーブで実現している。


    　ちょうど、グルヴァーダの頭部の真上。


    　マッケルガーは、その場から飛び降りた。


    　高所から湖に飛び込むときのように、頭を下にした状態で、腕も下に伸ばす。重力を増大させて加速しながら落下。


    　このままグルヴァーダの頭に拳こぶしを炸さく裂れつさせるという、単純かつ直線的な試みだった。


    　確かに、あれだけの高さからの攻撃なら相当な威力が望めるが、どこからどう見ても自殺的行為。常人であれば、このまま地面に衝突すれば間違いなく死ぬ。フレイクはマッケルガーのことを[image: ]うわさでしか知らず、その肉体強度がどれほどのものかわからないが、無む謀ぼうとしか思えない。


    　だが、マッケルガーの姿勢は揺るがない。


    　マッケルガーの部下の戦士たちも、まったく動揺を見せない。


    　グルヴァーダを葬ほうむるために、この場にいるすべての人間が団結していた。


    　フレイクは喚わめくグルヴァーダを観察する。


    　上空のマッケルガーに気づく様子はなかったが、さすがに、接近すれば察知できる。いかに静かに落下しても、風の音や気配、殺気までは消しきれない。


    　グルヴァーダが意識的にか無意識的にか、前脚あしをわずかに浮かせた。マッケルガーに気づいての回避か防御か、あるいは単に地上の誰かへの攻撃か。いずれにせよ、その行動を許すわけにはいかない。


    　フレイクは走った。グルヴァーダの前脚あしまでの数メートルを一瞬で駆け、前脚の関節に短剣を打ちつけた。傷を負わせることはできないが、注意を引くだけで十分。


    「またか！　小こ癪しやくな……！」


    　グルヴァーダの意識が前脚に向いたところで、マッケルガーが落ちてきた。


    「拳骨拡張エライトーン！」


    　衝突直前に、マッケルガーの拳こぶしの装そう甲こうが巨大化。


    　拳はグルヴァーダの頭を捉とらえた。


    　轟ごう音おんとともにグルヴァーダの額がくぼむのが、フレイクには見えた。落下の勢いがそこで止まるはずもなく、グルヴァーダの頭は上体ごと、すさまじい速度で地に叩たたきつけられた。余波でフレイクは吹き飛ばされる。


    　フレイクが尻しりもちをついた後、目の前には爆心地があった。


    　そこを中心にして、草原の草が消し飛ばされて円を作っていた。地面は二メートル以上くぼんでおり、グルヴァーダの頭が埋まるほどの穴になった。


    　拳と地面とに挟はさまれて、グルヴァーダの頭の厚さは半分ほどになっていた。額の傷からは脳のう漿しようとも血ともつかない液が[image: ]あふれ、顔全体を濡ぬらしている。眼球は吹き飛んだようで、眼がん窩かからも血がこぼれている。下顎あごは砕けて変形しており、剝はがれた鱗うろこが飛び散っていた。


    　少し離れたところで、巨漢がうずくまっている。高位竜に止とどめを刺した殊しゆ勲くん者。だが、大きな代償を支払っていた。


    「ぐう、うううう、う……！」


    　膝ひざをつき、腕を投げだし、押し殺した声で呻うめくマッケルガー。装甲は見るも無残にひしゃげており、指と手と腕が砕けていた。あらぬ方向に折れ曲がり、前腕の骨が露出している。


    「ボス！」


    　グルヴァーダを仕留めたことを喜ぶよりも、マッケルガーの様態を心配する部下たち。戦闘中もかくやという速さで駆け寄る。


    　マッケルガーの顔は苦痛に歪ゆがんでいたが、それでも笑顔だった。


    「思わぬところで五年前の決着がつけられて……、よかった……。こうなるとウォーフィアやシェルグーヴと戦うのは無理そうだが……、仕方ないな……」


    「ボス！　喋しやべらないで安静にしてください！」


    「キャルレ！　早くボスの腕に治ち癒ゆ魔術を！」


    「わかっていますから、皆さん、そこをどいてください！」


    　部下たちが慌あわただしく動く。


    　ノラは離れたところからそれを見ていた。


    　あの無表情のキャルレも、マッケルガーの危機になれば血けつ相そうが変わるものなのか、と感慨深く思う。


    「お姉ちゃん！」


    　アイがノラに向かって走り寄ってきた。声は涙交じり。抱きついてくるアイを、ノラは受け止める。


    「よかった、お姉ちゃん、無事で本当によかった！」


    「ああ、助かったよ、アイ。あそこで鋼鳥スタリダーが出てこなかったら、たぶん私は死んでた」


    「それもだけど、お姉ちゃんがウォーフィアに負けてなくてよかった！　お姉ちゃんのこと信じてたけど、信じようとしたけど、半分以上諦あきらめてた……！　私、私が別行動を提案したせいだって思って、それで……」


    　アイは泣きじゃくり始めた。


    　別行動をとっていた期間はほぼ丸二日。しかし、それ以上に長く感じられた二日間だった。


    　ノラはアイの背中を撫なでながら言う。


    「マッケルガーの助けもあったからな。アイも、マッケルガーの治療を手伝ってきてくれないか？　彼は私の恩人だ」


    「……うん！」


    　アイは大きく頷うなずいてノラから離れる。小走りでマッケルガーのところへ向かった。


    　フレイクはアイとすれ違いながら、ノラに近づく。


    「しかし、マッケルガーはよく生きてるな。あの高さから落ちたのに……」


    「重力操作グラベトリーブを扱えないフレイクにはわからなかったかもしれないが、着地の瞬間に重力を軽くして衝撃を和やわらげている。もちろん、和らげると打撃の威力も減ってしまうから、おそらくは腕にかかる重力はそのままで、身体からだの他ほかの部分を軽くしたんだろう。だから、傷が腕だけで済んでいる」


    「理屈がよくわからんが、そんなこともできるのか？」


    「できるからこそ、あんな大技に挑いどんだんだろう。ちなみに、私にはできない」


    　ノラはマッケルガーに尊敬の眼まな差ざしを向ける。


    　常につっけんどんな態度だが、強い者には敬意を払うのがノラの身上だった。


    「ところで、ノラ、こんなときに何だが情報を共有しておいていいか？」


    「ああ」


    「俺たちはナリスタンで風の竜に襲われた。名乗りは聞きそびれてしまったけど、ウォーフィアの仲間の高位竜だった。で、そいつの話では、シェリーは竜の仲間だってことだったんだが、確かか？　シェリーもカーネスもここにいないところを見ると……」


    「そうだ。シェリーに連れ去られた」


    　ノラは吐き捨てるように言う。


    「私たちは完全に騙だまされていた。シェリーは王おう都とに強い恨うらみを持っている。カーネスの結けつ界かい術の才能を利用して、王都の結界を破壊するつもりらしい」


    「……ウォーフィアは死んだのか？　こっちの風の竜は、深ふか手でを追わせるのが精一杯で、引き分けになって立ち去った感じなんだが」


    「ウォーフィアも似たようなものだ。目に刃やいばを当てたところで逃げられた。だから、二匹とも生存か。ところで、フレイクの言う風の竜は、陰いん風ぷう竜シェルグーヴという名前のはずだ。ウォーフィアがそう言っていた」


    「陰風竜ね……。確かに、暗い奴やつだったな。だが、相当な実力だった」


    「それは、高位竜だから当然だな。それにしても、フレイクの腕前でよく深手を負わせられたな？　アイの手助けがあったとはいえ、ちょっと信じられないが、どんな手を使ったんだ？」


    　ノラは目を丸くして尋たずねる。


    　フレイクのことを人間だと思っているノラにとっては当然の疑問だった。フレイクの剣士としての腕前はノラに遙はるかに劣っている。


    「あー、ええとだな……」


    　まさか、氷ひよう剣けん竜ゴーヴェドルとして戦ったことを明かすわけにはいかない。フレイクは誤ご魔ま化かすべく言葉を探すが、


    　突如、風が吹いた。


    　その場にいる全員の髪を靡なびかせるような、強い風。


    　草花の葉が擦こすれて音を立てる。


    「ま、さか……」


    　[image: ]うわさをすれば影が差す。


    　フレイクは風上の方向を見る。これから向かうべき東の方角。


    　そこに少年が立っていた。


    　どこから現れたのか、少年がひとり。


    「ひとりも殺せず、か……。僕と同じ高位竜だっていうんなら、もうちょっと頑張ってほしかったけど、まあ、大丈夫……」


    　陰いん鬱うつな声が、風に乗って届く。


    「あとは僕が片づけるよ……」


    　竜人形態の陰風竜シェルグーヴだった。彼はグルヴァーダが蹴け散ちらした死体の中に人知れず紛まぎれて、一行の隙すきを待っていたのだ。


    　ノラは、状況を把握できない。


    　この場で、シェルグーヴの顔を知っているのは、アイとフレイクのふたりだけ。アイはマッケルガーを診みているため、今察知できたのはフレイクだけだ。


    「全員、逃げろ！　そこに竜がいる！」


    　フレイクが叫んで、マッケルガーと部下たち、それにアイに向けて警告を放つ。


    　ただ、全員がきょとんとしてフレイクを見るのみ。


    　背後では、シェルグーヴが腕を振って気流を操あやつっていた。


    「よいしょ……」


    　気けだるげな掛け声とは裏腹に、爆発的な勢いで空気の固まりがマッケルガーの一団の足あし下もとを襲う。


    　魔ま道どう師も戦士も立っていられない強風。身を屈かがめて耐えようとするが、それもままならない。地面からの上昇気流が、彼らの足を浮かせる。


    　マッケルガーを含め七名が、一いち様ように吹き飛ばされた。


    　地面から生はえた巨大な拳こぶしに殴なぐられたかのように、空高く舞う。


    　マッケルガーがいた高度三百メートルには到とう底てい及ばないが、それでも竜の背丈の軽く数倍の高さ。無防備に落ちれば十分に死ねる高さだ。


    「アイ！」


    　ノラとフレイクは反射的に駆け出す。アイは戦士と違って、重力操作グラベトリーブを操れない。誰かが助けなければならない。


    　ノラは重力操作グラベトリーブを発動させて跳んだ。空中を駆け抜けてアイのところにたどり着き、抱き抱かかえた。


    　フレイクは重力操作グラベトリーブを扱えないため、自分の膂りよ力りよくだけで跳躍。自力での着地が最も困難と思われる、手負いのマッケルガーの巨体を両腕で抱える。かなりの重みがのしかかるが、フレイクの筋力なら問題なく支えられる。


    　他ほかの面々は、各自、自力で着地体勢を整えていた。重力操作グラベトリーブを扱える戦士たちは重力操作グラベトリーブで、扱えないキャルレとクーゼンは召しよう喚かん呪じゆ文もんで大隼フアルケクスを喚よび出し、その脚あしに摑つかまって地上に降りる。


    　何とか全員が無事に着地。


    「すまんな」


    　マッケルガーがフレイクに礼を言い、自分の足で立つ。危うい足取りながら、戦意は失われていない。


    　風に流されたため、着地点は先ほどまでグルヴァーダの死し骸がいがあったところだった。足下のそばに、マッケルガーの拳で生じた地面のくぼみがある。


    　フレイクは強い違和感を覚えた。フレイクだけでなく、何人かが同じことに気づいて尋たずねる。


    「グルヴァーダの死骸は、どこに行った？」


    「ここだよ……」


    　答える声は空から聞こえた。


    　一行が着地に気を取られている間に、シェルグーヴは形態変化を完了させていた。暗緑色の鱗うろこに身を包んだ高位竜。グルヴァーダの死骸を両前脚で引き上げるようにして担かついで、空を飛んでいる。


    「じゃ、返すよ……」


    「なっ──!?」


    　シェルグーヴが死し骸がいを手放す。


    　真上から、巨大質量が落下してくる。


    　全員を下敷きにするつもりの攻撃。


    　呆あつ気けにとられ、戦士たちの反応は遅れた。

  



  
    


     第四章　轟く咆哮


    



    　グルヴァーダの死し骸がいを地面に落とし、空から状況を見届けた後で、陰いん風ぷう竜シェルグーヴは王おう都とに向けて飛んだ。


    　任された役割は果たした。


    　ノラも、そしてフレイクもアイも、落ちてくるグルヴァーダを避けることができず、下敷きになった。


    　あの巨大質量に耐えられる人間など存在しない。唯ゆい一いつ、フレイクだけは人間ではないが、高位竜であっても、質量を抑制した竜人形態では潰つぶされるしかない。自分があの立場になったとしたら、避けない限りは絶対に助からない、とシェルグーヴ自身も思う。


    　避けられたのは、たまたま立ち位置が離れていた戦士と魔ま道どう師、ふたりだけだった。彼らが生き残るのは問題ない。戦力的に格下で、追っ手として脅きよう威いではない。


    　それにしても。


    　ノラを攻撃するためにあの場にいたのだが、フレイクとアイまで現れたのは予想外の幸運だった。


    　面倒ごとが嫌いなシェルグーヴだ。


    　一気に目的を果たせたのは、面倒でなくていい。


    「面倒なのは、ここからだな……」


    　あくまで、ノラたちを倒したのは本ほん願がん成じよう就じゆのための下ごしらえにすぎない。心おきなく王都を攻めるために、後方の憂うれいを断っただけだった。
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    「なるほど、ではウォーフィアさんが戦列に復帰するのは難しそうですね」


    　シェルグーヴの報告を聞いて、シェリー・モットレイはそう断じた。


    　王都手前の森の奥。街道から離れ、高い木々と茂みに囲まれた一角だった。少し歩けば、王都の城壁が遠目ながら見えるという、王のお膝ひざ元もとと言ってもいい場所だった。


    　夕ゆう闇やみが濃くなっていくが、火は焚たかない。お互い、大木の根を腰掛けとして座っている。当然、シェルグーヴは竜人形態に変化していた。


    「はあ……。まったく……」


    　シェリーはシェルグーヴのお株を奪うかのように、溜ため息いきを吐つく。


    「それにしても、ウォーフィアさんの独断には参りますね。勝手に戦闘を仕掛けて、勝手に傷を負って、勝手に戦線離脱して、と」


    「何か、僕まで責められてるみたいだね……。負傷したのは、確かに不覚だったけどさ……」


    「シェルグーヴさんはちゃんと合流できて、しかも回復できたのですから、問題ありませぬ。問題なのは、回復を優先して合流をしないところです。万全な状態でなくとも、囮おとりとしての役割は果たせるでしょうに……」


    「…………」


    　シェルグーヴはシェリーを見て、ウォーフィアとよく似ていると感じる。


    　どちらも、よく笑い、よく怒り、よく他者を見み下くだす。


    　また、互いが互いを利用しあっている。


    　ウォーフィアは自分が王おう都と内部に入れないため、シェリーを王都に送り込むという心づもりでいた。シェリーは逆にウォーフィアのことを、自分が王都に攻め込むための囮として扱うつもりだった。


    　口調こそ丁てい寧ねいだが、竜を自分の駒こまとしてしか見ていない。


    　高位竜であるウォーフィアにもシェルグーヴにも、まったく怯おびえることなく、その力を利用している。


    　すべては、王都殲せん滅めつのために。


    　竜りゆう王おう復活のために。


    　それは、この計画に乗ったシェルグーヴ自身にも言えることではあるが、支配意識の強さではシェリーには敵かなわないと思う。


    　ウォーフィアを駒としてこき使おうという発想は、竜でもなかなか思いつかないし、思いついても実行するだけの度胸がある者など皆かい無むだろう。あの激しい気性と火炎を知ってなお怯ひるまない心臓。人間で、しかも少女と言うべき年齢でそれを備えているシェリーに、シェルグーヴは畏おそれを抱いだく。


    　ただ、それでも人間。


    　竜になったわけではない。


    「もう一度確認しますけど、ノラさんたちは、死んだ、のですね？」


    「うん……。グルヴァーダの巨体の下敷きにしたよ……。殺していいっていう指示だったから……」


    「…………」


    　何か言いたげに表情を歪ゆがませるシェリー。しかし、一拍置いた。呼吸を整え、感情を抑えた声で言う。


    「ご苦労様でした。追っ手がいなくなって、ずいぶんやりやすくなりました。どうもありがとうございました」


    　シェリーは座ったまま頭を下げた。


    「いえいえ……、どういたしまして……」


    　シェルグーヴは儀礼的に応じながら、シェリーの胸中を推おし量はかる。


    　目的のために無関係な人間を殺すことについては、ほとんど抵抗はないはずだった。都市ガルズムとナリスタンを襲うと決めたときには、シェリーの感情が動いた様子はなかった。


    　だが、今回は見ず知らずの人間ではなく、自分と近い境遇にあったノラたちだ。都市を守るために日夜問わず励んだが、努力むなしく都市を竜に破壊され、家族の命を奪われたという、共通の過去を持っている。


    　シェリーは前々からノラたちのことは知っていた。たった一日だったが、行動を共にしたことでさらに情が移っていたようでもあった。


    　竜ほど、冷徹になりきれていない。


    　心の中で切り捨てようとしていても、捨てきれていないように見受けられた。


    　シェリーがそれを自覚しているかどうか、シェルグーヴにはわからないが、面倒なので指摘してやるつもりはない。この話題からは離れたほうがいいと判断した。


    「ところで、カーネスさんがいないけど、今どこに……？」


    「ああ、私たちのアジトのひとつに預けてあります。ご心配は要いりませぬ。この場で結けつ界かい術が暴発することはありませぬので」


    「そんな心配はしてなかったけど、わかった、安心したってことにしとくよ……。それよりも僕は、カーネスさんの結界術で、本当に竜りゆう王おう様の封印を解けるかどうかが心配だなあ……」


    「その点についても、大丈夫です。間に合わせました」


    　シェリーは得意げに笑みを浮かべた。


    「今日、シェルグーヴさんがいない間に、カーネスちゃんの能力を仕上げておきましたので」


    「そんな簡単に仕上がっちゃうものなんだ……」


    「私なんかとは、元々の才能が違いましたからね。魔ま道どう師としての能力は皆かい無むですが、結界術師としては一級品です。竜王さんのところに侵入できさえすれば、結界は破れ、封印を解けます」


    　今ある結界を破壊するために、より強い結界が必要だということは、すでに聞いていた。


    　そのためのカーネス・オルコットだ。


    　彼女を落らく手しゆするために、三匹の中位竜が命を落とし、シェルグーヴは危うく死にかけ、首しゆ謀ぼう者であるウォーフィアは目に傷を負ったが、それでも安い代償だと思う。


    　竜王が、シェルグーヴの知っているとおりの存在であれば、この程度の犠ぎ牲せいは取るに足りないものだ。


    「楽しみだなあ……。僕たち高位竜よりも、ずっとずっと優すぐれた力をお持ちのはずだからね……」


    　珍しくシェルグーヴが笑みを浮かべるが、シェリーの表情は硬いままだ。


    「高位竜さん全般について、ちょっと疑問に思ったことがあるのですが、お尋たずねしていいですか？」


    「尋たずねるのは自由じゃないかな……？　僕が答えられるかどうかは知らないけど……」


    　どうやら改まった質問が来そうだと感じ、シェルグーヴは心構えを整える。


    「その、グルヴァーダさんが高位竜だったというのは、間違いないんですよね？」


    「うん……。身体からだの大きさのことがあるから、間違いようがないね……」


    「言いにくいのですけれど、高位竜さんって本当のところ、たいした実力ではないように思えてきたのですけれど、実際どうなのですか？　順調だったのはウォーフィアさんとシェルグーヴさんで都市をふたつ滅ぼしたところまでで、その後が散さん々ざんではないですか。シェルグーヴさんは相手も同格の高位竜さんでしたから仕方がないとしても、他ほかの二匹の方はちょっと……。ウォーフィアさんもグルヴァーダさんも、人間の戦士、それも、十名足らずの一団に敗やぶれるだなんて、ちょっと失望しましたよ？」


    「要するに、シェリーさんは、僕たち高位竜の戦力に不安を抱いだいているってことだよね……？　囮おとりとして機能するかどうか、心こころ許もとない、と……」


    「率直に申し上げると、そういうことです。シェルグーヴさんがその二匹の方と同格だとすると、心配ですね」


    　竜が王おう都との外で暴れることで防衛戦力を誘導し、警備が薄くなったその隙すきにシェリーが王宮を陥おとしいれるというのが、計画の概要である。シェルグーヴがあっさり始末されるようであれば、王宮の攻略難度が増大する。


    「一応、こちらも人数を揃そろえて突入しますが、王都の戦力と正面からぶつかっては負けるに決まっていますのでね。シェルグーヴさんには王宮警備隊の中核の戦士、ハロルド・ガーティスさんあたりを引きずり出していただいて、できれば撃破、少なくとも一時間程度の足止めをお願いしたいところなのですが、それがおぼつかないようであれば、計画を変更しなくてはなりませぬ」


    「心配を解決しとくよ、シェリーさん……」


    　シェルグーヴは頭を搔かきながら言う。


    「面倒だけど、その程度の働きならこなせると思うよ……。僕は、ウォーフィアやグルヴァーダさんよりも、有利に戦えるからね……」


    「ほう？　と言いますと？」


    「あの二匹は、地上にいるノラさんたちを潰つぶすために戦った……、つまり、攻撃目標は地上にあったんだよね……。空中戦に持ち込むことはできなかった……。持ち込もうとしたら逃げられちゃうから……。今回、僕にその縛りはない……。空で戦えば、竜はまず負けない……」


    「そうなのですか？　戦士さんたちだって、空中戦は可能なはずですよ？　ほら、飛行型の召しよう喚かん獣に乗るですとか、重力操作グラベトリーブを利用した空中走法とかで」


    「やれるものならやってみせてほしいね……。空気の薄い、高度五千メートルとかでさ……」


    　シェルグーヴの考えが明らかになる。


    　いかに優すぐれた戦士でも、低温、低気圧、低酸素濃度の環境下では、間違いなく動きが鈍にぶる。もちろん、竜にも同じことが言え、滞たい空くう可能高度には限度があるが、もともと飛行能力を備えて日常的に空を飛んでいる竜と、普段、地上で暮らしている人間とでは、耐性の強さは比べものにならない。


    　高度が高いほど、竜は有利になる。


    「戦うだけなら戦えると思うけど、普段の力の半分も出せないはずだよ……。いかに大陸最強の戦士さんでもね……。王おう都とに近づいたり遠ざかったりして、上空までうまく誘導して戦うよ……」


    「なるほど。それなら確かに勝率は上がりそうです。王宮警備隊には高地出身の戦士さんもいるはずですが、今は皆さん、平地の王都暮らしですしね」


    　シェリーは納得した様子で頷うなずいた。


    「では、期待させていただくことにします」


    「それはどうも……。じゃあ、明日でいいんだよね……？　カーネスさんの能力が仕上がったってことは……」


    「ええ。予定どおり、明日の正午に王都を攻めます」
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    　夜が深まっても、王都は明るい。


    　大陸で唯ゆい一いつ、人口百万人に達する大都市。商業施設や娯楽施設の数が地方都市と比べて段違いに多く、夜遅くまで客を呼び込み、もてなしている。


    　無数の街明かりが煌こう々こうと灯ともる中、大通りを馬車が駆けていた。


    　御ぎよ者しやは壮年の男で、軍服を折り目正しく着用している。車両には紋もん章しようが刻まれており、王都常駐軍の馬車であることを示していた。


    　乗車しているのは常駐軍総司令官補佐、ハンス・ローデンだった。名門ローデン家直系血族であり、その影響もあって二十代の若さでこの役職に抜ばつ擢てきされている。


    　馬車は、常駐軍本部から王都の中心、王宮へと向かう。


    　敷地を囲む壁は分厚く、高さは二階建て家屋に匹敵する。出入り口となる門は裏口を含めても三か所に限られており、そのいずれにも王宮警備隊の戦士が複数名配置され、不審者の侵入がないように目を光らせている。


    　ハンスの馬車も門の前で戦士に止められて、身分を改められた。何百回となく出入りしている常駐軍高官であろうと例外ではない。ハンスの本職は魔ま道どう剣士だが、王宮の敷地内での帯剣は許されていない。武器を持っていないことを、戦士は念入りに確認する。


    　手続きが済んで、敷地に入る。中央に噴水を配した広大な庭園を横目に見ながら、馬車は舗装された道を進む。


    　王宮には照明が灯ともっており、夜になっても豪ごう奢しやさを誇示しているが、敷地内には王宮以上に存在感を誇る建造物がある。


    　宝ほう物もつ庫が、王宮に隣接して聳そびえ立っている。


    　屋内から漏もれてくる明かりなど一いつ切さいなく、それどころか窓すら存在しない巨大な直方体。周囲からの明かりによって輪郭が浮かび上がっている。王宮と比べて面積は小さいが、高さが圧倒的だった。公式な数値は公表されていないが、ハンスの見立てでは二十階建て相当。王宮の数倍の高さを誇っており、王おう都とにはこれを越える高さの建造物はない。


    　ごくまれに王族の宝を狙ねらう盗賊が敷地に侵入することがある。盗賊たちは決まって王宮本殿よりもこの宝物庫を狙うのだが、ハンスは彼らのことを哀れに思う。


    　彼らは、ここに宝物が納められていると思い込んでいる。


    　大陸を統一した王族が各地から収集した、貴重な芸術品や武具の数々が陳列されているものと、勘違いしている。


    　この宝物庫の中に、そんなものはない。


    　ここには、それどころではないものが封印されている。


    　人民には隠いん蔽ぺいされている事実。知っているのは王族と王宮警備隊、それに王都常駐軍の一部の兵のみだ。ハンスは、その一部に属する人間だった。


    　御ぎよ者しやは馬車を宝物庫の前で止めた。ハンスは降車して、宝物庫の入り口に立つ人物に向かって敬礼する。


    　ふたりの戦士が、入り口を護まもっていた。


    　ひとりは副官でハンスと同年代の女性魔ま道どう師だが、もうひとりは大物である。


    　精鋭とされる王宮警備隊の中でも、最高峰の戦士。


    　全身に甲かつ冑ちゆうを身につけている。ハンスよりもやや小柄な体格でありながら、背せ筋すじが伸びていて大きく見える。足を肩幅に広げ、腕を組んでおり、ここに来る者すべてを威圧するような格好。腰には長剣。魔道剣士であるハンスとは違い、その剣には魔術発動補佐の機能は備わっていない。純粋に剣技に特化した剣を装備していた。


    　表情は読みとれない。剣士は仮面と一体となった兜かぶとを被かぶっており、頭も顔も覆おおい隠している。


    　ハンスの敬礼に対し、剣士はわずかに顔を動かしただけだった。仮面に隠されているが、視線がハンスに向けられる。


    　副官もまた、小さく会え釈しやくするのみ。


    　ハンスは構わずその場に膝ひざをついた。


    「閣かつ下か、定刻のご報告に参上しました」


    　常駐軍から王宮警備隊への連絡係を務つとめるハンス。ここのところ、王都内の治安は良好で、大きな事件は起きていないが、王おう都との外ではその限りではない。


    「常駐軍は都市ガルズムとナリスタンへの調査派兵を続けておりますが、本日昼、ガルズム方面の街道に、高位竜が一時的に出現しました。現在は問題なく通行できる状況ですが、経緯をお耳に入れさせていただきます。現れたのはガルズム・ナリスタンを襲った風と炎の竜ではなく、地ち殻かく竜グルヴァーダでした。兵の被害は死者五名、負傷者十二名。軍は足止めされ、王宮警備隊への協力要請も検討しましたが、その間に地殻竜は地方都市の戦士ギルドと交戦した模様で、絶命しました」


    「…………」


    　仮面の剣士は、無言で頷うなずいて続きを促うながす。


    「ガルズムとナリスタンには、すでに先せん遣けん隊が到着しております。人数が限られているため、本格的な調査にまでは移れていませんが、先行調査は済んでおります。彼らの報告によりますと……」


    　ハンスは言いにくそうに告げる。


    「閣かつ下かが派遣された特務部隊の馬車は発見できておりません」


    「そうですか」


    　仮面の剣士が言葉を発した。その声は仮面で遮さえぎられ、低く反響してハンスに届く。


    「本格的な調査は、明日からでしょうか」


    「はい。そのとおりです、閣下」


    「発見を期待します。私からは、それだけです」


    　反響する声は、それだけ言って黙る。


    　王宮警備隊は王都常駐軍の上位に位置する組織だが、常駐軍の指揮をとっているわけではない。ハンスの上司はあくまで常駐軍総司令官であり、必要以上に王宮警備隊に忠義立てする必要もない。


    　しかし、ハンスは危機感を抱いだく。


    　特務部隊は辺境から結けつ界かい術師を連れてくる任務を受け、明日までに王都に到着するようにと念を押されて出発したのだ。本来、すでに到着していてもまったくおかしくない。そうでなくとも都市ルゴルーあたりにまで進んでいるべきところなのだが、そんな形跡もない。


    　遅れているのか、あるいはガルズムやナリスタンの壊かい滅めつに巻き込まれたのか。


    　仮に結界術師を失うことになれば、王都防衛に大きな打撃となる。今は数人の結界術師が交代で、王都全体に結界を張っているが、ひとりが老齢に差し掛かっている。後進を早く育成して、世代交代を進めなければ、王都から結界が消えるという事態が起こり得る。


    　それだけです、で済むようなものとは思えない。


    「閣下、もしよろしければ、私から総司令官に増援を具ぐ申しんしますが……？」


    「まだ必要ありません。下がって結構です」


    　仮面の剣士は奇妙な響きの声で告げた。


    　ハンスは、この剣士の素顔を見たことがない。


    　聞くところによると、この剣士は六年前、暗殺者に襲撃された際に顔に傷を負ったようだ。その傷を隠すために兜かぶとと仮面を常に装着しているのだという。


    　表情が見えず、声からも感情を読みとれない。


    　口調が素そっ気けなく、相手への配慮が感じられない。


    　王宮警備隊隊長という重責に就ついているのは、剣士としての実力が優すぐれているためなのだろうが、人格的な資質という観点からは、ハンスは疑問を抱いだく。


    　機械人形のようなこの剣士に、仕え甲が斐いは感じない。


    　隣の副官はいったいどう思っているのだろうか。副官は仮面の剣士と同じガーティス家の人間なので、この剣士の違う面も見ているのだろうか。いずれ胸中を聞いてみたいものだと思う。


    「……わかりました。では、また明日」


    　ハンスはそう言いながら立ち上がり、再び敬礼して馬車に戻った。


    



    　馬車が去ると、あたりはまた静けさを取り戻した。王宮や庭園の明かりが風に揺らめくのを、仮面の剣士と副官はただ見ている。


    　不意に、仮面の剣士は「ふうー」と息を吐はいた。感情を抑えていたそれまでと違い、明らかに緊張が解ほぐれて安あん堵どした溜ため息いきだった。


    「どうされましたか、ハロルド・ガーティス隊長？」


    　副官のリサ・ガーティスが微笑ほほえみながら、わざとらしい口調で聞いた。仮面の剣士はふいとリサのほうを向いて言い返す。


    「もう！　何でそんなに他人行ぎよう儀ぎなの、リサ!?　誰も聞いてないんだから、そんなよそよそしくする必要ないじゃない!?」


    「あはは。ごめんごめん。可愛かわいいなあ。でも、怒らないでよ。ほら、『小さなことで怒ってはいけない』っていうの、一応世間的には、あなたの名言ってことになってるんだから」


    「それはわかってるけど……。そうよね、うん、落ち着こ。でもね、リサ、正直、あのハンスって人はちょっと苦手なんだー。私に対して不信感抱いているのが丸わかりだし。演技がばれてるんじゃないか、っていつも冷や冷やする」


    　仮面の剣士は先ほどまでとは打って変わり、くだけた調子で喋しやべる。


    　ハロルド・ガーティスは表向きは三十五歳の男性とされているが、今ここにいるのは、それよりも遙はるかに若い女性だった。


    「心配しすぎだよ、ルゥは。だって、彼はハロルド叔お父じさんと直接の面識はないんだから、比較なんてできやしないもの」


    「そうは言っても、素すの自分がうっかり出ちゃうとまずいでしょ？」


    　ルゥと呼ばれた仮面の剣士は、言う。


    「叔お父じさんが亡くなってから六年経たつけど、いまだに慣れないのよ」


    　六年前。


    　王宮警備隊隊長の候補の筆頭だったハロルド・ガーティスが、刺し客かくに襲われる事件があった。結局、黒幕が暴かれることはなかったが、おそらくはガーティス家に敵対する一家の差し金。ハロルド以外の者を隊長に就任させようという意思の下もとでの暗殺計画だった。


    　世間的には、ハロルドが刺客を返り討ちにして、無事に隊長に就任したことになっている。


    　だが、実際にはハロルドは死んでいた。暗殺者と刺し違える形で、命を落としたのだ。


    　ガーティス家は自分たちの中から隊長を輩はい出しゆつするために、ハロルドの死を隠いん蔽ぺいし、替え玉を立てることにした。


    　誰にでも務つとまるものではない。ハロルドの剣の腕前は世に広く知れ渡っていたので、彼に劣らぬ剣技を持つ者でないと、すぐにばれてしまう。


    　白しら羽はの矢が立ったのは、ハロルドの姪めいのルゥ・ガーティス。


    　当時、十三歳の少女だった。


    　ルゥはハロルドから剣術の手ほどきを受けていたが、年齢的に警備隊や常駐軍に所属する前だったため、まだその実力が外部に知られていなかった。外部から講師を招くことなく、ガーティス家内部で稽けい古こをつけていたのが幸いした。


    　傷を隠すためという名目で、甲かつ冑ちゆうと兜かぶとで全身を固め、体格や人相を偽ぎ装そうした。剣の腕前はさすがに本物のハロルドには及ばないが、修練に修練を重ねてハロルドの水準を目指した。


    　結果、王宮警備隊隊長に就任し、六年間、正体を誰にも疑われることなく過ごしている。


    「ルゥの演技はお世辞抜きで結構上手だよ？　私にはちょっとできないと思う。『発見を期待します。私からは、それだけです』『まだ必要ありません。下がって結構です』なんてねー」


    　リサが声こわ色いろを使ってルゥを茶ちや化かす。


    　対照的に、ルゥは沈黙した。気分を害したかと思い、リサは慌あわてて気き遣づかう。幼少の頃から生活を共にしてきたリサですら、ルゥの感情を読むのは容易ではなかった。


    「あ、ごめんごめん、拗すねちゃった？」


    「いや……、そういうわけじゃないんだけど……、特務部隊の子たちのことを考えちゃってさー」


    「ああ、そっちね」


    　リサがルゥの台詞せりふを引用したことで、ルゥの思考は先ほどのハンスとの会話に戻っていた。


    「一応、特務部隊の子たちは中位竜を軽く倒せるくらいの力はあるはずだけど、高位竜が出てきてるって話じゃない？　遭そう遇ぐうしてなければいいんだけど……。こんなことに気を揉もむくらいなら、やっぱり私とかリサとかが行くべきだったよ」


    「でも、私たちが王おう都とを二か月も離れるなんて、王様が許可するわけもなし、と」


    「強くなり過ぎるのも考え物だよねー。ああ、もう、板いた挟ばさみ嫌い！」


    　ルゥとリサは軽い調子で嘆く。


    「まあ、期限は明日までってことにしてるから、ひとまずは部下を信じて待つことだよね。上司としてはさ！」


    　当然、ルゥは特務部隊の命めい運うんを知らない。


    　一週間前に、中位竜三匹に囲まれて、ひとりを残して全滅し、その役目が地方都市の戦士ギルドに託されたという情報は、まだ王おう都とにはもたらされていない。


    　そして、その戦士ギルドも途上で敵対勢力に遭あい、護衛対象であるカーネス・オルコットがすでに奪われていることなど、知れるはずもない。


    



    　　　＊


    



    　翌日の昼前、シェリーは森の中でシェルグーヴと落ち合った。


    　侵攻直前、確認の意味合いで最終的な打ち合わせをする。


    　と言っても、作戦は変わらない。シェルグーヴが王宮警備隊の戦士を上空に誘導し、その隙すきにシェリーが王宮を陥おとしいれる。


    　この場にはカーネスもいる。依い然ぜんとして全身を縛って拘束してある。地べたに座らされ、恨うらめしそうな目でシェリーを見つめている。


    　シェリーがカーネスの能力を促そく成せいし、王都侵攻を急いだのは、特務部隊の帰還期日が迫っていたためだった。


    　期日を過ぎて特務部隊とカーネスが王宮に入らなければ、王宮警備隊が異変に気づいてしまう。特務部隊の行方は念入りに調査され、竜の動向や反乱に対する警戒も強まってしまう。そうなると、王都を攻めるのは難しくなる。


    　もちろん、カーネスの能力が思うように育たなかった場合は、それでもやむを得ないと考えていた。何はともあれ、カーネスの結けつ界かい術が完成しないことには始まらない。王宮の捜査の手を逃のがれながら、長期的にカーネスを育てることも視野に入れていた。


    　だが、能力は無事に完成した。


    　突入部隊の戦力も整った。


    　囮おとりとして計算していたウォーフィアは戦闘不能となったが、その役目はシェルグーヴ一匹に任せられると判断した。


    「では、参りましょう。まずはシェルグーヴさん、お願いします。私たちは時間差で突入しますので」


    「了解……。じゃ、行ってくるよ……」


    　面倒くさそうに告げるシェルグーヴ。出征の言葉は短かった。


    　竜人形態のまま、翼つばさだけ生はやす。竜形態に戻す部分を最小限にし、巨体を晒さらさないまま接近することで、自分が高位竜であることをぎりぎりまで隠すという目もく論ろ見みだった。


    　王おう都と常駐軍や王宮警備隊が、シェルグーヴのことを低位や中位の竜と判断して下したっ端ぱの戦士を送り込んでくるようであれば、まとめて始末することができる。囮おとりとして、ひとりでも多く戦力を殺そぐ。


    　シェルグーヴが軽く羽ばたくと、周囲に風が巻き起こり、木々がざわめく。自身の能力で上昇気流を起こし、その風に乗った。空高く浮上し、見る見るうちにその姿が小さくなる。


    　シェリーはその姿を見送った。これからシェリーもカーネスを連れて、王都上空の状況が見える位置まで移動する。


    「シェリーは」


    　と、カーネスが口を開いた。ずっと猿ぐつわを嚙かまされていたが、食事の直後だったため、今は自由に話せる。


    「シェリーは、本気なのにゃ……？」


    　恐る恐るといった体ていの問いに、シェリーは事も無げに応じる。


    「もちろんですよ？　カーネスちゃんは今さら何を言っているんですか？　一昨日から何度も言ってるじゃないですか。王都を全滅させないと、私の故郷の無念は晴れませぬ」


    「おかしいにゃ！　シェリーはそんな人じゃなかったにゃ！　本当は優しいお姉さんなのに、どうして人を殺すようなことをするのにゃ！」
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    「あー、どっちかというと逆ですねー。人を殺す人が優しいお姉さんを演じてただけですよ？」


    「噓うそだにゃ噓だにゃ噓だにゃ噓だにゃあ！　絶対にそんな……」


    「はーい、静かにしましょうねー？」


    　シェリーがカーネスの頭を押さえ、再び手際よく猿ぐつわを嚙かませる。カーネスは抵抗してシェリーの指に嚙みつこうとするが、無駄な抵抗だった。


    「さて、お手並み拝見といきましょうか、シェルグーヴさん」


    　シェリーは口元に笑みを浮かべ、王おう都との方角を見た。


    



    　　　＊


    



    　シェルグーヴは高度を抑えて飛行していた。地上の人間から目撃されることを前提とした高度。囮おとりとして目に付きやすいように、あえて蛇だ行こうする。


    　仮にシェルグーヴが鳥だったら、王都の外壁をそのまま越えることもできただろう。


    　だが、竜であるシェルグーヴは対竜結けつ界かいに阻はばまれる。


    　結界は王宮を中心に発動しており、王都の全域を覆おおっている。形状は球体と言われることが多いが、厳密には平べったい扁へん球きゆう体。天井を低くして効果範囲を限定し、結界術師の負担を軽減している。


    　結界そのものは透明に近く、肉眼ではほとんど見えないが、確実にそこに存在している。人間や動物は素通りさせるが、竜族の細胞に反応して遮断する。


    　対竜結界の存在は竜にも有名で、知らない者はほとんどいないが、その実態を正しく理解できている者もまた少ない。シェルグーヴも、元王宮の結界術師、シェリーから話を聞くまでは誤解していた部分がある。


    　竜は対竜結界のことを「自分たちを寄せ付けない壁」と認識していることが多いが、それは正確ではない。


    　シェリーの説明によれば、結界の成分は壁のように薄く存在しているのではなく、内部にも詰まっているのだという。


    「ですから、中身が空からの鍋なべとかを喩たとえに用いるのは、相応ふさわしくありませぬ。喩えるなら、寒かん天てんがいいですね。人間は寒天の中で生活していて、竜さんがそこに入ることはできませぬ。どっちにしろ、外にいる竜さんが入れないということには変わりはありませぬけどね」


    「でもさあ、シェリーさん……」


    　シェルグーヴは過去を振り返る。シェリーとウォーフィアから協力を求められ、結界に関する説明を受けている最中に、シェルグーヴは疑問を抱いだいた。


    「竜りゆう王おう様は王都の中に封印されてるんじゃなかったっけ……？　今のシェリーさんの説明だと、竜りゆう王おう様もそこにいられなくなっちゃうんじゃないかな……？」


    　王おう都との全域が結けつ界かいだとしたら、竜王も結界に弾はじかれ、王都の外に追い出されることになるのではないか。そう思っての質問だった。


    「鋭いですねえ、シェルグーヴさんは。確かに仰おつしゃるとおりです。その理解で間違っていません。ただ、結界はですね、竜王さんの身体からだを避けるというか、包み込むような形になっているんですよ」


    「…………？」


    「寒かん天てんの中に小さな空洞があるとお考えください。小さなと言ってしまうと、竜王さんに失礼かもしれませんが。竜王さんはその空洞の中に閉じこめられています。周りは寒天だらけで身動きがとれませぬ」


    「ああ、なるほど……。その空洞は『王都の中』だけど『結界の外』になるわけだ……。『結界の中』に入ることはできないから、その場から動けない、と……」


    「そういうことです。何百年か前の戦いで、人類は竜王さんを殺すことができませんでしたので、こういう形の結界を作ったわけですね。で、今現在でも結界術師は同じ形の結界を維持している、ということです」


    「しかし、まだ生きていらっしゃるのが凄すごいなあ、竜王様って……」


    「飲まず食わずで数百年ですものね……。竜王さんの寿命は尽きないようですし、今のところ、人類にも竜王さんを殺す方法はありませぬ。結界で竜王さんを握り潰つぶすという試みが何度かあって、私もやらされましたが、結界術師にそこまでの力はありませぬ。結界の性質を考えれば理論上は可能ですが、竜王さんの強度を上回るだけの力など、出せませぬ」


    「人類は竜王様を殺せず、竜王様は脱出できず……。それで……？　シェリーさんはその均きん衡こうをどう崩すつもりなの……？　結界を取っ払うことなんて、そんなに簡単にできるの……？」


    「簡単ではありませぬが、条件を整えれば可能になります。そのために、高位竜であるシェルグーヴさんのご協力をお願いしたいのです」


    　そのときのシェリーの不敵な笑みを、シェルグーヴは覚えている。


    　そして、説明された内容も。


    　試す価値のある方法だと思った。


    　実際に試してみたい、試させてみたいと思った。


    　だから、シェルグーヴは躊躇ためらいなく飛ぶ。


    　旋せん回かいし、王都の城壁の門に接近する。


    　出入りを管理する兵が、シェルグーヴを察知。武器を構え始めたが、そんなものが通用するはずもない。


    「はあああ……」


    　百メートル以上離れた間合いから、陰いん風ぷう竜の息い吹ぶきである溜ため息いきをぶつける。


    　シェルグーヴ自身は結けつ界かいの中には踏み込めないが、風は結界を無視して吹き荒すさぶ。


    　猛烈な風が兵士たちを襲い、宣戦布告の合図となった。


    



    　　　＊


    



    「高位竜討とう伐ばつのため、王宮警備隊の出動を要請します！」


    　王おう都と常駐軍総司令官補佐、ハンス・ローデンの声が王宮の敷地に響いた。昨日と同じく、宝ほう物もつ庫を守護していたリサ・ガーティスとハロルド・ガーティス──非公式には、ルゥ・ガーティス──が彼の言葉を聞いていた。


    　竜が姿を現してから、すでに半刻ほどが経過している。


    　最初は竜人形態で暴れ、結界外部から風の息い吹ぶきを放ち、王都城壁を破壊して回っていた。城壁そのものは何とか持ちこたえたが、門兵や巡回兵が吹き飛ばされ、数名が負傷した。


    　常駐軍の反応は早かった。竜出現に備えた規則に沿って、小隊が現場に急行した。剣士、槍そう術じゆつ士、弓きゆう術じゆつ士、魔ま道どう師あわせて五十名。中位竜討伐を想定して鍛きたえ上げられた面々だった。


    　しかし、壊かい滅めつするのもまた早かった。


    　陰いん風ぷう竜シェルグーヴは戦士たちを上空で待ち受けた。飛行型召しよう喚かん獣に乗ってやってくる戦士たちに、正面から風を浴びせて地面に叩たたき落とし、一撃目で半数を脱落させる。風を避けてシェルグーヴと同じ高度までたどり着いた戦士たちが四方八方から斬きりかかったところで、シェルグーヴは竜形態となった。


    　尾を振り回し、爪つめを閃ひらめかせるだけで、周囲に血の花が散った。


    　巨大な質量を有する竜の攻撃。もちろん、戦士たちは竜の攻撃をかい潜くぐる訓練を受けているが、高位竜の運動性能は圧倒的だった。ものの数秒で戦士たちを一いつ掃そう。死者十名を超える惨さん事じとなった。


    　敵が高位竜と判明した時点で、常駐軍の管かん轄かつ外となる。もちろん、数千名の兵を要する常駐軍のこと、総力をつぎ込めば高位竜を倒すこともできなくもないが、それではあまりにも被害が大きくなる。


    　高位竜に対しては、王宮警備隊の精鋭をぶつけるのが決まりだった。


    「状況は把握しました」


    　兜かぶとと甲かつ冑ちゆうに身を包んだルゥ・ガーティスは、声を反響させてハンスに答える。


    「すぐに出動を手配します。常駐軍の兵を地上に待機させるよう、総司令官殿にお伝えください。私たちを援護する必要はありません。周辺住民の混乱を抑えるための働きかけをお願いしたく。以上です」


    「──了解！」


    　ルゥの言葉を受け、ハンスはきびきびと動き、馬車に乗って去っていった。


    　慌あわただしい。


    　ハンスだけでなく、王おう都と全体が浮き足立っていて、ざわめきを感じる。


    　竜の出現という非日常的な出来事に、住民たちは少なからず興奮を覚えている。


    「ねえ、リサ、どう思う？」


    「風属性の竜って話よね。ってことは、ガルズムとナリスタンの壊かい滅めつに関与している可能性が高い」


    「……やっぱりそうだよねー」


    　ルゥはげんなりした心境を隠さない。ふたりはもたらされた情報に対して、同じ印象を抱いだいていた。


    「火属性の竜と組んでるはずだから、そっちも出てくるよ、きっと。だから、風の竜にあんまり戦力を割さいたら、火の竜が現れたときに困る」


    「そうだよねー。ああ、もう！　忌いまいましい！」


    　彼女たちの予想は、劫ごう火か竜がまだ健在という誤った前提に立っており、必ずしも的確なものではなかった。


    　だが、結果として、戦力の節約は正しい方向に働く。現時点では彼女たちが知る由よしもないが、劫火竜の代わりにシェリーたちが攻めてくる。シェルグーヴ討とう伐ばつに力を掛けすぎてはいけない。


    「じゃあ、私がひとりで行ってこよっかなー」


    　ルゥは判断を下くだした。


    「私が留守の間、宝物庫ここはリサにお願いしていい？　あと、指揮の代行も」


    「はいはい。できれば早く帰ってきてねー」


    　リサは軽い調子で請うけ負うと、呪じゆ文もんを唱え始めた。召しよう喚かん術師として一級の腕を誇るリサ・ガーティスが、ルゥのために飛行型召喚獣を喚よび出す。


    「ルゥなら召喚獣なしでも戦えるでしょうけど、まあ、余計なお節介を受け取って頂ちよう戴だい」


    「ありがと、リサ」


    　辺りに召喚陣が描かれる。リサの足あし下もとを取り囲むように、十二の陣が同時に生まれ、地面が光の海と化した。通常、召喚術師は一度にひとつの召喚陣に魔力を注ぐものだが、リサはそんな常識に縛られない。あっさりと同時召喚を遂行する。


    　陣からせり上がってきたのは、十二頭の白馬。


    　首の付け根から生はえた大きな翼つばさを羽ばたかせて嘶いななく、ペガサスだった。


    



    　　　＊


    



    　シェルグーヴは王都の城壁の外、上空二百メートルの地点で何をするでもなく浮ふ遊ゆうしていた。すでに王都はシェルグーヴのことを認識しており、これ以上、自分から暴れて目を引く必要はない。


    　常駐軍の兵を何十人か一いつ蹴しゆうした後、追撃が来なくなったが、人類がこのままシェルグーヴを放置しておくはずはない。この位置に竜がいれば、王おう都とに人が出入りできなくなってしまう。経済活動が活発な王都において、流通の停滞は許されない。


    　だから、シェルグーヴはいつ攻撃されてもいいように、気を整えて地上を観察していた。


    　例えば、ナリスタンの弓きゆう術じゆつ士、ハナティアあたりの使い手であれば、地上から狙そ撃げきしてきてもおかしくはない。たいていの攻撃は高位竜の鱗うろこで防げるとはいえ、目を狙ねらわれたウォーフィアのこともある。決して油断はしない。


    　覚悟ができていたので、王宮から十二頭のペガサスが飛び立ち、全速力でこちらに向かってきても、さほど驚きはしなかった。


    　むしろ、拍ひよう子し抜けしたと言ってもいい。


    　太古の時代から勇者の供として名高い召しよう喚かん獣だが、攻撃力はさほどない。人間を乗せて飛べるという点で運搬能力は優すぐれているものの、飛行速度だけで言えば体重の軽い鳥のほうが速い。


    　神話的存在であろうと、シェルグーヴにとって脅きよう威いではない。


    　そして、人間を乗せているのは一頭のみで、他ほかの十一頭は手た綱づながあるだけで誰も乗っていないという事実を見て取って、シェルグーヴは呆あきれる。


    「もしかして、僕は舐なめられてるのかな……」


    　囮おとりという役割上、もっと多くの戦力を誘導したかったのに、王宮警備隊が寄越した戦士はたったひとり。


    　兜かぶとと仮面で顔を隠した、剣士。


    　外見的特徴はシェリーから聞いていたので、それとわかる。


    　大陸最強の剣士、ハロルド・ガーティスだ。


    「でもなあ……。まだ上空に誘導しちゃダメだな、これは……。一いつ旦たんお引き取りいただいて、部下の人たちをたくさん連れてきてもらおっと……」


    　シェルグーヴはそう呟つぶやくと、息を深く吸い込んだ。


    　息い吹ぶきを放つための予備動作。空気を思い切り溜ためて、ハロルドの接近を待つ。


    　回避できないように、ハロルドをできるだけ引きつけて放つつもりだった。風圧で押し返して、地面に叩たたき落とせれば最善。ハロルドは重力操作グラベトリーブで空中に留とどまろうとするはずなので、致命傷を与えるのは難しいが、小こ手て調べとしては悪くない一いつ手てだと考えた。


    　だが、シェルグーヴの思おも惑わくは外れた。彼ひ我がの距離が五十メートルというところで、ハロルドは前進を止めた。ペガサスは十二頭、すべてがハロルドの意思を汲くみ、その場で羽ばたき浮ふ遊ゆうする。


    　息吹は届く距離ではあるが、ハロルドほどの剣士であればおそらくかわしてしまうだろう。先走ってはならない。様子を見つつ、間合いを計ろうと決め込んだ。


    　先に動いたのはハロルド。ペガサスに跨またがったまま、おもむろに剣を抜いて両手で握る。特に変へん哲てつのない長剣だが、構えは奇妙だった。腕を捩ねじって掲かかげ、ペガサスの頭を避けるようにして切っ先をシェルグーヴに向けるという、若じやつ干かん無理のある姿勢。


    　その瞬間、シェルグーヴの思考が急速に稼動し、気配を察知する。


    　咄とつ嗟さに回避に転じた。攻撃のために溜ためていた空気を真下に吐き出し、翼つばさを振るって大おお慌あわてで上昇。


    　一瞬遅れて、ハロルドの剣が低い唸うなりを上げた。


    　刀身が爆発的に伸び、シェルグーヴの眼下、先ほどまでシェルグーヴがいた空間を通過。鋼はがねの線が景色を両断した。


    　ハロルドは姿勢を一いつ切さい動かしていない。無理な構えのまま、五十メートルの距離から攻撃を放ったのだ。


    　刀身拡張エライトーンによる、剣の質量増大。


    　これまでシェルグーヴが戦ってきた剣士の中に、刀身拡張エライトーンをこのような形で使ってきた者はいなかった。刀身拡張エライトーンは、間合いを深くし、斬ざん撃げきの重みを増すための魔術。それを、ハロルドは遠距離からの突きのために発動した。


    　回避していなければ、おそらくシェルグーヴの口こう腔こうか眼球に突き刺さっていたことだろう。


    「まさか、こんなにも伸びてくるなんてね……」


    　シェリーから得ていた事前情報で、かなり伸びるらしいとは聞いていたが、一般的な剣士の刀身拡張エライトーンは数メートルなので、せいぜいその倍程度、十メートルかそこらだろうと高たかをくくっていたが、とんでもなかった。


    　一瞬で五十メートル伸びる剣を見るという経験は、後にも先にもこれっきりだろう。


    　突きが外れたのを受けて、ハロルドは刀身の質量を戻す。急速に縮まり、元の長さになった。


    　シェルグーヴは剣をかわしたところに留とどまり、ハロルドを見下ろして言う。


    「結構驚いたなあ……。その剣ってあれだよね、竜の細胞が配合されてる竜りゆう鋼こう性だよね……？　だから、質量が変わるっていうのはわかる……。わかるけど、ここまで伸びる剣は初めて見たよ、ハロルドさん……」


    「…………」


    　仮面の剣士は無反応。


    　シェルグーヴは、反応を引き出すために、言葉を継つぐ。


    「いや、ハロルドさんじゃなくて、ルゥさんって呼んだほうがいいのかな……？」


    　表に出ていない、ハロルドの真の名前を出した。


    　公式には存在しないことになっている人物。


    　その言葉に、剣士は反応した。表情は隠れているが、身を乗り出したその姿勢が驚きの強さを表わしている。


    「あなた、その名前、どこから聞いたの!?」


    「風の便りってやつかな……。僕は風とは仲良しだから……」


    「はぐらかさないで！　その風の発生源を教えなさい！　私のことを知ってる人って、ガーティス家以外にはいないはずなんだけど!?」


    　強い口調でシェルグーヴを糾きゆう弾だんするルゥ。その声は仮面で反響して、奇妙な音色になっていたが、感情は色濃く滲にじんでいる。


    　答えはしないが、シェルグーヴの情報源は当然、シェリーだった。


    　シェリーは、結けつ界かい術師として王宮警備隊に在籍していたときに反乱を起こし、その際にルゥと交戦している。戦闘中にハロルドの頭部に放った攻撃が掠かすめ、兜かぶとが落ちて現れたのは少女の顔だったという。その場での問もん答どうの結果、シェリーはルゥの名前を入手していた。


    「教えるつもりはない、ということかしら？　じゃあ、もういいわ！　本題に入る！」


    　ルゥは苛いら立だちを露あらわにしてまくし立てる。


    「この辺であなたにうろうろされると迷惑だから、討とう伐ばつにきたの。命が惜しかったら退散しなさい。というか、本当に逃げてくれるとありがたいの。こっちは忙しいから」


    「命が惜しかったら、って言った……？　僕の命をどうこうできるつもりなの……？　君みたいな女の子が。たったひとりでさあ……。召しよう喚かん獣のほうが強そうなくらいだよ……」


    　大陸最強の剣士の矜きよう持じを、わざと逆さか撫なでするようなことを言うシェルグーヴ。挑発することで深追いを誘い、ルゥをできる限り長く王宮から引き離す。


    　案あんの定じよう、ルゥは挑発に乗ってきた。


    「まさか、私に勝てるとか思ってるわけ？　これでも大陸最強の剣士なんだけど？」


    「肩書きだけで強くなれるなら、苦労しないよね……。だいたい、それって『人間の中では強いです』ってだけの意味だよね……？　大陸最強の毛虫さんとか、大陸最強の鼠ねずみさんとか、まあ、そんな感じで……」


    「もう、わかったわよ！　よっぽど思い知りたいようね！　そこでちょっと待ってなさい！　あなたなんて本来、召喚獣なしでも楽勝なんだから！」


    　シェルグーヴの思おも惑わくどおり、ルゥ・ガーティスは技量の割りに精神的には未熟だった。ペガサスを急せかして空を斜めに駆け上がり、シェルグーヴに向けて突撃をかけてくる。


    　待ってなさいと言われて素直に待つようなシェルグーヴではない。さらに上昇してルゥから遠ざかり、間合いを維持する。


    　戦闘の舞台は、竜が有利となる天空へと移っていく。


    



    　　　＊


    



    　シェリーは王おう都とへと続く街道の脇わきに立ち、地上からシェルグーヴたちの様子を見ていた。


    　かなり遠距離で見えにくく断言はできないが、ペガサスを伴ともなって現れた戦士はおそらくはルゥ・ガーティス。予定どおり、シェルグーヴはさらに高度を上げ、王宮警備隊の最強の戦力が誘導されていく。


    「では、そろそろ行きましょうか。皆さん、召しよう喚かん獣の準備をお願いします」


    　シェリーは、仲間たちに呼びかけた。


    　武装した男女が五十名ほど集まり、それぞれ、自分が乗るための召喚獣を引き連れていた。ユニコーンを筆頭に、騎き乗じように適した馬や牛の召喚獣が並ぶ。


    　人々の様よう相そうは多種多様だった。二十代から三十代の世代が多いが、十歳足らずの少年や、六十歳近い老人も混じっている。身なりはお世辞にも綺き麗れいとは言えない。古びた服を纏まとい、髪はぼさぼさに乱れている。剣や槍やりや斧おのを携たずさえているが、新品を持っている者は少ない。ほとんどの武器は使い込まれて黒ずんでいた。


    　いずれも、戦士や魔ま道どう師としては無名。それどころか、これまで戦闘や魔術とはまるで関係のない職業だった者も多く含まれている。


    　ただし、士気は途と轍てつもなく高い。眼まなこをぎらつかせて王おう都とを睨にらみ、あるいは愉ゆ悦えつの表情でシェリーの号令を受け入れていた。独特の緊迫感と高揚感が場に満ちていた。


    　シェリーが王都侵攻のために、方々の町や村から集めた面々。王都に強い恨うらみを持つ者に声をかけ、武器を与えて戦士や魔道師として鍛きたえ上げたのだ。


    　皆、王の治世、とりわけ、防衛戦力の独占、王都一極集中への不満を募つのらせている。シェリーと同じく、自分の町から戦力を徴収された結果、竜の襲撃に対処できなくなり、家族を喪うしなった者が大勢いた。


    　彼らとともに、シェリーは王都になだれ込む。


    　当然、王都に比べれば、こちらの五十名の戦力など、愚かしいほど小規模だ。


    　王都常駐軍からいくつかの小隊がガルズムやナリスタンの調査に出払っているが、それでも数千人の兵が残存しており、慰なぐさめにもならない。加えて、軍の兵より数段格上の少数精鋭、王宮警備隊も控えている。素しろ人うとに毛が生はえた兵五十名程度では、まともにぶつかってしまえば勝ち目はない。


    　だが、シェリーはまともにぶつかるつもりはない。


    　戦争で勝利を収める必要はない。


    　重要なのは一点、王宮の宝ほう物もつ庫にたどり着けるか否いなかである。


    　五十名のうち数名を王都の方々に散らし、同時多発的に暴動を起こさせ、常駐軍の戦力分散を図る。残った四十名強で一気に要所を攻め、番兵を圧倒して王宮敷地内に侵入する手はずだ。


    　カーネスを運ぶのは当然、首領であるシェリー・モットレイ。すでに、自分用のユニコーンにカーネスを乗せて、縛って拘束してある。カーネスは抵抗するのにも疲れたようで、大人おとなしくしている。


    　召しよう喚かん獣の鳴き声が重なる中、シェリーは周囲の面々に淡々と語る。内容が内容なだけに、声を張り上げることはできない。


    「いよいよですね、皆さん。気分はいかがですか？」


    　シェリーは仲間たちを気き遣づかって呼びかけた。それぞれ個人差はあるが、表情が強こわ張ばっている者が多かった。緊張のあまり、顔面蒼そう白はくになっている者もいる。これからの攻防で、彼らの多くはかなり高確率で常駐軍に捕ほ縛ばくされ、悪くすれば命を落とすことになる。精神的に平静を保てというのは無理な話だ。


    　仲間たちは無言だったが、表情が精神状態を雄弁に語っている。


    「緊張するのも恐怖するのも構いませぬ。私だって、皆さんと同じ人間です。気持ちはよくわかるつもりです。強い敵と戦うのは怖いですし、囚とらわれるのも怖いですし、死ぬのも怖いです。人間として自然な反応ですから、恥じることはありませぬ」


    　シェリーは柔にゆう和わな笑みを見せる。


    「それどころか、私は皆さんを尊敬しています。人が一番恐れなくてはならないのは、失敗することや死ぬことではなく、行動することなく一生を終えることです。ここにいる皆さんは、行動することをきちんと選べた、勇気ある方々です。現状を変える力を持った方々です。それだけで素晴らしいことだと思います」


    　シェリーの人じん心しん掌しよう握あくの基本は、相手を褒ほめるところにある。それは、幼いカーネスに結けつ界かい術を指導するときも、自分より遙はるか年上の面々に対するときも変わらない。


    「そんな皆さんと共に戦えることを、心から嬉うれしく思います。後は、やりきるだけです。緊張しても恐怖してもいいですから、最後まで、精一杯行動しましょう。これ以上、私たちと同じ思いを味わう人が増える前に、王おう都とに、王宮に、故郷を奪われた私たちの心からの思いをぶつけましょう」


    　これから行おこなう作戦を言葉で飾り、シェリーは演説を締める。


    　五十名の表情はいくらか解ほぐれていた。力を込めて頷うなずく面々。シェリーは彼らの強い復ふく讐しゆう心を改めて引き出すことに成功していた。


    　シェルグーヴがルゥを相手にどれだけ戦えるか、どれだけ時間を稼げるかは未知数だ。シェリーはシェルグーヴが敗北することを想定し、ルゥが戻ってくる前に迅じん速そくに事を運ばなければならない。


    「では、列を整えてください」


    　隊列はすでに決まっている。縦三列の陣形で力の強い男を最前列に配して尖せん兵ぺいとする。シェリーとカーネスのユニコーンは列の中腹。左右の列に守られ、攻撃を受けにくい位置につく。


    　全員の準備が整ったのを見て、シェリーは告げる。


    「進軍！」


    　重厚な足音が鳴り出し、加速しながら王都へと近づいていく。


    



    　　　＊


    



    　シェルグーヴとルゥ・ガーティスは、戦いながら雲の上にまで到達していた。上には青空、下には雲の海があるのみ。日差しを遮さえぎるものは何もなく、ときおり眩まぶしさを覚える。


    　シェルグーヴが上、ルゥとペガサスの群れが下という位置関係。雲の色はペガサスの身体からだの保護色となり、見事に溶け合っていたが、シェルグーヴを撹かく乱らんする効果はなかった。兜かぶとと甲かつ冑ちゆうの剣士だけは明らかに異質で見み紛まがいようがない。


    「はあああ……」


    　シェルグーヴはルゥに向けて息い吹ぶきを放った。距離はおよそ百メートル。ルゥの剣の間合いの外、安全を確保した上での攻撃だった。


    　ルゥは、シェルグーヴの予備動作を見み逃のがしていなかった。息吹が来る瞬間を完かん璧ぺきに見切り、放たれた直後にペガサスの手た綱づなを操あやつった。十二頭の群れが綺き麗れいに二ふた手てに別れ、風を避ける。


    　空から振ぶりとなった風は雲の流れを大きく変える。そこだけ雲が薄くなり、地上の景色が覗のぞき見えた。


    　直後、ルゥのペガサスが浮上。竜の息吹は連続では放てない。シェルグーヴが息吹を放った直後が、間合いを詰める好機だった。


    　距離五十メートルまで迫った瞬間、ルゥは剣を振るった。


    　シェルグーヴは最初、刀身を視し認にんできなかったが、反射的に尾を動かした。自分の左後脚あしを守るように尾を掲かかげ、鱗うろこで剣を弾はじき返す。剣の質量は即座に戻り、まるで消失したかのような速度で縮んだ。


    　傷は負っていないが、痛みはある。剣を受けたところが痺しびれている。


    　かねて計画していたとおり、雲の上まで誘導できたにもかかわらず、シェルグーヴに余裕はない。


    　ルゥの剣術は想像以上の水準だった。


    　通常の剣士は、刀身拡張エライトーンで剣を巨大化させてから振るうが、ルゥは振り始めた後で剣を巨大化させている。竜を斬きる、身体に当たる寸前になってようやく刃やいばが伸びてくるのだ。このため、シェルグーヴにはぎりぎりまで刃を視認できない。気がつけばすぐ横にまで刃が迫っている。さながら、不ふ可か視しの剣。高位竜の反射神経と鱗の強度で何とか防いでいるが、中位以下の竜なら、何が起きたのかもわからず斬られて絶命するだろう。


    　加えて、ルゥの膂りよ力りよくは半端ではない。


    　たった一撃でシェルグーヴを痺れさせたのもそうだが、最大の驚きはその後。尾で弾かれた剣を手放さずに握っているというのが信じられない。


    　あれだけの長さの剣の先端に衝撃があったのだ。てこの原理によって、ルゥの両手両腕には尾の一撃の何倍もの力が加わったはずである。それなのに、ルゥは痛がる素そ振ぶりを見せない。兜かぶとと仮面で素顔を隠しているため、仮面の下で物もの凄すごく痛がっているという可能性もないではないが、たとえそうだとしても、耐えたところが恐ろしい。


    　そして、もうひとつ。ルゥの心肺能力だ。


    「人間なのに、この高度でよく戦えるねえ……」


    　シェルグーヴは素直に感嘆した。時間稼ぎを兼ねた会話。ルゥはシェルグーヴの真意を読まず、あっさりと話に乗ってくる。


    「馬ば鹿かにしてるの!?　言っとくけど、大陸最強の剣士よ!?　高いのを怖がるわけないじゃない！」


    「いや……、怖いとかじゃなくて、気圧とか気温とか……」


    　シェルグーヴは呆あきれながら補足を入れる。


    　王宮を守護する責任者のルゥが、空中戦に慣れているとは思えない。


    「この環境は不慣れなはず……。動きは絶対に鈍にぶるはず……。なのに、ルゥさんの動きは俊しゆん敏びんそのものだと思ってさ……」


    　やはり、魔力で心肺機能を補助しているのだろうか。


    　昨日、シェリーに作戦を披ひ露ろうした際は、特に何も言われなかった。もし、シェリーがルゥの能力を完全に把握していたのだったら、その場で指摘してきたはずだ。ルゥはシェリーの知らない魔術を使っているのかもしれない。やはり大陸最強の剣士は、シェリーよりも一枚上うわ手てだったか。


    　そう推測したが、それが誤りだと知る。


    「いや、あなたの言うとおり動きは鈍ってるよ？　私」


    　ルゥは小さく首を傾かしげて言った。


    「ここって凄く寒いし、何か疲れやすいよね。早くもちょっとだるさを感じてきた。だから、さっさとあなたを片づけたいと思うんだけど──」


    　シェルグーヴは、思わず目を見開く。


    　ルゥは、何の対策もなしに超高高度の空中戦に臨み、剣を振るっていた。


    　力を大幅に制限された状態。


    　動きが鈍いと自ら認めるこの条件下で、あれだけの剣技をやってのけたというのか──。


    「空に誘導してよかったよ……。これは、心底から思った……。地上だったら確実に僕の負けだったね……」


    「ここでだってどこでだって、あなたの負けは動かないけど、どっちかと言うと、あなたはこの高さのせいで死ぬと思うよ？」


    　唐とう突とつなルゥの言葉。


    　シェルグーヴには、ルゥの言わんとしていることがわからない。


    　そんなシェルグーヴの狼ろう狽ばいを察したか、ルゥは念押しとばかりに指摘する。


    「翼つばさを失ったら、まっさかさまじゃない？」


    　突如、ルゥはペガサスを駆った。戦闘再開。正面から接近するのではなく、間合いを保ったままシェルグーヴの真下を潜くぐり抜けるような動き。他ほかの十一頭とともに、シェルグーヴの背中側に抜け出た。


    　だが、そんな単純な動きで背後がとれるはずもない。


    　シェルグーヴは余裕を持ってその場で回転。ルゥとペガサスの動きを目で追う。


    　ルゥの指摘は、確かに正しい。


    　もしも翼を斬きられたら、シェルグーヴは飛行不可能になる。周囲の気流を操あやつって飛行を補助するシェルグーヴではあるが、気流は翼で受けてこそ効果を発揮する。胴体や四肢で風を受けたところで、十分な浮力は得られない。


    　だから、背後をとらせるわけにはいかない。


    　高位竜の翼ともなれば、剣を弾はじく程度の強度はあるが、それに頼っていては命取りになる恐れがある。ルゥの剣の腕前を知っているから、警戒は解かない。油断なく、ルゥの姿を視界に収め続ける。


    　ルゥはシェルグーヴの姿勢を確認し、ペガサスの群れを旋せん回かいさせた。また先ほどと同じ動きで下を潜り抜けにいく。


    　何度やっても同じことと、シェルグーヴもルゥの動きに合わせて回転しようとした。


    　そのとき、低い唸うなりが響いた。


    　ルゥはシェルグーヴの真下にきた瞬間に、剣を真上に向けて刀身拡張エライトーンを発動させていた。


    　背後をとるための動きと見せかけた上での奇襲。


    　天空に向けて、死の切っ先が爆発的に伸びた。


    　間合いはいつの間にか詰められており、剣は正確にシェルグーヴの翼へと向かう。


    　シェルグーヴは、後脚あしで蹴けって突きの軌き道どうを変えた。


    　切っ先は逸それて、あらぬ方向へと伸びていく。


    　攻撃が不発に終わったと見て、ルゥは即座に剣の質量を戻す。シェルグーヴに反撃の機会を与えない。


    「ほんとに油断ならないね……」


    　シェルグーヴは眼下の剣士に吐き捨てる。ルゥの手元にある剣は、今は一メートルもない。あんな小さな棒切れが、遠距離から超高速でシェルグーヴの命を狙ねらってくるとは。


    　と、そこまで考えて、シェルグーヴは思い至った。


    「もしかしてさあ……」


    　まだ妄想の域を出ない考え。しかし、シェルグーヴの声は興奮で上うわ擦ずる。


    「その剣って、竜りゆう王おう様の細胞が入ってたりするの……？」


    　刀身拡張エライトーンは、竜の細胞の質量変化の原理を活用した魔術だ。だから、基もととなる竜の細胞の性質によって、刀身の最大形態の大きさも変わってくる。


    　質量変化の幅がこれだけ大きな竜について、他ほかに心当たりはなかった。高位竜でも、竜人形態と竜形態での体長の差はせいぜい十倍から二十倍というところ。それ以上となると竜りゆう王おうしかいない。


    　ルゥは答えあぐねて沈黙している。それを以もつて、シェルグーヴは肯定と受け取った。


    「やっぱり竜王様は凄すごいや……」


    「あなたって、竜王を尊敬しているの？」


    　ルゥが問いかけてきたので、シェルグーヴは素直に答える。


    「それはもう……。尊敬というか、憧あこがれかな……。ご先祖様のご尊そん顔がんとお力を拝おがんでみたいっていうのはあるよね……。竜王様が伝説どおりの力を持っていらっしゃるなら、きっと面倒なことが減って、楽しくなりそうだし……」


    　多くのことを面倒がるシェルグーヴにとって、戦闘力は面倒を軽減するための手段だった。食料を得たり、縄張りを守ったりという面倒も、高い戦闘力があればすんなりと解決する。鍛きたえれば、面倒が減っていい。その極きよく致ちが伝説上の竜王という存在だった。


    「ふうん。種族としての帰属意識が半分、純粋な興味が半分ってところかしら、竜族の帰属意識は薄いって思ってたんだけど、例外もあるんだねー。火の竜とつるんでるって話も聞いてるし」


    　ルゥはシェルグーヴの言葉を自分なりに解釈して、尋たずねる。


    「あなたの、いえ、あなたたち二匹の目的は、竜王の解放？」


    「…………」


    　ルゥは正しく察してきた。シェルグーヴはすべてを正直に話すわけにはいかない。シェリーのことがばれれば、囮おとりとして失敗だ。


    　しかし、戦闘を長引かせるために、話に乗るのは悪くない。


    「そうそう、そのとおりだよ、ルゥさん……。僕らは竜王様の復活のために手を組んだんだ……。王おう都との外で暴れて脅おどせば、要求を呑のんでくれるかなと思ってさ……」


    　シェルグーヴは虚実を交えて回答を作った。シェリーのことを伏せたまま、ルゥの興味を惹ひくことができる。


    「要求を呑むまで、僕たち二匹がかわりばんこで暴れ続ける……。そうなると、王都は困るよね……？　結けつ界かいがあるとはいえ、被害ゼロというわけにはいかないよ……？」


    「暴れるのをやめてほしかったら、竜王の封印を解けってこと？　そんな要求、呑むわけないじゃん！　竜王を出した時点で、高位竜二匹よりも何十倍、何百倍も危険なんだし」


    　ルゥは正論を告げ、また尋ねる。


    「火の高位竜って、たぶん、名前は劫ごう火か竜ウォーフィアでしょう？　今、ウォーフィアはどこにいるの？」


    「あ、正解だね……。知ってたんだ……？」


    「地方都市を襲うので有名な竜だったしね。これまでは王おう都とから遠かったから大目に見てきたけど、さすがにガルズムとナリスタンを潰つぶしたのはやりすぎだよ？　王都に近すぎる。で、今、ウォーフィアはどこに？」


    「ルゥさんは、被害が王都に近いかどうかで判断するんだね……」


    　シェルグーヴは、ルゥの言葉尻じりを捉とらえた。


    「王都から遠い人のことは、あまり考えてないってことかな……。竜族の帰属意識がどうとか言ってたけど、人類の帰属意識って本当に厚いの……？」


    「もう！　はぐらかさないで！　さっさとウォーフィアの居所を教えなさい！」


    「面倒だなあ……」


    　強い雌めすに喚わめかれるのは面倒だ。


    　竜りゆう王おうが復活すれば、こんな面倒なこともなくなるだろう。


    　王宮を襲うシェリーの首尾を、シェルグーヴは祈る。


    「……あ」


    　祈って、地上に意識を向けたのをきっかけに、シェルグーヴはルゥの策に気がついた。


    　ルゥが喚いていたのはウォーフィアの情報を求めたからではなく、ましてや、精神的未熟さから激げき高こうしたからでもない。シェルグーヴの注意を引き、ペガサスの布ふ陣じんを整えるためだ。


    　十二頭いたペガサスだったが、今、ルゥの周りから半分の六頭が消えていた。


    　羽は音おとが、背後から聞こえてくる。消えたペガサスたちは、シェルグーヴの後方に回り込んで、取り囲むように浮ふ遊ゆうしていた。


    　同時に、ルゥは自分が騎き乗じようしていたペガサスの背に直立した。


    　ペガサスの背中を足場にして空中を走り、攻撃を仕掛けるつもりだ。重力操作グラベトリーブを極めた剣士のこと、ペガサスの背中を跳び移るのはお手の物だろう。宣言どおり、執しつ拗ように翼つばさを狙ねらってくるに違いない。


    　だが、竜の背後は死の領域でもある。


    　シェルグーヴは尾を振り回す。迂う闊かつに間合いを狭せばめすぎていたペガサスの頭部に着弾し、そのまま薙なぎ払った。一撃で絶命。命を失った召しよう喚かん獣の身体からだは、光の粒になって異世界に飛ばされた。


    「確かに、僕は翼を失ったら飛べなくなるけど、ルゥさんもペガサスを失ったらおしまいだよね……？」


    「…………」


    　シェルグーヴの指摘に対して、ルゥは無言。


    　シェルグーヴが翼を失うのが先か、ペガサスが全滅するのが先か。


    　直接的な攻撃がお互い決め手を欠く現状、これで勝負が決まるだろう、とシェルグーヴは判断した。


    　先に動いたのはルゥ・ガーティスだった。六頭となったペガサスの群れが発進。その上を飛び移りながら、シェルグーヴに接近してくる。


    　間合いを詰められる前に、背後の五頭を処理したいシェルグーヴだが、ルゥから迂う闊かつに目を離すわけにはいかない。目を離した瞬間に、突きが伸びてくる可能性が高い。


    　シェルグーヴは、息い吹ぶきを放つことにした。


    「はあああ……」


    　溜ため息いきが強風を巻き起こすが、ルゥを引きつけて放ったわけでも、隙すきを突いたわけでもない。当然、ルゥと六頭の群れは例によって左右に分かれ、風の直撃を避けてやり過ごす。


    　シェルグーヴのほうも、機動性を増したルゥに当たらないのは承知の上だった。


    　シェルグーヴの狙ねらいはあくまで背後のペガサスだった。


    　息吹の反動で、シェルグーヴの巨体が後方に流れる。


    　普段のシェルグーヴは、息吹を放つ際に地面に強く後脚あしを食い込ませて踏ん張り、あるいは翼つばさを強く羽ばたかせることによって、自らがその場から動かないように工夫をしている。息吹の軌き道どうの安定性と攻撃力を維持するために必要な行動。だが今回、シェルグーヴはあえて翼を休め、息吹で自分を動かした。前方のルゥから目を離さず、後方へ移動。


    　背中に手て応ごたえがあった。ペガサスが一頭、シェルグーヴの巨体を避けられず、消滅した。


    　間まを置かず、素早く前脚を閃ひらめかせ、左右にいた二頭を捕まえる。


    　竜の爪つめが身体からだに食い込み、苦痛の嘶いななきを上げるペガサス。この場で握り潰つぶすこともできたが、シェルグーヴはあえてそうせず、残った二頭に向けて放り投げた。


    　両方とも命中。直撃による全身打だ撲ぼくで、四匹が同時に消滅した。


    　一瞬にして、背後に回り込んでいた五匹が全滅。


    　ここまで時間稼ぎを重視し、受け身の戦い方をしてきたシェルグーヴが、攻勢に転じて牙きばを剝むいた。


    　それを見たルゥはシェルグーヴへの接近を止やめた。直立体勢から再び騎き乗じよう体勢に戻り、六頭のペガサスを下降させる。


    　ペガサスの群れは、雲の海の中に沈んでいく。シェルグーヴから縦方向に離れていき、雲の向こうに消えていった。


    　姿を隠した敵に対して、シェルグーヴは一瞬、判断を迷った。


    　自分もルゥを追って雲の中に突入するという手もあるが、両者見えない中での不意打ち、出会い頭がしらの斬ざん撃げきが怖い。


    　次いで思い立ったのが、息吹で雲を吹き飛ばしてルゥの位置を確かめることだったが、息吹の直後が隙になってしまう。先ほどの攻防で似た展開があったことを思い出す。ルゥはその再現を狙ねらっているのかもしれないと考え、思いとどまった。


    　となれば、待つのが一番だ。ルゥとペガサスが浮上して攻撃を仕掛けてくるのを待ち、迎げい撃げきする構え。雲から十分に高い位置、距離をとって奇襲に備える。


    「…………？」


    　静せい寂じやくな時間が過ぎていく。


    　聞こえてくるのは、風の音だけ。


    　十秒経たち、二十秒経ち、一分経とうという頃になっても、雲が風にゆっくり流されるだけで、それ以外の不ふ穏おんな動きは一いつ切さいない。


    　ルゥは焦あせらせる作戦に出たのか。


    　シェルグーヴの集中力が切れた頃を狙うつもりか。


    「あ……、待てよ……？」


    　別の可能性に思い至った。


    　まさかとは思うが、ルゥがシェルグーヴを置き去りにして、王宮に戻ったという可能性がある。今、シェリーは王宮を襲撃しているはずだ。何らかの方法で王宮の危機を察知して、とって返すことにしたのか。もしかしたら、時間稼ぎの会話の中で手掛かりを与えてしまったのかもしれない。


    　追ったほうがいいか。


    　そう思い、シェルグーヴが下降を始め、雲に近づこうと決めたところで、戦せん況きようは動く。


    「──なっ!?」


    　この時を狙ったかのように、雲から次々とペガサスが飛び出した。シェルグーヴの知識の範囲外だが、さながら、びっくり箱の様よう相そう。躊躇ためらいなしに垂直上方に、シェルグーヴに向かって突撃してくる。


    　だが、シェルグーヴは反応した。


    　垂たらしていた尾に力を込め、奔はしらせる。


    　巨大な鞭むちはペガサスの突撃などより遙はるかに重い。左から右に振った一撃でペガサスを三頭打ち払い、往復の復路でさらに三頭捉とらえた。


    　何の抵抗もないかのように振り抜かれ、六頭を絶命させたのだ。


    「ねえ……、よく考えたら、明らかにおかしいよね、これ……？」


    　シェルグーヴは違和感を抱いだき、呟つぶやいた。


    　ルゥと共に雲に潜もぐったペガサスは六頭だったはず。


    　今、シェルグーヴは確かに六頭葬ほうむった。


    　だが、そんなことはあり得ない。


    　ルゥは足場として、少なくとも一頭を確保しているはずなのだ。


    　シェルグーヴの脳のう髄ずいが働き、この現象を解釈しようとしたが──、


    



    　結論に到達する前に、シェルグーヴの背中に熱が走った。


    



    　見れば、シェルグーヴの翼つばさが消えていた。


    　何が起きたのか脳が理解を拒むが、こうなってはもはや明らか。


    　死角から、斬きられた。


    　傷の断面から流れる血潮。


    　目を下に向けると、切り離された翼が、回転しながら落下していた。


    　そして、シェルグーヴ自身も、ただ落下するしかない。


    「ああ……、あああああああ！」


    　落ちていくシェルグーヴとすれ違うように、ルゥ・ガーティスの甲かつ冑ちゆう姿が雲から浮上して露あらわになった。手には竜りゆう王おうの剣。質量はすでに戻してあるが、刀身は血に濡ぬれている。シェルグーヴの血だ。


    　ルゥはペガサスを囮おとりにしてシェルグーヴの攻撃を誘い、隙すきを狙ねらいすまして時間差で剣を振るったのだ。卓たく越えつした剣技は、シェルグーヴの翼の根元の鱗うろこの隙間を正確に捉え、一撃で左右両方の翼を斬り飛ばした。


    　だが、足場は？


    　確かに、ペガサスはすべて薙なぎ払ったはずだった。


    　実際、ルゥの足あし下もとには、何もない。


    　事ここに至って、結論は明らかだった。


    「私って、召喚獣なしでも空中戦できちゃうんだよね」


    　重力操作グラベトリーブは、自身にかかる重力を増減させる魔術である。卓越した戦士は、重力を大幅に減少させることで、常人の数十倍の跳躍を行おこない、空を飛ぶ竜に斬りかかることができる。


    　ルゥは、その上をいっていた。


    　重力操作グラベトリーブによる、浮ふ遊ゆう。


    　重力を消すどころか、反重力を発生させるという前人未踏の境地にまで到達していた。


    　ルゥがペガサスに騎き乗じようしてやってきたのも、ペガサスの背中を跳び移りながら戦っていたのも、すべてシェルグーヴを引っかけるための噓うそだったのだ。


    「バイバイ、翼がないと飛べない、高位竜さん」


    　ルゥの姿が遠くなっていく。


    　前脚あしを伸ばして摑つかもうとするが、届かない。


    　やがて、雲に紛まぎれて見えなくなった。


    　抗あらがいようのない落下。


    　落下点が深い海や湖ならば、助かる可能性がわずかに生じていたところだが、王おう都とは内陸部に位置する。案あんの定じよう、眼下に広がるのは王おう都とから少し離れたところにある森林。もはや生存の望みは消え失うせた。


    「竜りゆう王おう様に、お会いしたかったけどなあ……」


    　落下しながら呟つぶやくシェルグーヴ。


    　改めて、首を捩ねじって背中の傷を見る。


    　竜王の細胞を取り込んだ剣による傷。


    　竜王の一部が、シェルグーヴの翼つばさを通過し、断ち切ったのだ。


    　拒絶されたかのような、絶望。


    「はあああ……」


    　真下を向いて溜ため息いきをつく。シェルグーヴの生涯の中でも、最も強い息い吹ぶき。大量の空気が長く長く放たれ、シェルグーヴの落下を減速させる。


    　だが、致命傷を避けることは到とう底ていできない。もといた高度があまりにも高すぎた。


    　巨体が森林の木々の中に墜落。


    　無数の葉を散らし、枝を折り、幹を倒し、轟ごう音おんを上げながら、森林に呑のみ込まれ、陰いん風ぷう竜シェルグーヴは絶命した。


    



    　遙はるか上空。ルゥ・ガーティスは、シェルグーヴの落下を見届けることもせずに、頭を切り替えていた。


    「ああ、もう！　時間使いすぎちゃった！」


    　ルゥとしては、それこそ瞬殺するつもりで出陣したのだが、シェルグーヴが上空への逃げに徹したため、間合いをなかなか詰められなかった。


    　竜にしては珍しい態度だったと、ルゥは当然気づいている。


    　明らかに、時間稼ぎの意図が見えた。


    　ルゥを王都から引き離すことで、何らかの利益を得ているのだ。


    「嫌な予感がする……」


    　そう呟き、ルゥは重力操作グラベトリーブを緩ゆるめ、ゆっくりと落下し始めた。


    　このまま地面に墜落するとシェルグーヴと同じ運命になってしまうので、重力の軽減は継続し、速度を慎重に抑制する。


    　負傷しないようにゆっくりと、しかし、同時に、できる限り早く王宮に戻りたい。


    　シェルグーヴがルゥの名前を知っていたというところから、シェルグーヴの背後にいる存在はかなり限定できる。


    　ガーティス家の者が血迷って竜に情報を流したのでなければ、他ほかにルゥのことを知るのはひとりだけだ。


    「シェリーしかいないよね、やっぱり……」


    　かつて結けつ界かい術師として王宮警備隊に在籍した天才少女。


    　竜りゆう王おう復活を企たくらみ、失敗して逃走した後、行方がわからなくなっていたが、今度は竜を手て駒ごまに使っているのか。人類と相あい容いれない種族である、竜を。


    「どこまで堕おちるのよ、あなたは！」


    　ルゥは腹の底から怒鳴る。遙はるか遠い王おう都とに、ルゥの声は届かない。ただ、彼女自身が身につけている仮面と兜かぶとを震わせるだけだった。


    



    　　　＊


    



    　突入部隊は、本隊四十六騎き、遊撃部隊五騎という編成だったが、本隊のうち、すでに十騎以上が取り押さえられた。


    　王都城壁の衛兵を振り切り、突破する際の攻防で五騎。王宮に向かう途中、常駐軍と戦闘になり、そこでも五騎。他ほか、シェリーの気づかぬ間に数騎脱落していた。


    　脱落者の中心は、体力で劣る年寄りや少年少女。兵の腕力で攻撃を受け止められ、取り押さえられてしまったのだ。気の毒に思うが、シェリーは振り返らない。この程度のことは当たり前なのだ。王都の警備の厳しさからいえば、むしろ、もっと大人数が拘束されてもおかしくはなかった。


    　そして、ここからはさらに多くの犠ぎ牲せいが必要になる。


    　王宮の外壁が見えてきた。


    　高さは二階建て家屋に匹ひつ敵てきする。出入り口となる門は裏口を含めても三か所。そのいずれにも王宮警備隊の戦士が複数名配置されているが、今日はその数が異常に多い。それもそのはず、シェリーたちの突入の情報がすでに王宮にも伝わっており、王都常駐軍と王宮警備隊は厳げん戒かい体制を敷いていた。


    　機動性を重視し、警棒のみを装備した巡回兵だけで二十名以上。


    　その上、王宮警備隊の剣士と拳けん闘とう士が番兵を務つとめている。


    　人数ではこちらがやや勝まさるが、地力は圧倒的に劣るだろう。全員が召しよう喚かん獣に乗っていたとしても、王宮警備隊の兵がふたりもいるという時点で、普通の盗賊団なら詰む。


    　だが、突入部隊は止まらない。


    　シェリーは中ちゆう衛えいに位置するユニコーンに跨またがりながら、両手を手た綱づなから離す。危うげな姿勢を何とか保ちつつ、両手に魔力を集中させた。手のひらに、輝く魔力の輪が生成される。


    　前方の兵が衝突する前に、輪を投げ放った。


    　ふたつの輪が同時に、回転しながら飛んでいく。


    　狙ねらうのはもちろん、王宮警備隊の戦士ふたり。彼らの動きを封じるため、シェリーは縛ばく鎖さ魔術を発動させたのだ。


    　戦士たちは魔術の正体を見極めて反応。回避は難しいと踏んで、剣と拳こぶしとで魔力の輪を破壊しにかかる。


    　縛ばく鎖さ魔術の魔力の輪は物理的に破壊可能なため、彼らの選択は決して間違いではなかった。


    　だが、それは並の魔ま道どう師の縛鎖魔術だった場合の話だ。


    「何──!?」


    　剣士の剣が、拳闘士の右拳が、それぞれ魔力の輪に受け止められ、封じられた。彼らが慌あわてて押しても引いても、その場から動かない。


    　着弾した物をその場に留とどめ、固定するのが縛鎖魔術。術師が込めた魔力を上回る力でないと引きちぎれないこの魔術。シェリーが全力で使えば中位以下の竜ですら拘束される。


    「今です！　皆さん、突撃です！」


    　シェリーの声に従い、気勢を上げて特攻する兵たち。最前列は半人半獣のケンタウルスに任せてあり、巡回兵の警棒程度の攻撃は難なく払い落とせる。だが、巡回兵たちの数は多い。警棒で召しよう喚かん獣や騎き乗じよう者を激しく打ち、乱戦となる。突入部隊の召喚獣が数体、致命傷を受けて消滅。引き換えに巡回兵たちを昏こん倒とうさせる。


    　落馬者を何人も出しながらも、力押しがついに実る。突破口を開いたのはケンタウルス。腕力に物を言わせて巡回兵の頭を素す手でで摑つかみ、門もん扉ぴに叩たたきつけた。扉とびらは閂かんぬきごと破壊され、開かれた。


    　残った巡回兵を蹴け散ちらし、王宮敷地内に突入。


    　不法に足を踏み入れた時点で、王への反逆と見なされる。王おう都と内での暴動どころではない罪だ。シェリーたちがもし捕まれば、ほぼ間違いなく死罪となる。裁判を待たず、この場で殺されることも十分にあり得る。


    　だが、全員、その覚悟はできている。命いのち懸がけで王都に復ふく讐しゆうすると決意した面々だった。


    　残っている突入部隊はシェリーを含めて、十一騎き。


    　門を入ってすぐに庭園がある。ここには王宮警備隊の兵は配置されていない。芝しば生ふを堂々と踏みつけて前進する。


    　隣接して建つ、王宮と宝ほう物もつ庫に接近。


    「ジェロームさん、ホレイゾさん、ノーマンさん、お三さん方かたは王宮へ！　他ほかの方々は私と宝物庫に突入！　お願いします！」


    「──了解！」


    　シェリーが指揮をとり、二ふた手てに別れる。


    　突入部隊の真の目標は宝物庫だが、戦力を割さいて王宮本殿にも送る。


    　王宮警備隊に、こちらの狙ねらいを悟さとらせないようにするための囮おとりだった。


    　警備は王宮本殿のほうが厳しい。王族が暮らしている他に、結けつ界かい術師たちもここで生活しており、日々、交代で結界を発動して王都全域を守っている。彼らに危険がないように、王宮警備隊の戦士が常に数十人、警戒に当たっている。


    　シェリーですら突破を諦あきらめた絶望的な難関。そこに送られた三人は、言ってしまえば捨て駒ごまである。どうしても必要な犠ぎ牲せい。彼らがいなければ、突入部隊の本ほん懐かいが見破られ、宝ほう物もつ庫の警護が強化されてしまう恐れがある。予あらかじめ打ち合わせしたとおり、三人には絶対に勝てない戦いに挑いどんでもらう。


    　シェリーたち八騎きは宝物庫に近づいていく。


    　窓のない、巨大な直方体状の建造物だった。曇くもり空に向けてまっすぐ立ち、下から見上げると、まるで雲を貫つらぬかんとする威容。高さは六十メートルはあるだろうか。シェリーがこれまでに見た建物の中でも最大級だ。近づけば近づくほど、存在感が増していく。


    　宝物庫の警護は、通常、王宮警備隊の兵ふたりが受け持っている。


    　同じ警備隊所属でも、門にいた兵たちよりも格が数段上。時間帯によって顔ぶれは変わるが、警備隊の中でも最上位に近い戦士が、どの時間にも必ずふたりいるはずだった。


    　だが、そこにいたのはひとりだけだった。


    　王宮警備隊専用の白いローブを着用した女。


    　魔ま道どう師、リサ・ガーティス。王宮警備隊隊長の副官を務つとめる実力者だ。


    　常に隊長のそばにいるはずのリサだが、今はひとり。それが意味するところを、シェリーはよくわかっていた。


    　ルゥ・ガーティスは、シェルグーヴ討とう伐ばつのために出払っている。


    　ルゥが戻る前にリサを倒せば、すべては終わる。


    　だが、リサは冷静だった。召しよう喚かん獣に乗った侵入者八人を前にして、動揺は一いつ切さいない。十じゆう全ぜんに魔力を練り、侵入者を引きつけて発動する。


    「召喚解除アンサモン！」


    　リサの手のひらから膨大な魔力が奔はしる。八体の召喚獣それぞれに対して光の帯が着弾。召喚獣たちは雷かみなりにでも打たれたかのようにその場で跳はね、次の瞬間には消滅していた。


    　リサが発動したのは、召喚呪じゆ文もんによって喚よび出された召喚獣を強制的に異世界に還かえす魔術だった。彼女の前では、召喚獣での戦闘は不可能。竜との戦闘では役に立たないものの、同じ魔道師を相手取る際には極めて高い効果を発揮する。使い手の少ない魔術だが、王宮の要所を守護する役割上、リサは同時に数十体を対象に発動できるほど修練している。


    　召喚獣を失い、騎き乗じよう者たちは無ぶ様ざまに転倒することになった。あまりに急なことに受け身をとれず、頭から地面に落ちて痛がっている。


    　発動を先読みしていたシェリーは、無事に着地していた。リサとは面識があり、使用する魔術も知っていたため、召喚解除アンサモンは予想できていた。縛られたカーネスを両手に抱かかえ、一いつ旦たん、地面に横たえる。膝ひざをついた体勢で、リサを睨にらむ。


    「シェリー・モットレイ……！」


    　反乱に失敗して以来、行方不明になっていたシェリーが目の前に現れたことに、リサは驚いたが、硬直から一瞬で立ち直った。突発的事態にも、リサの精神は申し分なく反応。シェリーたちを捕らえるために拘束植物エンゲイジを召しよう喚かんしにかかる。リサの足あし下もとに光の線で複雑な文もん様ようが描かれ、召喚陣となる。


    　が。


    「遅いですよ、リサさん」


    　一瞬の硬直が命取りだった。リサの召喚呪じゆ文もんの完成より先に、シェリーの縛ばく鎖さ魔術が発動。両手から放たれた魔力の輪がふたつ飛ひ翔しようし、着弾した。


    　ひとつは、リサの足下の召喚陣に重なり、召喚の進行を停止させた。


    　もうひとつは、リサの顔。猿ぐつわを嚙かませるような形で、リサの口を封じている。


    「あ──がががが……」


    　リサは言葉を発しようとするが、ままならない。これ以上、リサはどんな呪文も詠えい唱しようできない。魔ま道どう師にとって手足を縛られるよりも厳しい拘束だった。


    　召喚呪文を潰つぶすため、ふたつの急所を的確に突いた攻撃。自らも魔道師であるシェリー・モットレイは、魔術の弱点を熟知していた。


    　シェリーは心の中で、突入部隊の戦士たちに感謝する。彼らが壁となってシェリーとカーネスを守ってくれたおかげで、シェリーは王宮の門までほとんど魔力を消耗せずに到達でき、王宮警備隊の戦士や魔道師に対して、存分に、最速で縛鎖魔術を使うことができた。


    「皆さん、大丈夫ですか？　立てますか？」


    　シェリーは転倒した七人の仲間を気き遣づかった。派手に転んだ彼らだったが、大きな負傷はなかったようで、すっくと立ち上がった。


    　そうしている間、リサは縛鎖魔術に対して抵抗していた。爪つめを立てて魔力の輪を摑つかみ、引っ搔かき、引き剝はがそうとする。


    「あー、無駄だと思いますよー？　戦士さんの腕力で無理なんですから、女魔道師さんではとてもとても……」


    「ぐ……ぐぐ……」


    　シェリーは嘲ちよう笑しようするが、リサは抵抗をやめない。


    「あー、見苦しいですねえ」


    　シェリーは醒さめた目になり、輪に込める魔力を増やし、リサの気管を締め上げる。


    「すぐに楽にして差し上げましょう」


    　シェリーの復ふく讐しゆうの対象者は、王おう都とのすべて。自分の故郷が滅びる原因を作った、王都のすべての者だ。特に、王宮の関係者は絶対に許せない。当然、リサ・ガーティスが例外となるはずもなかった。
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    　シェリーはカーネスだけを連れて、宝ほう物もつ庫の中に入った。カーネスは男性恐怖症なので、他ほかの七人の仲間は近づかないほうがいい。シェリーの指揮で、七人は宝物庫の外で見張りをしている。


    　宝物庫には窓がない。出入り口を閉めると、外からまったく光が入らなくなる。壁に備え付けられたランプに火を入れなければ、何も見えなくなるところだった。


    　巨大な建造物の中に、明かりはたったひとつ。


    　照らされる範囲はごく限られており、居住するにはまったく不向きだ。宝物を鑑賞するにも暗すぎる。


    　だが、ここに居住する者などいない。


    　鑑賞すべき宝物も存在しない。


    　あるのは、ただただ深い闇やみと、竜りゆう王おうの肉体。


    　数百年も前に封印された、竜族の始祖とされる存在の、巨大な身体からだだ。


    　宝物庫の中で、竜王は直立した姿勢を維持している。明かりでぼんやりと照らされるのは竜の足あし下もと。後脚あしと、尾の一部分だけだ。


    　それでも、竜王の巨大さを知るには十分だと言える。


    　巨木のように太い脚が、左右の壁に接するようにして立っている。爪つめは、まるで根のように生はえて床を力強く踏みしめている。脚先から付け根までだけで、遙はるか見上げる高さ。十メートルを超えている。後脚の片方の大きさが、中位竜の全身の大きさに匹ひつ敵てきしていた。


    　それより上の部位は、闇やみに隠されており、見えない。頭頂部は遙か高みにある。その到達点は、外から建造物を見た感じから推測できる。天井付近に、頭部があるのだろう。


    　高位竜すら、鼻歌交じりに踏みつぶせてしまう巨体。


    　長きにわたり動きを封じられているが、ひとたび動き出せば、王おう都とに甚じん大だいな被害を与えられるだろう。


    　いよいよ、ここまで来た。あとは、封印を解いてやるだけだ。


    「さて、カーネスちゃんに最後の仕上げをお願いしましょう」


    「…………」


    　猿ぐつわを嚙かまされたカーネスは、無言でシェリーを睨にらむ。


    　絶対に思おも惑わくどおりにはさせない。竜王復活に手を貸すことなどしないという強い決意が、眼差まなざしに込められていた。シェリーの行動と思想に対する嫌けん悪お感を剝むき出しにしている。


    　もちろん、シェリーはカーネスがそういう態度に出ることはわかっている。


    　だが、いかにカーネスが協力を拒もうと、力を引き出す手段はいくらでもある。


    　早速、とりかかろうとしたところで、シェリーは舌打ちした。


    「この期ごに及んで、まだ邪魔が入りますか……」


    　扉とびらの外から物音が聞こえた。


    　何が起きたのかは見えないが、音を聞くだけで想像できる。


    　何者かが地上に降り立つ音。シェリーの仲間たちの驚きの声。それぞれの武器が空くうを切る音。七人が一撃で倒され、地面に崩れ落ちる音。


    　扉の外での戦闘行為は、数秒で終結した。


    　宝ほう物もつ庫の扉が外から乱暴に開かれた。日の光が入り、屋内がいくぶん明るくなる。


    　立っていたのは、全身を甲かつ冑ちゆうに包み、兜かぶとと仮面で顔を隠した剣士。


    　公式には、王宮警備隊隊長、ハロルド・ガーティスとされている人物だった。


    　シェリーは問もん答どう無む用ようで縛ばく鎖さ魔術を発動。魔力の光こう輪りんをハロルドの喉のど元もとに向けて投げ放った。


    　仮面の剣士は、攻撃が来ることを予あらかじめわかっていたかのように抜ばつ刀とうし、無駄のない軌き道どうで振り抜く。飛来する光輪は剣で両断され、消滅した。


    　この剣士に、正面からの縛鎖魔術は通用しない。予想の範囲内とは言え、望ましくない事態だ。シェリーは「はあ」と息を吐はき、剣士を真の名前で呼ぶ。


    「お久しぶりです、ルゥ・ガーティスさん。できればお会いしたくなかったのですが」


    「あなた……！」


    　ルゥ・ガーティスの息は荒く弾はずんでいた。声は仮面で反響して奇妙な音色になるが、それでも、感情は色濃く滲にじんでいる。


    　シェリーに対する憤ふん怒ぬが、直線的に放たれる。


    「リサを、殺したでしょう……！」


    　扉の外で、リサの死体を見たのだろう。同じガーティス家の魔ま道どう師で、ルゥとは幼少の頃から仲が良く、王宮警備隊でもルゥの副官として活躍していた人物。お互い、深く信頼しあっていたことは、シェリーにもよくわかっていた。


    「はい。私たちの邪魔でしたので、排除させていただきましたけど？」


    　シェリーはつんけんした口調でルゥに応じた。


    「そんなことより、ルゥさん、外に私の仲間がいたはずなんですけど、どうしてくれましたか？　外で見張ってていただくように言っておいたんですけど」


    「全員、斬きったわよ……。悪く思わないで」


    「では、おあいこですね。人数で言うと、こちらのほうが多く喪うしなっていますけど」


    　怒りに染まった大陸最強の剣士を前にしても、シェリーは怯ひるまずに敵意を返す。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度で、さらに質問を重ねる。


    「ルゥさんがここにいらっしゃるということは、シェルグーヴさんも敗やぶれたんでしょうね」


    「シェルグーヴ？」


    「風属性の高位竜さんです。私たちの同志でした」


    「ああ。あれも、斬きった……。斬ったけど、もっと早く片づけるべきだった……。こんなことになると知っていたら、あんな深追いはしなかった……」


    　ルゥは嫌けん悪お感を露あらわに、吐き捨てるようにして言う。


    「シェリーは、まだ竜りゆう王おうの解放を諦あきらめてなかったのね」


    「自分で言うのも何ですが、私はしつこいですよ？　せっかく方法を考え出したのに、実行に移さなければ、何の価値もありませぬし。結構、私は自分の発想を気に入っていましてね。ずっと温めていました」


    「確かに、シェリーの発想の独自性は認めるわ。結けつ界かい術師でないと思いつかないもんね……。普通ならば、結界を破壊したければ『結界術師を倒そう』と考えるところを、『結界で結界を押し退けよう』とするなんて」


    　結界術師であるシェリーは、対竜結界の性質を熟知していた。


    　結界の成分は薄い壁ではなく、領域内部に立体的に分布していること。


    　結界の内部に空洞を作り、そこに竜を閉じこめておけること。


    　そして、結界同士が干渉しあうことを知っていた。


    　結界術師が複数集まったとしても、対竜結界を二重や三重に張り巡めぐらせることはできない。シェルグーヴに説明した際の喩たとえを引くと、結界は寒かん天てんである。気体のように混ぜ合わせたりすることはできず、同じ座標に存在できる寒天はひとつだけだ。ふたつ以上の固体が同じ位置に同時に存在しようとすれば、ぶつかりあって弾はじきあうことになる。


    　したがって、例えば、王おう都との城壁のすぐそばで結界術を発動させれば、既存の結界とぶつかりあうことになる。どちらが弾かれるかは両者の結界の強さ比べということになるが、仮に、外にいる結界術師のほうが圧倒的に強ければ、既存の結界は新しい結界に追いやられる。


    　だが、この方法で王都の結界を取り払うのは現実的ではなかった。


    　もし、結界の力比べに持ち込んで、仮に勝てる実力があったとしても、力比べが始まった瞬間、王都の結界術師は自分の結界に異変が生じたことを察知する。王宮まで押し切るよりも先に、常駐軍や王宮警備隊の兵に取り押さえられてしまうのがオチだ。


    　だから、シェリーはこの宝ほう物もつ庫に入り込む必要があった。


    　宝物庫の外では既存の結界が発動しており、新たに結界を発生させることはできないが、ここは結界の中に生じている空洞、この宝物庫は「結界の外」だ。


    　ここでなら、結界を発動できる。


    　竜王の身体からだを挟はさんで、結界同士の押し合いになる。


    　目標は、既存の結界を上方向に突き破り、竜王を外に出すことだ。


    　王都を守る結界の面積は広大だが、高さはそれほどでもないため、天井を突き破るのが最善の策だ。結界術師が異変を感じたとしても、対処は間に合わない。


    「と言っても、押し合いに勝つのは難しいんですよね。私の結界術では力不足だと、前回思い知りました。だから、私よりも優すぐれた結けつ界かい術師の力を借りることにしました」


    　シェリーは得意げに言う。


    　その仕し草ぐさで、ルゥは察する。


    　さっきからずっと、縛られて床に座っている少女の正体を。


    「まさか、その女の子……」


    「おわかりになりましたか。カーネス・オルコットさんです」


    　シェリーはその名を告げた。


    　ルゥは当然、カーネスと面識はなかったが、名前はよく知っている。辺境の村で発見された結界術の才能の持ち主。彼女を王おう都とに連れてくるよう、ルゥは自分の手で文書に署名し、少人数の特務部隊を送りだしたのだ。


    　ルゥの頭の中に、新たな怒りが次々と湧わき起こる。


    「リサだけじゃなくて、特務部隊の子たちも殺したわけ!?　っていうか、何でそんな幼い子を破壊活動に利用してんのよ!?　罪悪感とかないわけ!?」


    「罪悪感という話なら、ルゥさんにもお持ちいただきたいものですけどね」


    　シェリーは冷たく言い放つ。


    　ルゥは言葉の意味を察する。


    　シェリーの恨うらみの根源のことは、前回の戦闘の際に聞いていた。


    「……あなたの村が滅びたって話？」


    　シェリーの視線を受け止めながら、ルゥは言う。


    「確かに、シェリーのことは気の毒だとは思うけど、私が謝る筋合いはないわ」


    「責任逃れですか」


    「だって、悪いのは竜でしょう!?　何で怒りをこっちに向けるのよ！」


    　ルゥは声を上げてシェリーを糾きゆう弾だんする。


    「私や王都を憎んだって何にもならない！　敵を見誤らないで！　人類同士で争ったって、竜が喜ぶだけなのよ!?」


    「その竜に対抗する戦力を村から奪っておいて、よく言いますよ本当に。あと、人類同士なんて仰おつしゃるのもやめていただけますか？」


    　シェリーは改めて、積せき年ねんの怒ど気きを解放した。


    「私の村を切り捨てるような方と、同類にはなりたくありませぬので！」


    　シェリーの手に再び魔力が宿る。縛ばく鎖さ魔術が発動し、鎖くさりの輪が飛ひ翔しようしてルゥを襲う。


    　ルゥは輪を剣で斬きり裂いた。シェリーが何度試みようと同じこと。大陸最強の剣士の反射神経をもってすれば、シェリーの縛鎖魔術の速度には余裕で対応できる。


    　ルゥが反撃に出る。シェリーまで十歩ほどの距離があるが、余裕でルゥの剣の射程圏内。シェリーに切っ先を向けて構え、


    「刀身拡張エライトーン！」


    　目にも留まらぬ瞬速の突き。ルゥ自身はほとんど動かず、剣を伸張させるだけでいい。シェリーの喉のど元もと目がけて、切っ先は飛んでいく。


    　早くも勝敗が決したかに見えたが、突如、剣の軌き道どう上に召しよう喚かん陣が出現。無数の植物のツタが一いつ斉せいに生はえて剣を絡からめとった。そのまま生長し、剣を上へと押し上げる。突きの勢いは止まらないが、軌道が逸そらされシェリーから外れた。


    　切っ先はシェリーの遙はるか上、宝ほう物もつ庫の壁を穿うがち、煉れん瓦がを削っていた。


    　ルゥの剣を押さえたのは拘束植物エンゲイジ。それも、シェリーが魔力を練って喚よび出した特別種で、一ひと際きわ強きよう靱じんな一種だった。


    「もう！　気持ち悪い！」


    　所しよ詮せんは植物、ルゥならツタを斬きり裂くこともできなくはないが、時間を数秒要しそうだと判断。刀身の質量を戻して剣を引く。剣を握るルゥと拘束植物エンゲイジの握力勝負になるが、これはルゥの圧勝。剣は拘束植物エンゲイジからあっさり引き抜けた。


    　拘束植物エンゲイジは床から垂直に伸びて、その先端は遙か上、竜りゆう王おうの腹のあたりにひっついた。シェリーとルゥの間を遮さえぎる柱が一本できた形となり、シェリーはその陰に隠れる。


    　呪じゆ文もん詠えい唱しようの時間を稼ぐため、魔ま道どう師は後こう衛えいの位置に立つのが定じよう石せきだ。


    「出いでよ！　軍用象ボニ・ガージヤ！」


    　ルゥが次の手を繰り出す前に、シェリーが召喚呪文を高速詠唱。


    　シェリーの傍かたわらに巨大な象ぞうが二頭出現した。シェリーが好んで召喚する戦闘用の召喚獣で、頭頂部までの高さが五メートルに達する巨大な象だった。


    　宝物庫内に二頭いるだけで、場を埋め尽くすような巨きよ躯く。重い足音を響かせて前進し始めた。拘束植物エンゲイジを避けて、竜王の足あし下もとを通過し、ルゥめがけて突撃する。


    　人体の百倍の重量を備えながら、常人の全力疾しつ走そうを軽く上回る速度。小回りが利きかず、左右への方向転換が苦手な種族だが、この宝物庫の中での戦闘に限れば問題にならない。ルゥに逃げ場はなく、迎え撃つしかない。


    　嘶いななきとともに軍用象ボニ・ガージヤの鼻が振られ、横殴なぐりでルゥに迫る。直撃すればそれだけで致命傷となる超質量の攻撃だが、ルゥに焦あせりはない。竜の尾を見慣れている者から見れば、児じ戯ぎにも等しい。


    　ルゥは長剣を片手持ちにし、自分の身体からだの横で高速回転させた。手首から先だけを動かしての連続斬りで、ルゥ自身にも刀身を目で追えない速さ。風の音が鳴り続け、女の悲鳴のような高音が響く。


    　軍用象ボニ・ガージヤの鼻は、ルゥに到達する前に微み塵じんに刻まれていた。長さが半分以下になり、攻撃はルゥに届くことなく空から振ぶり。断面から零こぼれた血が、ルゥの甲かつ冑ちゆうを僅わずかに汚すだけだ。斬り飛ばされて支えを失った部位が、遠心力に従ってルゥの背後に飛んでいった。


    　二頭の軍用象ボニ・ガージヤは怯ひるまずに進む。鼻を失おうと、牙きばや踏みつけによる攻撃が残っており、士気はまったく衰えない。


    　ルゥは、鼻を失った軍用象ボニ・ガージヤを先に始末することにした。


    　その場で立ったまま、剣を軍用象ボニ・ガージヤに向けて掲かかげ、刀身拡張エライトーンでまっすぐ伸ばした。


    　刀身は一瞬で二十メールほどにまで育ち、軍用象ボニ・ガージヤの顔面を襲う。鼻を斬きられた軍用象ボニ・ガージヤに防御する術すべなどなく、切っ先は目と目の間に突き刺さった。


    　剣は軍用象ボニ・ガージヤの頭部を貫通し、胴体に侵入し、背中から突き出る。


    　命を失った軍用象ボニ・ガージヤが消滅しかかる間に、もう一頭の軍用象ボニ・ガージヤが接近。目と鼻の先にまで迫っており、いかに刀身の質量を戻すのが速くても対処は間に合わない。


    　ルゥは、刀身を戻さなかった。


    　刀身の柄つかを両手で摑つかみ、真横に振り抜く。刀身は貫つらぬいた軍用象ボニ・ガージヤを内部から両断し、横腹から抜け出た。その勢いのまま隣の軍用象ボニ・ガージヤまで斬る。


    　ルゥの剣は、軍用象ボニ・ガージヤの胴体を抵抗なく上下に捌さばき、宝ほう物もつ庫の分厚い壁にぶつかってようやく止まった。衝撃音が響き、宝物庫全体が小刻みに揺れる。


    　絶命した軍用象ボニ・ガージヤは二頭とも消失。ルゥは新あら手ての召しよう喚かん獣を警戒したが、シェリーは召喚獣を喚よび出していなかった。一気に宝物庫内が広く感じられた。


    　シェリーはゆったりとした動作で両手を広げた。不敵な微笑ほほえみを浮かべて、首を振りながら言う。


    「さすがですねえ、ルゥさん。剣捌きの速度が凄すさまじいことになっているではありませぬか。前回もそうでしたけど、今回も敵かなう気がいたしませぬ」


    　言葉とは裏腹に、シェリーの態度は余裕に満ちていた。


    　もちろん、無根拠なものではない。ルゥが軍用象ボニ・ガージヤと戦闘している最中に、シェリーは無数の召喚陣を形成し終えていた。薄暗い宝物庫の床が、魔力の光で満ちている。次の召喚を今すぐには行おこなわず、ルゥの出方を窺うかがっていた。


    　ルゥが攻撃を仕掛けたところを、召喚魔術で迎げい撃げきする腹か。


    　ルゥにはシェリーの態度が気に食わない。仮にも大陸最強の剣士を相手取ろうというのなら、シェリーはもっと必死になって攻めてくるべきだ。ルゥにわざわざ攻撃権を譲るなど、身の程ほど知らずとしか思えない。


    　ルゥにはこの六年間、王宮警備隊隊長を務つとめてきたという自負がある。


    　本物のハロルドになりかわって、自分の名を消し去ったのは、十三歳のときだ。


    　ガーティス家の隠し玉としてハロルドから直接指導を受けていた身ではあるが、その頃のルゥの実力では大陸最強の剣士を名乗るのは無理があった。披ひ露ろうできる剣技は、王宮警備隊の兵として上位の水準にはあったが、決して群ぐんを抜くものではなく、ハロルドのものと比べて大きく劣っていた。暗殺者に襲われた際に負った傷の後遺症で、本調子ではないのだと周りに言い訳しなければならない日々が続いた。


    　同じ言い訳を繰り返していては、王宮警備隊隊長の地位が危うくなる。一刻も早く、本物のハロルドに追いつく必要があった。ルゥ自身も焦あせりを感じ、それ以上に、ガーティス家の焦しよう燥そうは強かった。


    　修練に励むしかなかったが、使える時間は決して多くはなかった。


    　王宮警備隊隊長として、王宮の会議や式典に定期的に出席し、王族の機嫌をとり、部下を指揮し、自らも王宮本殿や宝ほう物もつ庫の警護を務めなくてはならなかった。稽けい古こにとれる時間はたかが知れている。


    　時間を捻ねん出しゆつすべく、ガーティス家はルゥに睡眠を許さず、敷地の地下にある訓練場に拘束した。ハロルドがいない以上、ルゥを指導できる者などいなかったので、ルゥの相手となったのは、リサや、その他大勢の魔ま道どう師たち。ルゥは次々と繰り出される無数の召しよう喚かん獣を打ち払い、削り取り、突き刺し、両断し続けた。


    　決して、体系だった育成方法ではなかった。


    　ただただ膨大な量の戦闘をこなし、その中で剣の型と刀身拡張エライトーンの練度を磨いてきた。


    　体力の限界まで戦い抜き、短い睡眠をとり、目覚めたら王宮に出向いて任務をこなす。


    　いつ倒れてもおかしくない、危うい生活だったが、成果はあった。


    　わずか半年で、ルゥの剣技は極まった。


    　矢の数倍の速さで刀身拡張エライトーンを行おこなえるようになったとき、ルゥの独自の型が完成した。


    　体力の消耗を抑えるために、自らはその場を動かず、五十メートル先の敵を刀身拡張エライトーンで突くという一方的な戦法。遠距離攻撃でありながら、精度、威力ともに申し分なし。刃やいばを通さないとされる岩石兵カーザ・アスカーの巨体を貫通し、一撃で絶命させるまでになった。


    　ここまでになれば、竜に対しても同じことができる。大軍を率いる必要もなく、ルゥひとりで高位竜を易やす々やすと狩れる。


    　間合いを詰めて、重い一撃で勝負するハロルドの戦法とは大きく違う形ではあるが、ルゥの努力は結実した。


    　最初は偽にせ者ものとして受け継いだ大陸最強の剣士の座に、堂々と、本物として座すことができるようになった。実年齢が若く、実戦経験こそ乏しいが、そんなことは誰に恥じる必要もない。実績はこれからいくらでも積み重ねていける。


    　ルゥは、自分の実力に誇りを抱いだいている。半年間での急成長を実現させ、それ以来ずっと頂点の座を維持してきた努力は、誰にも語ることはできないが、ルゥの精神的な拠よりどころとなり、自信の裏づけになっている。


    　だからこそ、シェリーの振る舞いはルゥの神経に障さわる。


    　確かに優すぐれた魔道師ではあるが、戦士としての格はルゥのほうが上だ。縛ばく鎖さ魔術はルゥに通用しないし、シェリーがどれだけ強大な召喚獣を喚よぼうと、ルゥは打倒できる。その程度のものは、とっくの昔に克服済みだ。


    　格下は、格下らしくしていろ。


    　シェリーが復ふく讐しゆうのためにどれだけの努力を重ねてきたか知らないが、そんなものは、ルゥの突きが一度でも決まれば無に帰すのだ。


    「私に攻め手を与えたことを、後悔しなさい！」


    　ルゥは拘束植物エンゲイジを避けるように数歩横に移動し、再びシェリーに突きを放つ。


    　建造物の中での戦闘。どこに位置取りしたとしても、ルゥの刀身拡張エライトーンの射程範囲からは逃のがれられない。


    　シェリーは、予あらかじめ用意していた召しよう喚かん陣から、再び拘束植物エンゲイジを喚よんだ。先ほどと同じように、辛かろうじて突きの軌き道どうを変えてやり過ごす。


    「当たりませんよー？」


    　せせら笑うシェリーの声に、苛いら立だったルゥの攻め手は単調になった。


    　間まを置かない、連続での突き。刀身の拡張と収縮を繰り返し、ひとりで槍やり衾ぶすまを作り上げるほどの連撃を行う。切っ先が風を巻き起こし、シェリーの命を狩りに飛ぶ。


    　いずれ当たるはずという信念があったが。シェリーも同じ方法で受け続けた。立て続けに召喚陣から生はえるツタ。ルゥが突きを繰り出すたびに拘束植物エンゲイジが増えていくばかりだった。


    　本物のハロルドの言葉を忘れて、考えなしに攻撃を繰り返した代償は大きい。


    「ああ、もう！　厄やつ介かいな感じに──！」


    　ついに、竜の脚あしの間はほとんどが拘束植物エンゲイジで埋め尽くされることとなった。隙すき間まなく生えて視界を遮さえぎっている。ツタの壁の向こうにシェリーはいるはずだが、位置がわからない。


    　この状況は、先ほどのシェルグーヴとの戦いに似ていた。最終局面で、ルゥは雲の中に隠れてシェルグーヴの死角に入り、翼つばさを斬きり落として勝利を得たのだった。


    　違うのは、拘束植物エンゲイジは、雲と違って透とう過かできないこと。通り抜けるのに時間がかかるため、これをかい潜くぐっての不意打ちは困難だ。


    　ルゥの突きであればツタの壁を突き破って向こう側を攻撃できるが、これ以上、闇やみ雲くもに攻撃するのは躊躇ためらわれた。カーネスがどこかに倒れているはずで、運悪く当たってしまう可能性がある。反逆者であるシェリーは殺害して構わないが、カーネスは王おう都との未来のために必要だ。喪うしなうわけにはいかない。


    　先の戦いで、シェルグーヴは様子を見るという手を選択したが、それは、この場面では最もやってはいけない悪あく手しゆだ。もたもたしていると、この隙にシェリーがカーネスに結けつ界かい術の発動を強制する恐れがある。シェリーの目的はルゥに勝つことではなく、あくまで竜りゆう王おうを解放すること、そして、その結果として王都を破壊することなのだ。


    　ルゥは無傷なのに、追い込まれている。


    　シェリーの攻撃ではなく、時間に追われている。


    　一秒でも早くシェリーを潰つぶさなければならない。


    　ルゥは即座に判断を下くだした。


    　音を立てないように軽く跳躍する。滞たい空くう中に、重力操作グラベトリーブで自身を軽くし、まっすぐ浮かび上がった。


    　竜りゆう王おうの腹の高さ、首の高さを通過していくが、出入り口から遠くなり、ほとんど光が届かない。最後は勘を頼りに、ルゥは竜王の頭の上に立った。


    　封印されているとはいえ、まだ生存している竜王の上に。


    　ルゥの知る限り、竜王は力の消耗を抑えるためなのか、自らを封じる結けつ界かいに対して抵抗はせず、それどころか身じろぎひとつしない。まるで石像のようなものだ。今、ルゥが頭の上に乗ったことにも、気づいていない可能性が高い。おそらく、意識を意図的に閉じて眠っている。


    　ルゥは竜王の背後、シェリーがいるはずの空間を見る。


    　当然、狙ねらうのは奇襲。拘束植物エンゲイジをかい潜るのではなく、高さ六十メートル近い、屋根の位置からの一撃だ。


    　生あい憎にく、出入り口とは逆側で、光は竜王の身体からだと拘束植物エンゲイジに遮さえぎられており、暗い。真っ暗で、まだシェリーの位置を特定することはできない。だが、あと数秒あればいい。目を慣らし、気配を探れば、必ずシェリーの位置を摑つかめるはずだ。


    　そう考えたルゥは、すでに読みあいに負けていた。


    「せーの」


    　と、シェリーの声が下から聞こえた。


    　どこだ、と位置を探ろうと意識を研とぎ澄ますのと同時に、ルゥは違和感を覚えた。


    　せーの、だと？


    　それは、行動を起こすための掛け声。


    　この状況で、シェリーはどんな行動を起こす？


    　カーネスに結界術発動を強制している様子でもなく、いったい何を──!?


    「──────っ!?」


    　爆発的な風の音が唐とう突とつに鳴り、ルゥの心臓を跳はねさせる。


    　足場が大きく動き、浮上する感覚。


    　ルゥは竜王の頭の上で、体勢を保つので精一杯。


    　現象を理解したときには、遅かった。


    　ルゥは全身を天井に激しく打ちつけた。急に浮上した竜王の身体と、天井との間で挟はさみ撃ちになったのだ。


    　ごん、と、あっけないくらい短い、しかし硬くて大きな音が鳴った。


    　甲かつ冑ちゆうを身に纏まとっていても、気休めにもならない超質量の打撃。たった一撃だが、これだけで必殺の威力だった。ルゥは自分の全身の骨が砕けるのを感じ、激痛に身み悶もだえする。


    「シェリー……、シェリーめええええ!!」


    　かつて王宮警備隊に所属していた、元王宮結けつ界かい術師、シェリー・モットレイ。


    　シェリーは、既存の結界を破るほどの力がないというだけで、対竜結界自体は扱えるのだ。


    　竜りゆう王おうの足あし下もとに身を隠し、結界術を発動。既存の結界を押すほどの力はないが、空洞内であれば竜王を動かせる。竜王の上にいたルゥごと天井に激突させたというのが真相だった。


    　ルゥは無防備に落下する。空中で体勢を整えることも、重力操作グラベトリーブで衝撃を和やわらげることもできず、まっすぐ、うつ伏せに床に叩たたきつけられる。


    　前後して、竜王の身体からだも再び地に足をつけ、重厚な音を響かせる。宝ほう物もつ庫の壁に積もっていた埃ほこりが舞い落ちてきた。


    　ルゥは辛かろうじて意識を保っていた。


    　だが、もう死んでもおかしくないほどの重傷だ。


    　甲かつ冑ちゆうの隙すき間まから、血が大量に零こぼれ落ちていく。


    　こんな、大陸最強の剣士が、こんな惨みじめな結末を迎えるわけには──！


    「いやあ、シェルグーヴさんには感謝しなくてはなりませぬ」


    　ルゥの無ぶ様ざまな姿を確認し、シェリーは嬉うれしそうに言う。


    「ルゥさん、シェルグーヴさんとの戦いで、結構お疲れだったでしょう？　ここに戻ってくるときも、ずいぶんお急ぎのようでしたし。息が上がっていて、呼吸音が聞きやすかったですよ。ご自分では息を殺していたおつもりかもしれませんけど、あんなのでは奇襲は成立しませぬよ。あ、もう聞いてないかな、ルゥさん」


    　シェリーの講釈に、言い返すこともできない。


    　全身が冷えていくのを感じながら、ルゥの意識は閉じられた。


    



    　ルゥが戦闘不能となったのを確認し、いよいよ、シェリーは望みを実行に移す。


    「さて、カーネスちゃん、今のを見てましたよね？　あんな感じで、結界術の発動をお願いできますかねえ？」


    　シェリーはカーネスのそばに屈かがんで、優しく宥なだめるように言う。


    「私も全力で発動させてみたんですけどねえ。既存の結界との押し合いに勝てるほどじゃないんですよね、やっぱり」


    　シェリーの対竜結界は、既存の結界の空洞の中で竜王の身体を一瞬浮き上がらせたが、それ以上の力はなかった。空洞を押し広げることは少しもできず、依然、空洞は宝物庫と同じ形状を保っている。もちろん、既存の結界はびくともしなかった。


    「カーネスちゃんの結界の速さと強さは、私なんかより断然優すぐれてますから、たぶん、押し合いにも勝てますよ。見てみたくありませぬか？　こんなにおっきな竜王さんの身体が、この建物の天井を突き破って、空高く飛んでいくところを！　きっと凄すごい光景ですよ！」


    　シェリーは子ども騙だましの言葉でカーネスをその気にさせようとする。


    　カーネスは一貫して、弱々しく首を振るだけだった。


    　いつもと違って、喚わめくように反はん駁ばくするのではなく、弱々しい拒否。


    　王おう都とに突入してからここまで、カーネスは悲惨な光景を目にし続けてきた。


    　人と人がぶつかりあい、殴なぐりあい、殺しあう場面。


    　実際に死んだ者も少なくなかった。


    　精神的な衝撃は大きく、カーネスは威勢よく反論する力を失ってしまっていた。


    　仮に猿ぐつわがなかったとしても、黙っていたことだろう。


    　カーネスの反応が悪いのを見て、シェリーはつまらなさそうに口を尖とがらせた。


    「そうですか……。協力してくれませぬか……。できれば自発的に協力していただきたかったんですけどねえ……」


    　シェリーはそう言うと、カーネスの頭に手を置いた。


    　目を合わせて、告げる。


    「ならば、その力を無理やりお借りするしかありませぬ」


    　すとん、とカーネスの頭が俯うつむいた。


    　シェリーの魔術でカーネスの意識が落ちたのだ。


    　催眠魔術。


    　抵抗力の低い子どもを眠らせ、夢の内容にまで介入する魔術だった。


    　カーネスを拉ら致ちして以来、大人おとなしくさせるために頻ひん繁ぱんに使用してきたものだが、今ここで最大の価値を発揮する。


    「さあて、どんな夢にしましょうかねえ……。カーネスちゃんが結けつ界かい術を発動したくなるような夢……。やっぱり、あれがいいですかね。ウォーフィアさんが襲ってくる！　結界で防がなきゃ死んでしまう！　というあの場面が」


    　都市ガルズムで、ウォーフィアがノラたちを襲撃した際、カーネスはウォーフィアを返り討ちにするために、自らの意思で結界術を発動させていた。


    　シェリーの指導の下もとで上達した結界術。腕前は、その後の二日でさらに向上している。


    「カーネスちゃんは、悪くないですよー？　竜りゆう王おうさんを復活させるために結界術を発動するんじゃなくて、ただ、寝ぼけてただけ。悪夢に出てきた怖い竜さんを退治するために、うっかり結界術を発動させちゃう。ただ、それだけですから、カーネスちゃんはぜんぜん、ぜんぜん悪くないですよー？」


    　カーネスの寝顔に語りかけるシェリー。カーネスの身体からだを縛っていた縄なわを解ほどいて、両手を自由にさせてやる。


    　シェリーの魔術はカーネスの記憶に入り込み、二日前の一件を夢で再現させる。


    　この場に、シェリーの野望を止める者はいない。


    　他ほかの王宮警備隊の兵は、王宮内部への侵入者に対応しており、こちらには来ない。


    　静かに、待つ。


    　カーネスの頭の中で、夢が進行するのを待つ。


    　やがて、カーネスは両手のひらで、見えない何かを摑つかむような仕し草ぐさを見せた。


    　左右の手が向かい合わせになり、そこに魔力が集中していく。


    　シェリーの思おも惑わくどおり。


    　カーネスの結けつ界かい術は、竜りゆう王おうの身体からだの真下で発動した。


    



    　　　＊


    



    　都市ルゴルー・ガルズム間の街道沿いの宿しゆく駅えき。


    　ここに宿をとって一泊した後、すでに昼が過ぎてしまったが、彼らはまだ出発できていない。


    「ノラの様子はどうだ？」


    　フレイクの質問に対して、アイは悩ましげに眉まゆを寄せ、閉ざされた部屋のドアを視線で示した。


    「一応、起きたけど、まだ調子悪いみたい。身体はもう大丈夫だと思うんだけど、気持ちの問題のほうが、ちょっと」


    　その答えを聞いて、フレイクは「そうか」と応じ、浮かない顔をする。


    　三人は肉体的にはほとんど無傷だったが、ノラは精神的に沈んでいた。


    　地ち殻かく竜グルヴァーダと、陰いん風ぷう竜シェルグーヴの残した傷跡だった。


    　昨日、一行がグルヴァーダに勝利した直後、シェルグーヴが襲来した。グルヴァーダの死体を空から投げ落とし、一行をひとまとめに下敷きにしにかかった。


    　この一撃で、同行していた者のうち四人が死亡する惨さん事じとなったが、ノラとアイとフレイクの三人は辛かろうじて致命傷を免まぬがれていた。


    　直前にマッケルガーが天空から打ち下ろした一いち撃げきによって、地面は大きくくぼんでいた。人間が数人、すっぽり収まるような深いくぼみ。グルヴァーダが落ちてきたとき、三人はこのくぼみの中に反射的に滑り込んで難を逃のがれたのだ。


    　マッケルガーのギルドの剣士ケリーと魔ま道どう師キャルレは、立ち位置がよかったため、グルヴァーダを避けることができた。


    　逃げ遅れたのは槍そう術じゆつ士ゼタ、剣士ボンド、魔道師クーゼン、そして、拳けん闘とう士マッケルガー。


    　特に、マッケルガーは自らの技の反動で、ほとんど動けない状態だった。


    　シェルグーヴが去った後で、三人は地面から這はい出た。


    　ノラは、自分を強く責めた。なぜ、マッケルガーの手を引いてやれなかったのか。なぜ、自分たちだけ助かったのか。竜への憎しみを新たにするのと同時に、自責の念に駆られて、体調を大きく崩してしまった。一日経たった今も、部屋から出てこない。


    　三人は、本当なら今日までにカーネスを連れて王おう都とに到達しているはずだったが、いまだに、その手前の都市ルゴルーにすらたどり着けていない。


    　実際のところ、これ以上行こう軍ぐんする必要は薄れていた。今朝になってアイは、ガルズムへの調査派兵で移動中の王都常駐軍を見つけて呼び止め、カーネスの状況を報告したのだ。王宮警備隊隊長の署名入りの書状を見せた上での説明だったので、兵はきちんと受理した。情報はやがて王宮に届けられるはず。その後は、王宮警備隊が何とかするはずだ。


    　カーネスとシェリーのその後のことが気にならないわけではないが、もう、フレイクたちが何かをする必要はない。王都の警備は厳重で、兵も優秀だ。きっと、カーネスは無事に保護されるはずだ。


    　フレイクは窓から王都の方角、東を眺める。


    　都市ルゴルーからもまだ遠く、城壁は影も形も見えない。


    　王都は、さらにその数十キロ向こうにある。


    　唐とう突とつに、遠くから音が聞こえてきた。


    　低く、長い、地鳴りのような音。


    　獣けものが叫んだような声。


    「────何、今の？　どこから？」


    　アイが怯おびえた様子で窓の外を見て、きょろきょろと音の出所を探す。


    　フレイクは、妙な引っかかりを覚えていた。


    　今の音に、聞き覚えがあるような気がした。


    　だが、何の音なのかわからない。


    　わかるはずもない。


    　その音は、遙はるか遠く王都から届いたものであるということも、実に数百年ぶりに解放された、竜りゆう王おうの雄お叫たけびであるということも、この時点ではわかるはずもなかった。

  



  
     あとがき


    



    　水市です。唐突ですが、個人的な話をします。


    　昔から「出身はどちらですか？」という質問を受けるのが苦手で、自己紹介の場で苦心することがしばしばでした。


    　生まれたのは東京都内なのですが、親の転勤があって幼少期に二度引っ越しをしました。石川で数年過ごした後、幼稚園から高校卒業までの十数年間は大阪で暮らしていました。大学進学のタイミングで家族ごと東京に戻り、今も東京在住という境遇でして、これまでの人生のほぼ半分を大阪で、ほぼ半分を東京で、一割ほどを石川で過ごしたことになります。


    　大阪にいた頃は、友人との会話で何となく大阪弁を喋っていましたが、両親は標準語で話す人なので、家の外と中で使用言語を使い分けていました。結局、大阪弁の習得具合は中途半端で、今ではもうほとんど標準語ユーザーです。自宅にたこ焼き器もお好み焼き器もなく、とても胸を張って大阪人を名乗ることはできません。かと言って、高校までの思い出が大阪にある上、都民の日が何月何日なのか覚えていない身で東京人を名乗るのも何か違う気がします。


    　こうなると冒頭の質問に対して、「大阪です」と答えても「東京です」と答えても、何だか噓っぽくなってしまうので、一言で答えることができません。「ええとですねえ……」と、おたおたと歯切れ悪く説明するのが常です。大阪にいても東京にいても「よそ者」という感じで、ちゃんとした地元を持っている人たちのことを羨うらやましく思ったりもします。


    　この『ドラゴンライズ』のシリーズに出てくる面々の中にも、人類と竜族との間で中途半端な立場にある人物（？）が何人かいます。経緯や程度の差こそ大きいですが、水市と同じ「よそ者」です。同類として、彼らの揺らぎや決意にきちんと寄り添って、最後まで描き切りたいなと、改めて思いました。


    



    　今巻では特に、編集部の石川さん（県名ではありません）と江橋さんにお世話になりました。石川さんには短い間で何度も助けられ、感謝の念に堪えません。これから江橋さんと、シリーズのクライマックスに向けて頑張りたいと思います。


    　イラスト担当の０２９さんには、毎回厳しいスケジュールでお願いしてしまい、感謝よりも先に申し訳なさが募ります。ちょうど衣替えの季節ということで、表紙のアイが軽装になって眼福。嬉々としてパソコンの壁紙にさせていただきました。


    



    　それでは、『ドラゴンライズ４』でまたお会いしましょう。


    



    　　　　二〇一二年五月


    
      水市　恵
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